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『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第一回（昭和６０年５月９日）の記録      

             講師 川添 隆行 
記録 渡辺 保子  

今日は、東海岸北一丁目、中海岸一丁目と、共恵二丁目を回ります。 

 茅ヶ崎最初の別荘地、別荘の開拓地です。 

 

＜高浜緑地＞ 

 この南半分位が、川上音二郎のものでした。音二郎の使った井戸があります。 

 当時の正面は南側にあり、そこにコレラで亡くなった人々を、南湖の方から 

運んだ道があり、少し先の高砂山で焼いたのです。大正の始めに原安三郎氏が

買い、原さんがまた買い足して、この松籟荘の区域になっています。 

 昔、駅前で中海岸の原別荘はと聞くと、ここに案内したものですが、中海岸

のは、原鉄太郎という三渓園の原さんの同族で、こちらは東海岸の松籟荘、今 

は高砂（たかすな）緑地です。 

 

＜えにしだ＞ 

 そこに立派なえにしだが有りますが、えにしだは名花だと思います。 

 えにしだはラテン語で、プランタ・エニスタといい、エニスタが、えにしだ

となりました。中国では花の形から、金雀花と付けられています。 

 イギリスの王朝、これはフランスの出身ですが、イングランドを統一する時

に、えにしだの花を紋章にしていったという、欧州の政治史でも有名な花です。 

 したがって、フランス、イタリーにもあるそうですが、こんなに大きくはな

い。こんなに立派なのは、日本でも茅ヶ崎が一番です。しかし最近は段々少な

くなっていて残念です。 

 高知県の南と大分県に少し有りますが、えにしだを持って来たのは、東海岸

の進さん、広田さん達です。別荘の松の下草に何が良いかと東大の農学部長に

聞き、えにしだを勧められて植えたのが始まりです。今でも進さんの屋敷には

相当ありますね。私は、えにしだは茅ヶ崎の誇りだと思っていますが、市の花

には指定してくれませんでした。 

 



＜野中別荘＞ 

 いまは沢野家ですが、この家も名家です。青山にある法令出版社をおこした

人で、野中さんの後を買われました。 

 戦後、茅ヶ崎にもアメリカ軍が駐留しましたが、兵隊は南湖院にいて、中隊

長がこの原別荘に、小隊長が向かいの沢野さんにいました。床の間等みんな洋

式に、つくり直されてしまいました。 

 野中到は、夫婦で富士山に登って、山頂で気象観測をしました。 

 明治の三大冒険といわれ、夫婦で凍傷になってもなお頑張っているので、政

府は閣議を開いて二人を下ろせということになり、警察署長がいってつれ戻し

たという人です。当時の新聞の社会面にいっぱい書いてあります。 

 三大冒険というのは、これと、白瀬中尉の南極探検、福島大将のシベリヤ横

断で、福島大将も東海岸南一丁目に別荘が有りました。 

 

＜牛山別荘＞ 

 現在は図書館です。横浜の地主で、山の上の方からずっと持っていました。 

 だいたい空地で、戦後は松が植えられていました。少し前にこの高い所に、

三菱が六階建のマンションを作る計画をたて、この辺の人が反対しました。 

 

＜岡崎別荘＞ 

 電話局から向うが岡崎久次郎の別荘でした。岡崎久次郎は憲政会の領袖で、 

大実業家でした。私は憲政会のドル箱だったのではと思うのですが、政治史で

は功績の大きい人です。 

 

＜純水館用地＞ 

 いまの教会のところは純水館の用地で、桃や梅が植わっていました。教会が

出来たのは、戦後も 10 年位たってからです。純水館は北口の製糸会社で、駅か

ら国道までずっと工場がありました。 

 

 

＜土方
ヒジカタ

別荘＞ 
 土方与志の祖父、土方久元の別荘です。土佐出身ですが脱藩して下関に居た



ため長州派です。後年、宮内大臣になった明治の元勲です。 

 芸能通で、川上音二郎などが下駄をはいてくる、伊藤博文も遊びに来たとい

うことです。息子さんは早く死にましたが、お孫さんが夏ここで育って友田別

荘の息子と海岸で会いながら、芝居の話が進み、従弟の玄味氏も集って「南湖

座」をつくりました。斜面に野外劇場のような形でつくったと言うことです。 

 ここから東は藤沢まで一軒も家がないと書かれてありますから、南湖のおば

ちゃん達が見に来たわけです。それが後年、土方与志と友田恭助が新劇のリー

ダーになるきっかけになったと思われます。 

 土方さんは宮内大臣を十一年も勤めた人ですから、大正天皇も、ジイやジイ

やと言ってよく来られました。いまの天皇も、明治３５年の夏、一つの時に大

磯に行かれるのですが、大磯で悪病・コレラか腸チブスが発生し、あわてた宮

内省は、土方と隣の清浦で、めんどうを見るようにと、ここに連れて来ます。 

 １９０２年に、２０日間滞在となっています。この時の感謝状が両家に残さ

れています。 

 

 

＜清浦別荘＞ 

 現、高砂会館、元、市立図書館、ここが一番高い所で、清浦別荘跡です。こ

の山の上から相模川を渡る汽車が見えたという、四方に見晴らしの良い所です。 

 土方さんにとって清浦さんは当時は内務省の警保局長、自分は宮内大臣、位

が違います。その若僧の別荘が高い所にあって、目の上のコブと思っていたわ

けです。そうしたら清浦さんに金のいることができてしまいます。京都の西陣

の大御所、川島甚兵衛に五万円使わせて、ベルギーの博覧会に出品するんです。 

 当時、清浦さんは農商務大臣でした。博覧会が終わったらベルギーの王様に

売るつもりだったのが、ちょうどその時アフリカのベルギー領で「第二次コン

ゴ事件」が起きて、買うどころではなく、キャンセルされてしまいます。 

 清浦さんは川甚に迷惑をかけて申し訳ないと弁済することにします。いまと

逆ですね。政治家が実業家に弁済するんですから、その資金の一部にとこの敷

地を一万五千円で土方に売ってしまいます。これは清浦伝に出ています。 

 

 

＜大きくなった土方別荘＞ 

 清浦をあわせて土方別荘は大きくなりました。孫の土方与志が相談しますが、

アカの伯爵だといって、伯爵を没収されてしまいます。 



 与志は久元の長男久明の長男。名は久敬。１８９８年生れ。欧州留学後、大

正 13 年に私財を投じて築地小劇場を建設。小山内薫等とともに新劇確立の基礎

をつくりました。その過程でこの別荘も売り払ったわけです。 

１９５９年になくなりました。 

 この近くの家には、寒山竹など珍しい木がありますが、聞いてみると土方さ

んから出たものが多いですね。 

 土方久元が東京で八十歳余りで亡くなった時に、新聞に”茅ヶ崎の開拓者没

す”という記事が大きい見出しで出ています。久元が死んだその日に、孫の与

志さんが結婚する。息子さんは早く亡くなっているので、世襲である伯爵を継

ぐためです。与志の伝記にも、久元の伝記にも出ています。与志のお母さんや

奥さんは、当時の高官のお嬢さんたちです。 

 旧図書館を廃止する時払下げ、分譲などしないで、市有地のまま残してほし

いと思いました。茅ヶ崎の別荘の始まりで、ここを中心に別荘は広がっていま

すから。茅ヶ崎の別荘には宮内省の役人が多いのです。土方さんが宮内大臣だ

ったからです。宮内次官も来ました、美濃部坂以西の花房別荘です。 

 

＜漁港道路＞ 

 この広い道は、元はありません。戦後、漁港をつくるというので、つくった

道です。市制をしいて（昭和２２年）から、かなり後のことです。土方別荘と

須田別荘の中を斜めにつっきってつくりましたが、地主とのかけひきで真直ぐ

には出来なかったですね。大踏切からの道は、長谷川書店のところで十字路で

止まっていました。この辺りには桜の木が沢山あったそうですが、土方さんの

庭の木だったのでしょう。 

 

＜山崎別荘＞ 

 河村別荘として知られていますが、その前は山崎直胤です。伊藤博文と一緒

にドイツ、オーストリア等で憲法の研究をした人です。山崎は内務省の会計局

長、清浦は警保局長、清棲家教は知事、この三人は内務官僚で友達です。 清

棲さんは元皇族です。伏見宮の子で、閑院宮の兄です。だから伯爵です。 清

棲幸保はその息子で、野鳥の研究家です。清棲さんが和歌山県知事の時、荒畑

寒村や菅野すが子が遊郭移転事件を新聞で叩くんです。寒村が茅ヶ崎に居た時

に「あの時の知事は茅ヶ崎にいた。」と言ったら、「そうかい」と笑っていまし

た。山崎は内務省の県冶局長、宮内省調度頭、各知事を務めた人で、その娘婿

の森田茂吉という人が内務省の局長で、岳父の家によく来ました。富士フィル



ムの中興者です。 

 

 

 この頃の土地代は、村長、伊藤里之助の別荘誘致の時の手紙をみると、坪七

十五銭です。大正になって、坪一円で売るかという、問合せ状が来ています。 

 なぜ河村別荘かというと、先輩の山崎さんから買ったと思います。後の宮内

次官、河村金五郎です。花房のずっと後輩です。河村金五郎と、清浦他当時の

侍従たちと山県有朋と大正天皇が、即位直前に小田原の椿山荘で写した写真を

持っています。清浦保直さんに貰ったものですが、清浦さんが、ミノ、カサを

着て写っています。 

 

＜火葬場の移転＞ 

 これ等の別荘が出来たのは、明治三十年に茅ヶ崎駅が出来て後の明治三十三

年頃のことです。ここに別荘誘致の含みが伊藤里之助村長にあったが何分にも

ここらに、コレラの患者を焼いたりする火葬場があったり、打首者の無縁墓が

あったりしたので墓地を、本村、六本松の方に移します。自分の土地を提供し

たものですが、村議会の記録にあります。 

 明治四十一年に亡くなった国木田独歩は、六本松で焼かれています。 

 

＜墓参道路＞ 

 この東西の道は、南湖の集落と茅ヶ崎村の中心である本村を結ぶ古くからの

幹線道路です。南湖や茶屋町には、本村の次男、三男が多いんです。坂巻とか

岸とかも木村が祖先です。だから私は、農道ではあるけれど、御盆に墓参りに

行く墓参道路だと名付けています。ここに茅ヶ崎小学校をつくり、大踏切から

の道を広げました。南口中央商店街です。 

 その後、小室電気などの商店が出来てきます。小室さんのお父さんは学校の

先生でした。 

 小学校の西端を抜けて茅ヶ崎スポーツ会館（十間坂１－３－３）に出る道が

ありました。この日之出屋酒店から東が高砂下、西を十間坂といいます。この

辺りに小公園があり、乃木大将の揮ごうになる招魂碑がありました。 

 戦後これは取払われ、いま円蔵寺にあります。 

 詩人の八木重吉が亡くなったのもこの辺りで、先頃まで元の家がありました。 

 共恵一丁目１３の３４． 

 終戦後まで中海岸の人達はここに買いものに来ました。漁港道路は有りませ



んから、間道を通って来ました。山の下に買物に行くと言ってました。 

 

 

＜堀部別荘＞ 

 須田別荘（別記）の西隣約２，０００坪は堀部別荘でした。衆議院に、明治

２３年７月１日の第１回総選挙に愛知県から当選した人に、堀部勝四郎という

素封家がおりました。その人の別荘だったと思います。新栄町の茅ヶ崎保育園

の創立者、堀部正三さんはその子孫です。同別荘は、のち中田タミさんの名義

になり、次いで今のように分譲されました。 ［注. ５月９日に貴族院議員だ

ったとのべましたが、私の間違いでした。川添］ 

 掘部さんは、愛知県の材木商だと思います。東海岸にも別荘がありました。 

 この辺りで、海老茶の袴をはいて駅に行くのは、堀部さんのお嬢さんと、須

田さんのお嬢さんの二人だけだったと尾高理容のオバァちゃんから聞いていま

す。 

 

＜茅ヶ崎の別荘とは＞ 

 茅ヶ崎の別荘は、葉山とか、小田原とか、鵠沼とかと比べると、小さなもの

です。”別荘は山懐に囲まれた所“と徳富芦花が書いているように、北に山が

あり、南に海があって、風が吹き抜けない、これが別荘の条件です。だから小

田原、葉山、逗子、鎌倉そういうところは軍人でも大将、元師がいますが、茅

ヶ崎にはそんな人は居ません。貧乏学者が居ました。 

 

＜図書館にて＞ 

 共恵二丁目と中海岸一丁目の内で大きな屋敷というと、今日まわった所です。 

他に警視総監クラスの人はあるにはありますが、茅ヶ崎駅の北口が開業して、

踏切を渡って、山につき当たった一番高い所、そこを別荘として茅ヶ崎村長が

誘致したわけです。 

 

＜内田別荘＞ 

 内田別荘には、白塗りの洋館がありました。茅ヶ崎の最初の洋館は、中村楼

だといいますが、私は見ていません。内田康哉の洋館はわりに後まで残ってい

ました。場所は、川上音二郎の別荘の向い側の、中谷さん戸次さんの南、今は



六軒になっていますが、その真中に二階建ての洋館がありました。内田康哉と

いう人は、政友会の、西園寺、原、加藤友三郎、各内閣などの外務大臣をやっ

た人です。 

＜岡崎別荘＞ 

 岡崎久次郎という人は、日米商会を創立して自転車の輸入を始めた人です。 

 憲政会の領袖で、実業家で政治家です。横浜貿易新聞に書いてありますが、

この人の邸宅に馬場をつくったり、弓道場他いろいろなものをつくった人です。   

 又自転車の競技場を作ります。場所は良くわからないのですが、今の野球場

のあたりだと思われます。だ円形の自転車の競技場です。 

 茅ヶ崎はもちろん、神奈川県を代表する有名な政治家です。 

 子供さんは四～五人いらっしゃって、長男が岡崎周さんのお父さんです。一

番末が岡崎勝男さんで、終戦直後の外務大臣です。岡崎勝男さんが元気な頃に、

あの敷地を電報電話局に提供し、当時神奈川県では珍しい大きな電話局をつく

りました。電話局はその後うしろの山を壊して今の広さになりました。 

 

 

＜川添隆行さん ご自身のこと＞ 

 別荘というと、すぐ私といわれるのですが、私は必ずしも別荘の勉強をした

わけではない。私は主として、日本の政治と経済に関する人物の勉強をしてき

たのです。だから人間関係はかなり詳しいですよ。段々調べていくと、三菱も

住友も実は親戚なのです。くげと大商人が親戚だったりして、日本国中が親戚

に見えてくるのです。親戚同士が政友会と憲政会に別れて政界では喧嘩をする。 

 財界では住友と三菱があい争う、そんなことをやっています。 

 そんな関係でいろんな人物の伝記を見ていると、茅ヶ崎に別荘があった、茅

ヶ崎に入院していた、そういうことが頭に残ります。その別荘はどこかと調べ

ると出てきます。聞いてみると、間違いない、そんな風にしてだんだん茅ヶ崎

にいた名士の、住んでいた場所、屋敷や別荘が分かってきます。分かってくる

と楽しみです。先頃は柳田国男の息子さんの柳田為正さんから手紙を貰いまし

た。東海岸に別荘がありました。「あの頃通いで来ていたジイさんはげんきか」

というような手紙が来て、調べてまた返事を出します、その一端は「資料館だ

より」に出しました。 

 そういうわけで、茅ヶ崎の別荘の歴史なり、その経営者の人物などを調べる

ということをしてきたわけです。 

 



 

＜須田別荘＞ 

 茅ヶ崎で一番古い別荘は須田別荘で、明治二十八年です。須田経哲は、信州、

高遠の出身で、祖先が医者でした。江戸にでて、蜂須賀藩の侍医になって後、

外科医になり、医学校の先生になった人です。養嗣を哲造といい、帝国大学の

眼科教授です。小石川に「明明堂」という眼科の病院をつくり、今も三代目で

続いています。この哲造さんが、残念ながら胸が悪く、経哲は療養先に静かな

所をさがして、茅ヶ崎に別荘を作ったのだと思います。二十七年に哲造は死ん

でいますから、哲造さんは別荘に来ないで死んでいます。 

 一万坪近くの広大なもので、池あり、ほこらありだったと、須田別荘に出入

りしていた人達から聞いています。駅から来て、突当たったところに「杏雲堂」

の看板があったそうですが、須田さんと杏雲堂は親戚です。そして杏雲堂と南

湖院は対立していました。 

 

 

＜川上別荘・万松園＞ 

 高砂山の麓に、川上音二郎が小さいですが別荘をつくったわけですが、土方

別荘には友達の伊藤博文も来て、下駄ばきで坂を下りて、川上音二郎の所へ来

ます。 

 博文と音二郎は交遊があり、音二郎と貞の仲人でした。 

 市史によると、音二郎の子供が小学校に入る頃、大阪と茅ヶ崎の両方から、

就学通知が出たわけです。大阪のお妾さんと、茅ヶ崎と両方から届が出されて

いて、戸籍が二重になっていたんです。 

 音二郎は、村長に「まことに恥かしい話だが、茅ヶ崎のを取消してくれ」と

手紙を出しています。 

 フォーカス２月８日号に「貞奴はヨシ町の売れっこだったので、芸者時代に

は伊藤博文など明治の元勲に可愛がられている、２２歳で壮士芝居の川上音二

郎と結婚、命じ３４年に再びヨーロッパに渡りロンドン、パリ等１４ケ国、２

９の都市で公演した。 帰国後、茅ヶ崎に 3,000 坪の土地を求めて家を新築し

「万松園」と名付けた、と出ています。 「松籟荘」は原さんになって後、徳富

蘇峰が浮田和民と一緒につけたと思います。和民は原さんの義兄弟です。 

 あそこに音二郎・貞奴が俳優の養成をする道場をつくろうという話があった

と聞いています。 

 また日比谷の松本楼の女給さんのみどりさんが、ある大政治家にしつっこく



追いかけられて困った彼女は早稲田の露文科の教授、片上伸と仲が良かったの 

で、しめしあわせてここに連れて来たという話があります。彼女は後に、川上

一座の俳優の１人になります。 

 

＜清棲家教＞ 

 話があとさきになったり、ダブったりで済みませんが、高砂（たかすな）会

館正門まん前の久米畳店から北方が清棲（きよす）伯爵、更にその東北が山崎

（のち河村）別荘でした。 

 家教は伏見邦家親王の第１２子です。従って閑院宮載仁（ことひと）親王の

令兄です。載仁親王は元師・陸軍大将・参謀総長等で八の字のヒゲで、有名な

皇族でした。同親王は邦家親王の第１６男子でした。 

 家教は巨籍に降下して伯爵となったのですが、明治３０年５月山梨県知事３

１年６月茨城県知事（３２年４月まで）、［この間にこの別荘を開設］３６年６

月和歌山県知事、４０年１月新潟県知事（４５年３月まで）でした。 

 

＜山崎直胤＞ 

 山崎直胤は兵庫県長尾藩士族で、明治１０年代に内務省会計局長、１８年６

月県治局長、２０年３月山梨県知事、２１年６月三重県知事、２２年１２月以

降は宮内書記官、２４年５月宮内省調度局長、３０年９月錦鶏間祗候となった。 

 それから２～３年後に、清浦、清棲の北隣（今の中海岸 1 丁目 1 号４７ない

し５９、脇木材店、鈴木助産院あたり。当時は高砂山であった）に別荘を置い

たわけである。終戦後その砂がみんな掘り売りされて、今のように平地になっ

たわけです。 

 

＜別荘がなくなっていくのは＞ 

 戦後、大土地所有が崩れます。農地は農地解放しましたが、屋敷は対象とな

りませんでした。しかし経済的に行詰まります。所有者は斜陽族で収入がなく

なる、株や銀行の利子で暮せる世の中ではなくなってきます。その上、シャー

プ税制で、固定資産税がドンと取られる。いま４００坪以上の土地を持ってい

たら、固定資産税を払うのは、サラリーマンでは大変ですよ、そういう経済的

変化がある。また思想的に核家族になっていく、相続も皆で分ける、大きな屋

敷が五 0 軒もあるところも、二人の息子、娘の家族が夫々に家を建てているか

らです。その前既に財産税で、相当取られました。国民の経済思想、税制の思



想、 

 

相続税の思想等が重なって、大きな屋敷は持てなくなっていきました。 

［第一回終り］   
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『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第二回（昭和６０年７月１８日）の記録 

     講 師   川添 隆行氏   

 

高砂緑地   鉄砲道   箕作麟祥
みづくりりんしょう

    石本新六   

   今村進一    菊池大麓
たいろく

    佐竹義
よし

勝
かつ

    美濃部達吉  

   花房
はなぶさ

義質
よしもと

    松平基則    北白川     原鉄太郎  

茅ヶ崎館     ケテル     箕作元八
みづくりげんぱち

     ドイツ人村  

青少年会館   （ 浮田和民
うきたかずたみ

    中村摟
なかむらろう

 ） 

 

 今日は、中海岸の２丁目、３丁目、４丁目をまわります。別荘のものは残っ

ていませんので、別荘跡地ですね。 分譲住宅になったりしています。 

 別荘がどんな地形の所にできたか、どんな人が住んでいたかということを見

てまわります。 

 

＜鉄砲道＞ 

 茅ヶ崎の有名な史跡として、鉄砲道を歩きます。享保１３年にでき、その年

は、徳川義宗将軍の時で、日本に初めて南蛮から象が来て、長崎に上陸した象

を江戸まで引っぱっていくという、大へんな騒ぎだったのです。その頃、相模

湾の防衛として、鉄砲道ができた。そして、幕末に砲術場ができて、唯一の柳

島から辻堂に至る道であったわけです。そこに約１０ヶ所の幕府直営の松林を

作った。防砂林ですね。その鉄砲道のおもかげがだんだんなくなります。 

 明治１５年頃に、コレラが流行した時に、死んだ人を南湖から運んで来たん

です。それを高砂山の上で焼いたらしい。荷車で、ゴロゴロ引いて、高砂山へ

登る名残りの道がちょっと残っているんですよ。でも、すぐなくなりますから、

今のうちにと思いまして。この鉄砲道は、近く「小和田・南湖線」となって、

１５から１６ｍ巾の道になりますから、ここも、まもなくなくなります。 

 



＜佐竹義勝の別荘＞ 

 その山の上の一帯は、秋田の殿様、佐竹子爵の別荘です。そこの別荘番を、

そこの植亀さんのおとうさんがしていました。佐竹さんは、米相場をやって、

つぶれてしまいました。大昭９年頃です。秋田は米どころですからね。 

 

＜美濃部坂周辺＞ 

 佐竹さんの向こうが美濃部坂です。美濃部達吉は、天皇機関説、憲法学者と

して有名です。多美夫人が、大麓の長女です。ついでに言いますと、大麓の次

女は、鳩山秀夫夫人、一郎の弟です。どうもこの近くに居たらしい。その弟が

末広がん太郎、いず太郎というんだそうですが、戦後の中労委委員長、東大法

学部長、水泳連盟の会長さんだったんですね。その息子さんが、茅ヶ崎で溺死

したんです。困ったもんだなんて。私はお会いしました。そういう秀才３兄弟

がいました。菊池大麓の娘婿たちです。 

 もう一つ逸話を申しますと、この近くに岡崎文吉という工学博士が居ました。 

北海道の石狩川、満州の遼河、吉林省の松花江、などの治水事業をやった人で

す。石狩川の水量と、水の圧力を全部調べぬいて、あの改修工事をやったわけ

です。今の石狩川の堤防の設計を、ほとんど、この人がやりました。その人が、

この近くに住んでいました。そこに当時、仙台二高の生徒の岡崎一夫さんがい

て、垣根の向こうで、「りょうちゃん、りょうちゃん」という声がよく聞こえて

きた。それが、のちの東京都知事、参議院議員でした。このことは、前にテレ

ビで出ましたが、亮吉氏は釜成屋からお菓子をとって、舞台の上で食べました。 

その釜成屋のおじいちゃんも、亡くなりました。 

 

＜市川段四郎の別荘＞ 

 南湖３丁目の十字路の角に、松岡という素封家がいました。今もありますが。 

その三角形の鉄砲道の角の所に、市川段四郎がいました。子が、遠之助、おく

さんは、高杉早苗ですね。よく会いました。 

美濃部さんの下の角の所に、斎藤徹男という人がいました。明治座、歌舞伎

座の支配人です。この人は、明治座かどこかで、心臓マヒで亡くなりましたが、

身体のいい人でした。歌舞伎同志が向かい合っていたんですね。 

 

 



＜赤十字の糸杉＞ 

 この表示板は、浦田さんが作られたんですが、終戦後、自治会関係者が赤十

字発祥の地の糸杉の種を持ってきて、まいたら出来ちゃった。それがこの木で

す。 

 

＜十間坂・海岸通り＞ 

 この道は、南湖と今の中海岸の境です。この道を、十間坂海岸通りと言いま

した。土方別荘や、清浦別荘の息子さん達は、ご本人が生きていらっしゃる頃

聞いたんですが、これを通って海岸へ出たそうです。昔の人の名刺をみると、

十間坂海岸通りとあります。 

 そのうちに佐竹さんが、つぶれてしまって、家がなくなったんで、そこを斜

めにつっきって、菊池大麓の辺に出て、海へ行った。すると右手に、元八先生

がいたということになります。その先に、ドイツ人がいたというわけです。 

 

＜花房義質の別荘＞ 

 この角から、向こうの広大な、約一万坪を越したと思うんですが、花房義質

の別荘です。土方久元が、元宮内大臣、こちらが宮内次官です。大臣と次官が

この谷をはさんで、両方から向かい合う形になったわけです。その周りに、そ

の関係者が別荘を作ったわけです。今は、花房別荘と言いましても、いろいろ

に分譲されてまして、いろいろな人が住んでらっしゃいます。足荘さん。富国

徴兵保険の頭取、社長をやられました。 

 これが花房別荘の入口だった所です。かなりあとまで残っていましたが広大

なもんです。 

 こちらが、小林秀作さんの家です。ミクロの世界などの科学映画を作った人

です。 

 

＜美濃部達吉の別荘＞ 

 （根岸さんのおくさん、門前で掃除をされながら、待っていて下さいました。

庭に入らせていただき、川添氏の説明を聞きました。） 

 ご当主の根岸和子さんです。日本橋の実業家でいらっしゃいます。ここが美

濃部坂の名が起った、美濃部達吉の別荘跡です。昔の別荘の観念から言って、

そんなに大きいものではないです。皆、貧乏学者だから。私はいつもそう言う



んですけれども。いつの間にか、美濃部坂と言いだしたのですね。美濃部さん

が有名になったのは、学生仲間では一番有名な学者でしたが、世間的に有名に

なったのは、天皇機関説の頃ではないかと思います。それ以前は、十間坂海岸

通りと言ったんです。そして、一軒向こうに、おとうさんの菊池大麓の別荘が

あった。この辺に、義弟の鳩山秀夫と、末広厳太郎がきた。そしてずっと向こ

うに、おじさんの箕作元八が、土地を買ったというわけです。 

 

＜茅ヶ崎の別荘について＞ 

 私は、いつもそう言うんだけれども。貧乏学者って。大体、茅ヶ崎はいい別

荘地じゃないんです。徳富蘆花も言っているように、南風が吹いて、北側に山

があって、暖かい所でないと、別荘はできなかったんです。茅ヶ崎は、風が吹

き通しちゃって、波が荒い。 

 だから、眞山青果も、国木田独歩の見舞にきて、読売新聞に書いていますが、

茅ヶ崎は、波が荒くて、あまりいい所ではないと。だから、あまり大きい別荘

はできないんです。山形有朋の椿山荘とか、前田公爵の別荘とか。ないんです。

公爵のは、ほとんどないです。徳大寺さんが居たけど、あまり大きい屋敷じゃ

ないです。牧野博士に聞いたんですが、茅ヶ崎は、藤沢と小田原にはさまれて、

交通は不便だ。荒地で、別荘地としてもそんなに良くない。だから土地は安か

った。それで、貧乏学者が来た。軍人でも、大将はいない。中将はいっぱい居

ます。日露戦争の恩給で買った。２００円位もらったんでしょうね。 

 南湖から、八雲神社から、砂丘の上に、中海岸の別荘ができました。そして、

高砂山のまわりに、古い別荘ができました。その砂丘と砂丘の間に、茅（かや）

が生えていたから、「茅ヶ崎」です。 

 

 あの家に、桑木厳翼という哲学者が居たんです。東海岸へ越しましたが。柳

田国男の親戚です。柳田国男の親戚は、ずい分多いです。今、資料館だよりに

書いていますけれど。 

 

 ここは、岡隆一さんの家です。茅ヶ崎文化会館の設計者です。岡設計事務所

ですが、中海岸の老人会長でもあります。 

  

 花房別荘の分譲した所に、池田という大きな桧の門柱がありました。誰も住

んでなくて、どういう人だろうと思っていましたら、日経に池田亀三郎の、私

の履歴書というのがあり、それによると、池田亀三郎は、戦後に茅ヶ崎の別荘

で寝ていたら、本家（三菱から、即ち、大磯の沢田みきさんのおとうさんから、



ちょっと来いと言われて、お前は石炭石油化学をやれと言われて、三菱油化の

社長にされた。その頃、誰も家に居なかった。その後、ルミネンスができまし

た。 

 

＜松平基則の別荘＞ 

 松江の殿様で、お茶で有名な松平不昧公の子孫です。 

 茶室もありました。おもしろい話があるんですが、不昧とは、あまり利口で

ないという、へりくだった言葉ですね。高木という家来が、不落と改名した。

不昧公が、禅宗に、不落不昧といって、誠に貴ばれることばだと教えた。家来

は、主君より上の名だとびっくりして、すぐ取消したという逸話があります。 

 松江は、今もお茶が盛んです。今は、浦田さんの家ですが、そこに石垣が少

し残っています。そこが南湖と中海岸の境だったのです。昔は、西海岸と言っ

たことがあって、今でも健在な、小山敬三画伯の昔の名刺には、西海岸とあり

ます。中海岸という名前ができたのは、ずっと後なんです。中海岸四丁目は、

人口の急増では、香川についで大きいです。 

 

＜北白川宮の土地＞ 

 昔の全景は想像もつきませんが、一万坪位です。江ノ電が分譲して、今では

地形が平たくなっちゃいましたね。向こうが高くて、こちらが低いから、通風

採光という別荘には適していない。家はできませんでした。 

北白川は、不幸な家系でね。おじいちゃんは台湾征伐で亡くなり、おとうさ

んがパリで交通事故、お兄さんがロモンハン事件で、捕虜になった。満州で蒙

古、ソ連軍と戦い、負けた。その時の司令官でした。発表禁止だったんですが、

捕虜交換で。とうとう家はできなかった。 

私は、ここはちょうど奈良の三笠山のようだと思いました。今は削って、砂

利を売って、江ノ電が３００軒位に分譲しました。こちらに出光万兵衛という

侍従武官長、海軍中将が最近までおられました。関係があったかどうかわかり

ませんが。あとは、ずっと原っぱだったのが、神武景気以後、高度成長の頃か

ら、どんどん家ができました。中海岸四丁目は、中海岸では一番人口が多いで

す。 

 

＜大島健一の別荘＞ 

 大島健一のおくさんが、箕作麟祥の娘なんです。その子供で、男の子は浩、



女の子は２人います。浩が陸軍中将となり、戦争をはじめる時のドイツ大使、

三国同盟の調印をした大島浩です。 

 妹 2 人は、台湾銀行の佐々木義彦という人と、下の妹は槇有恒と。槇有恒は、

マナスル登山で有名です。その前に、イギリスに留学している時に、大正 10 年

スイスのアルプスのアイガー東山稜に初登頂、大正 14 年にロッキーのアルバー

タ登頂に成功しました。 

 

＜原鉄太郎の別荘＞ 

 三渓園を作ったのは弟さんで、有名ですね。  

原富太郎は、横浜の開拓者で、鉄道の開通や、初代商工会議所会頭、正金銀

行の頭取をやりました。その兄さんが、鉄太郎です。富太郎は生糸でえらくな

り、鉄太郎は実業家で、ここに別荘を作りました。中海岸の原別荘というのは

ここです。松籟荘と、よく間違えられる。 

直太郎は亡くなって、今は又、表札が鉄太郎になっています。隔世襲名です

ね。 

 

＜茅ヶ崎館＞＜国木田独歩のこと＞ 

 明治３３年頃、茅ヶ崎駅ができて、まもなく茅ヶ崎に海水浴めあての旅館、

海水館など施設を作る計画が、四つあります。茅ヶ崎市史に出ています。  

着物をあずかったり、休憩したり。松風荘、茅ヶ崎館、大一旅館で、一つわか

らないのが、松風亭。立派な旅館が三つできるんですが、茅ヶ崎館は今までず

っと残っている唯一の古い旅館です。興味がありますのは、明治４１年に、国

木田独歩が南湖院に入院している時に、あの眞山ら１０人組が、交互にここか

ら通って、弁当を運んだ。私は、この南湖へ行く道を「国木田独歩の弁当ルー

ト」と呼ぶんです。毎年、石碑からここを通って南湖へ、途中、平塚雷鳥の話

などをして歩いています。独歩を火葬にして、六本松から帰って、夜が明ける

までヤケ酒飲んで、という記事は、市史第 2巻に出ています。 

 その他、いろいろな名士が来て泊まった。お客様メモには、日本橋の実業家、

市内の政治家、打合わせでもしたんでしょうね。ずっと下りますと、小津安二

郎は、ここでほとんど書きました。 

 大一旅館は、徳川夢声が親戚で、よく来たんですね。なお、南湖寄りに、清

風荘という旅館も一時有名でした。 

 このとなりは、ケテルです。ドイツ料理です。 

 



＜箕作元八の別荘＞ 

 ケテルからドイツ人村の所までは、箕作元八です。或いは、親類の坪井正五

郎とで、土地を買ったのではないかと、文章の上では思われるのです。あとに

恩地孝四郎、吉田正とか、音楽家が居たらしいのです。 

 

＜加治時次郎（加藤時次郎）の別荘＞ 

 この人は福岡県出身で、医者で、社会主義者なんです。平民病院というのを

作ります。鈴木梅四郎という人と、日本で初めて、実費診療所というのを作り

ました。無料ではないけれども、安かった。東京、横浜など、四ケ所位作りま

すが、財政難で、だめでした。そういう、先駆的なお医者さんでした。 

加藤という家と、加治という家を、養子に行ったり来たりしていて、それで

加藤と言ったり、加治と言ったりしました。一つ逸話を申しますと、これは本

人たちに聞いたのですが、時次郎は、青年を集めては、世界の社会主義情勢に

ついて説明してくれた。東海岸の平野富次郎、馬場つる蔵という人から聞いた

話です。定例の研究会、9月 1日、その日はどういうわけか、さぼったのか、ど

うか止めたんです。そこを関東大震災、つぶれたんです。この辺の別荘は、ず

いぶんつぶれたんです。命びろいをしたとお二人は言っておられましたが、今

は故人です。 加治別荘は、今は海渡さんです。海渡化学の社主です。 

四つ角のあの角が、平尾昌晃のおとうさんの家です。 

 

＜ドイツ人村＞ 

 ゼーリッヒという、ドイツ文字の表札が、この辺にあったんです。 今のお

医者さんの所が、馬小屋でした。立派な馬でしたよ。その角を曲がると、茅ヶ

崎館の海への出口です。ドイツ人の家は、同じかっこうで、２軒に分かれてい

ました。ゼーリッヒの表札と、もう一つはよくわからないのですが、エールウ

ィンフウ・・・。二人が税金が同じなんです。 

 明治、大正にかけて、茅ヶ崎には外国人が二十何人か居ました。当時の茅ヶ

崎の多額納税者 数十人のうち、上の方から十人位は外国人です。これは、私

は調べて、市民新聞に連載しました。 

 あの湘南道路は、ドイツ人が馬に乗る道だと言った位です。実に立派な馬が

いてね、私は、おはようと言って、とても肥えていました。 

 

 



 

青年会館にて 

 よく、別荘めぐりと言いますが、実は「広報ちがさき」に、この四月から「ち

がさき散歩」を連載しております。今の茅ヶ崎は、昔は２３ヶ村あったんです

ね。少し長くなるかもしれませんが、全部紹介してみようと思っているんです。 

 何で、茅ヶ崎のことをそう調べるんだと聞かれるんです。いろんなことが耳

に入りますね。茅ヶ崎のことだと印象に残ります。ああ、茅ヶ崎には、こんな

人が住んでおったのか。こんなことがあったのか。むずかしいことじゃないん

ですね。自分の生まれた祖先は、どういうものであったのか。もう一つは、自

分の家は、どういう家か、となりはどんな人が住んでいたのか。こういう山が

あった。こんな人が居た。聞いたことをおぼえていて。自分の住んでいる所を

中心にして、だんだんと広げていく。茅ヶ崎の地理から、世界の地理へと。 

 

＜青少年会館とその周辺＞ 

 この青少年会館は、前はどうだったでしょう。中村の南のテニスコートから、

野球場から、海水浴場に至るまで、県有地、一時は国有地でした。 

平塚から鵠沼まで、ずっと地下要塞だった。立入禁止です。戦後は、国有地

だから、大蔵省で、兵舎のあとはお役人が住んでいました。その一角にこの青

少年会館ができた時のことですが、県下の数館の中で、この食堂が一番売上げ

が多いんです。「盛況ですね」と言ったら、「いや、それがいけないんです。茅

ヶ崎の子供はぜいたくだ。警戒すべき現象だ」ということでした。今はどうか

わかりませんが。ユースホステルの館長さんにお会いした時のことですが、来

客から、あの山は？あの鳥は何だと聞かれても、館長も職員も知らない。それ

は困るじゃないですかと、言ったことがあります。 

こんな立派な湾は、日本には他にないんですよ。駿河湾は変形だ。こんなふ

うに、お盆を真二つに割ったような湾は、他にありません。周辺に山があって、

三浦、房総の山々。筑波山も見える。こんな景色のいい湾はありません。大事

にしていかないとね。 

 野球場は、アメリカ人が野球やると言って。あとで市が買い取って、球場に

した。テニスコートも要塞で、松林でした。 

 

＜浮田和民の別荘＞ 

 電話通り、球場通り、昔は駅の南口はなかった。この別荘は、福祉会館から

文化資料館まで、もっとずっと広い所でした。浮田和民は哲学者で、早稲田大



学の教授で有名です。同志社の出身です。原別荘（松籟荘）のおくさんと、お

くさん同士が姉妹なんです。原安三郎とは、義兄弟です。原さんと浮田さんと

は、早稲田仲間なんです。浮田別荘と松籟荘には、早稲田のえらい人がしょっ

中着ていた。夏でしょうね。写真があります。 

 文化資料館と福祉会館の所は、戦争中に千葉製作所が買いまして、戦後は、

母子寮でした。のちに、福祉会館と文化資料館ができた。 

 

＜中村樓＞ 

 浮田別荘の南の一番高い所に、中村樓があった。茅ヶ崎で最初の洋館、白壁、

白い柱。一伯二相の祝賀会をやりました。茅ヶ崎のこのあたりの別荘に案内状

がでていました。一人の伯爵、二人の大臣です。茅ヶ崎のような小さなまちで、

しかも隣同士で、二人がいっぺんに入閣した。めずらしいことです。清浦大臣

と菊池大臣で、明治３４年６月です。第２次桂内閣に入閣したんですが、文部

大臣と司法大臣ですね。別荘族が、お祝いをやったわけです。のちにここは、

戦後 高橋誠一さんが買って、今の幼稚園を作りました。松林がいくらか残っ

ています。中村樓はとても古くて、旅館ではないようです。洋食も和食もだし

たんでしょう。 

 

＜平塚雷鳥の“若いつばめ”の話＞ 

 茅ヶ崎に集まりがあって、帰る頃に大雨が降ってきました。毎日新聞の若い

記者、奥村博が藤沢まで帰れなくなって、雷鳥の家に泊って、一つのカヤの中

に寝た。 若い記者は、上役に叱られて、絶縁状を書いたわけです。もう会う

のはやめましょうと。その手紙を雷鳥が受け取った時に、「ハイ、わかりました」

最後の所に「しかし、つばめは時季がくると、又帰るものです。」それから、若

いつばめという言葉がでたんです。 

 

〔質問〕 松籟荘と川上音次郎、貞奴負債について  

 川上音次郎、貞奴負債の別荘が始めにあって、死ぬまで届きました。その建

物は、今はなくなっています。そのあと原安三郎が買いました。音次郎の頃の

井戸はまだあります。音次郎の屋敷は、松籟荘の南半分の所ですね。 

くわしくは、市役所で調べてくれたんですが、５筆くらいあります。最初に川

上貞が買って、一年後に一座の支配人かの名義で書いたして、その後も買いた

したりして、５筆くらいになり、井戸のあたりまでになりました。あの井戸は、



ちょうど屋敷の一番北側あたりになりますね。それを又、原さんが買いたした

んです。こんどの劇（春の波涛）に出るかどうか。のちに道場を作ろうという

話もありましたが、だめになりました。市川団十郎は茅ヶ崎の別荘を明治２９

年に作ったが、家を買ったのは３２年頃でした。音次郎は、団十郎をしたって

やってきました。だから団十郎が死んだ時には働きました。北口からちょうち

んはって。 辻堂駅はまだありません。このことは市史にも書いてあります。 

 

〔質問〕川添さんの家の前の一角は、いい雰囲気ですが、いつ頃できたのです

か？ 

 昭和１６年に引越してきた時にはあった所です。ブリ大臣、佐分利信、小桜

葉子・政子姉妹、上原謙、菊田忠男など。「暖流」などの映画ができました。み

んな茅ヶ崎で作った脚本、監督、写真、俳優。若い女性がよく佐分利信を訪ね

てきたりして、家を教えてあげました。 

 
 南湖院についての質問とその説明がありましたが、別の機会に歩く予定があ

りますので、ここでは省きます。 
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 氏  名   

1 
箕 作
みづくり

 麟 祥
りんしょう

  
 

中海岸 

法学博士第１号 

親類に博士百名以上 

2 
石 本
いしもと

 新 六
しんろく

  
1854～1912 

中海岸 

男爵 陸軍大臣・陸軍中将 

              半潰 

3 
今 村
いまむら

 進 一
しんいち

  
 

中海岸 

   大蔵省高官 

4 
菊 池
き く ち

 大 麓
たいろく

 
1855～1917 

中海岸 

   文部大臣 帝大総長 麟祥親類 

   理学博士１号 数学の神様 

5 
佐 竹
さ た け

 義 勝
よしかつ

  
 

中海岸 

子爵 秋田の殿様 

6 
美濃部
み の べ

  達
たつ

 吉
きち

 
 

中海岸 

   法学博士 憲法の神様 

   元都知事 亮吉氏神様 

7 
花 房
はなぶさ

 義 質
よしもと

 
1842～1917 

中海岸 

   宮内次官 農商務次官 外交官 

 

8 
松 平
まつだいら

 基 則
もとのり

 
 

中海岸 

伯爵 松江の殿様 不昧公の子孫 

              半潰 

9 
市 川
いちかわ

 段 四 郎
だ ん し ろ う

 
 

南湖３ 

   役者 遠之助の父  

婦人は高杉早苗 

10 
大 島
おおしま

 健 一
けんいち

 
 

中海岸 

   陸相 息子・大島浩（外交官） 

   夫人・麟祥の娘 

11 
筆 屋
ふ で や

 等 観 
と う か ん

 
 

中海岸 

   日本画家 

 横山大観・下村観山と「日本画の三観」

12 
原
はら

 鉄 太 郎
て つ た ろ う

 
 

中海岸 

   実業家 三渓園の兄 

13 
箕 作
みづくり

 元 八
げんぱち

 
 

中海岸 

   西洋史 

   菊池大麓の実弟 

14 ゼーリッヒ 

(ｿﾌｨﾁｴﾘｯﾋ) 

 

中海岸 

   ドイツ人 

 氏  名   

15 

 

エールウィンフウ 

ホンコッホ 

 

中海岸 

   ドイツ人 

16 

 

ケ テ ル  

中海岸 

   ドイツ人 

   ドイツ料理レストラン「ケテル」



17 

 
加 治
か じ

 時 
と き

次 郎
じ ろ う

 
 

中海岸 

 直行団 平民社の一人 実費診療所 

 平民病院 加治→加藤→加治 

18 

 
浮 田
う き た

 和 民
かずたみ

  
 

中海岸 

   哲学者 早稲田大教授 

   原安三郎親戚 

 北 白 川     土地のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

松 風 荘 

茅 ヶ 崎 館 

 

中 村 樓 
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  旅館 
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『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第三回（昭和６０年９月１９日）の記録 （その１） 

     講 師  川添  隆行     

記 録  豊田 千恵子    

進別荘    広田別荘    瀬脇別荘    田畠別荘    瓜生
うりゅう

別荘   

南別荘    木越
き ご し

別荘    柴野別荘    竹橋別荘    青山別荘        

九鬼
く き

別荘   （鐘紡屋敷）    河合別荘     南部別荘  

 

 今日は、一中通り沿線です。明治４１年８月に、今の一中通り沿道の別荘主

が、「茅ヶ崎停車場裏道路改修の為、大凡
おおよそ

１５０円不足を生じ、他に支出の途無

き由、工事担当人より相談ありたるに付き、ここに別荘を有し、この道路を日

常使用する者より平等に分担」しようではないかということになり、１人当た

り１３円６０銭づつを集めた。それは進経太、瀬脇寿雅、広田精一(以上３名が

発起人) 坪井正五郎、伊藤恭四郎、大瀬甚太郎、南部辰丙、原口兼斎の８名が

まず寄付した。次いで９月、菱沼海岸、松が丘方面の８名から６円づつ、外に

１人１円で、合計１５７円８０銭を集めて、茅ヶ崎小和田両村長に寄付した 

〔茅ヶ崎町制が施行される１０月１日直前のことだった〕。その各別荘跡を見て

まわろうという次第です。 

 

＜真崎の浜＞ 

 〔進別荘跡と、一中の間に立ちて、南方を指差し〕、 

この突き当たりの海岸が真崎の浜です。昔の茅ヶ崎８景の１つです。８景とは 

①鶴嶺の暮雪 ②鳥井戸の夕照 ③姥島の帰帆 ④殿山の秋月 ⑤平島の落雁 

⑥柳島の青嵐 ⑦真崎の夜雨 ⑧竜前院の晩鐘 の８つです。 

 当時は海浜は広く、白く、海水浴にも適していました。たとえば柳田国男の

長男、ひとりむすこの為正さんよりの最近の手紙によりますと、よしず張りの

脱衣場が出来たそうです。関東大震災より数年も前のことです。柳田別荘は、

この一中通りの最北です。今日最後に行きます。なお、小和田の鶴ヶ浜海岸で

別荘地落成式がおこなわれたのは、大正１３年５月のことでした。 

石田勲さんは土地っ子で現在郷土会の副会長で、このあたりの歴史にくわし



いですから、聞いてください。 

石田「このあたり、すっかり地形がかわり、小高い山がすっかり変わりまし

たが、ここの坂をずっと登って右側の赤い煉瓦が進さんの別荘でした。その屋

敷内、左側に松岡洋介の住まいがありました」（以上、石田） 

 

＜山
やま

階
しな

宮、高羽別荘、鐘紡屋敷＞ 
 石田「進さんの北隣〔東海岸南６丁目２号地の大部分で、今広大な空地〕に

山階（やましな）宮の別荘があって。真崎の海水浴場へお付き武官がついて行

かれたそうです。この山階宮別荘地を買った人は、ここに２～３年おりました

が、そのうちに横山雄偉が占拠したのでした。山階宮の北隣は高羽さんといっ

て、あの当時銀座でボタンの問屋をやっておられた。この北隣〔今、テニスス

クールコートなど、あるところ〕は、やはり当時は高台でしたが、鐘紡の山と

か鐘紡屋敷とか言っておりました。」（以上、石田） 

 

＜進経太、広田精一＞ 

 さて、前に述べました道路改修寄付金の発起人３人のうちの、進経太の別荘

はすなわちここでした〔東海岸南６丁目３の全域。ただし北部約 1,600 坪は昨

年伐採されてマンションがたった〕。 

 進経太は、工学博士で石川島造船所（今の石川島播磨重工業）の創業者の１

人。おそらく技師長などをつとめ、明治３０年代の官営製鉄所（八幡）の経営

を再検討するための農商務省製鉄調査委員会の要員の１人でした。この進家も

箕作一門でした。たしか奥さんが箕作家から来たのだったでしょう。経太の長

男 緯介さん、小和田の箕作秋吉さんとよく通勤列車に乗り合わせての話に、

これに松岡洋介と３人はイトコ同士だから、とよく聞かされたものです。なお、

経太の長男が緯介とは、おもしろい名前のつけかたですね。 

 この進別荘と隣（東隣）の広田別荘が出来た時は、砂丘、砂浜でしたが、両

家で松を植えた。その松の下草にはエニシダが良いと農科大学（今の東大）の

教授（川瀬善太郎）のすすめで種をまいたのが大当りしたのです。 

 さて、この進別荘の向こう（東隣）に広大な広田別荘があります。今も広田

家の関係者が数軒住んでいられます。「お早う会」などでよくお目にかかります。

広田精一といえば、明治２６年一高卒、２９年東大卒の工学博士で、日本の工

業教育の双璧（もう１人は手島精一。名前も同じ）といわれました。東の手島、

西の広田と言って。手島は菊間藩（千葉県市原郡）の出身で、東京工業学校、

東京高等工業学校の校長。広田さんは広島県人で、電機学校（今の電気大学）



を創立。大正１０年より神戸高等工業学校長でした。明治４１年に前に述べた

一中通り改修に協力のほか、大正４年には茅ヶ崎町長に『道路整理意見書』と

いうくわしい論文を提出したりしました。町役場や青年会館で講演もしました。

町の功労者です。 

〔注・１０月１８日の第４回の日、広田別荘に入って見たところ、敷地いっぱ

いに十文字に、ブルドーザーが動いていた。くわしくは第４回の録音〕 

 

＜瀬脇寿雅のこと＞ 

 発起人筆頭３人中の瀬脇寿雅については、私にとっては事実より奇なりで、

語りたいことがいっぱいあるのですが、寿雅の父は幕末有名な蘭学者 瀬脇節

蔵。伊藤博文に刀で追われて、殺されかかったというエピソードもあり、尾上

千代子さんは瀬脇寿人の娘であったなど、次ぎ次ぎに奇縁妙縁の話があります

が、それをしゃべり出すとキリがない。 

 石田「瀬脇さんの話ですが、第一銀行の重役をしていた尾上登太郎さんが、

瀬脇さんの長女と結婚されていて、瀬脇さんの２番目のお嬢さんが三条西さん

へかたづかれて、きょうだいで、夏なんか始終、登太郎さんは東京の氷川町の

自宅なので、別荘はいつも留守なので、きょうだいで始終別荘に来ていられた

のです。だから私たちが町役場の税務課にいる時、尾上でなく、瀬脇で長い間、

固定資産税を納めていたわけなんです。」（石田） 

 

＜小島一族（兼吉・国太郎）＞ 

 石田「私の家内はあの（一中通りの左側、東海岸南２丁目１３の１８ないし

３０の、今の平田のところ）小島一族の出身なんですが、この辺の別荘は、ほ

とんど家内のおやじ国太郎の手にかからないものはないのです。皆まず、東京

から小島のおやじの所へ来て、おやじが心配して、全部土地をあっせんしたの

です。それで、別荘のお嬢さんたち、れい子さん、たつ子さんなどと、それぞ

れ知っているわけです。」（石田） 

〔小島兼吉・国太郎・弥三郎・憲一等一家のことは、別に文化資料館だよりの

柳田為三氏の回想Ⅲに発表しました。なお石田さんの奥さんは国太郎氏のむす

めです。〕 

 

＜池田宏の開発地＞ 

〔前記 進別荘跡地 北部マンション入口で、上記のような説明を聞いたの



ち一行は、一中の東北角を左折し、左手に一中、東海岸小学校、右手に鈴木、

吉田、久木氏など、松林におおわれた大きな屋敷を過ぎて、右手に田中ガラス

株式会社の古ビン置場前に出た〕 

ここからずっと奥の方までが、池田宏知事の開発した住宅地帯です。池田宏

というのは、静岡県出身で、明治３８年に京都大学法科を卒業して高等文官試

験に合格、内務官僚となり、静岡県賀茂郡（郡役所は伊豆の下田）の郡長など

をつとめたのち、累進して内務省社会局長官に大正１２年９月５日に就任、１

３年１２月京都府知事となった。次いで、昭和に入ってから神奈川県知事をつ

とめた〔市史５４８ページ参照〕。その時、茅ヶ崎町のこの地（東海岸中央部の

南端部）に目をつけて、買い込んでおいた。そして退官後、自分の住宅地を設

営するほか、縁者等にもすすめたのであった。現にこの区域内に、今も池田姓

の家がすくなくとも４家ある。他は今はすべてで３０戸ぐらいに分譲されてい

ます。東海岸南３丁目の２から南４丁目の１１にかけてです。大正１２年４月

の東海土地電気鉄道株式会社 発起人に広田精一、竹内明太郎と共にその名を

つらねている〔市史２巻４８８ページ参照〕この旧池田宏邸内には、池田民子

さん、池田充之さんなど宏の子孫がたくさんありますが、故池田克は司法省刑

事局長、大審院判事等、故池田錫（たもう）は厚生省の牛乳の専門家でした。

市会議員も１期やりました。克の子（名前はド忘れしましたが）は茅小 PTA 創

立者の１人でした。 

 

＜石川村＞ 

 これは、加賀藩出身者の村、前田百万石の人々の村、金沢出身者の別荘群、

石川・富山両県人の村と言ってもよいのですが、私は語呂のぐあいで石川村と

呼んでいます。これは東海岸南４丁目２、４丁目１１、南２丁目８、南５丁目

２の所に、びっしりかたまっています。まずそれを、近い方から案内しましょ

う。 

  

＜田畠氏＞ 

 田中ガラス（池田邸跡の南端）と山中千代子さんの間で、右へ折れて北上す

るとすぐ左側に田畠邸があります。この祖父が石川県出身で、東京で印刷工場

（＝久栄印刷株式会社）を興して成功しました。その長男が２代目社長 田畠

久男さんで、私も親しくしてもらいましたが、昭和５０年１月９日に急死しま

した。未亡人は長唄の名人です。現当主はその子 一弥さん。 

 田畠家の北隣は、本年亡くなった鈴木伝明が２０年前位まで住んでいました



が、瓜生外吉 男爵海軍大将の茅ヶ崎別荘はここだったと考えられます。瓜生

外吉（ときち）は大聖寺藩（石川県だが前田藩ではない）の出身。 わが国の

近代造船業の発祥地でもあります。そのためか海軍に入り、明治３３年に少将、

３７年に中将、大正元年に大将に進みました。その間、明治３０年ごろ海軍軍

令部第１局長、３５年から３６年まで常備艦隊司令官、日露戦争の時は第３艦

隊指令長官＝瓜生艦隊として有名。次いで竹敷要港部司令官、３９年佐世保鎮

守府司令長官、男爵、４２年から大正元年まで横須賀鎮守府司令長官でありま

した。 

 石田「海軍大将の瓜生さんの別荘は、柴野さんや竹橋さんの道路をはさんで

南側にありました〔南４丁目２の８ないし１２の所。今 有吉氏、柏木氏等が

ある〕。この瓜生さんの家のすみに、島の娘で有名な小唄勝太郎の姉さんが居て、

勝太郎はしじゅう茅ヶ崎に来ていた。瓜生さんの屋敷の一番東のすみに、こな

いだ亡くなった鈴木伝明が住んでいました。なお、このあたりに前記 伊藤恭

四郎、それに山本忠興、岩本等の別荘があったようです。」 

 

＜南 弘＞ 

 池田邸の北隣、旧瓜生大将別荘跡地の東方に、南別荘が２つあります。中橋

徳五郎の縁で、九鬼別荘の隣りに別荘をつくったのだろうと思います。南半分

が南弘別荘、北半分が南弥太郎別荘。２人は義兄弟でした。 

 さて、南弘は富山県の秀才でしたが、南弥太郎の父に見込まれて養子となり、

学校を出してもらったのでした。養父の南家は越中前田藩の豪農で、１０か村

の年貢を預かる１０村地主の家柄であった。そこで、義兄弟たる弥太郎と弘が、

茅ヶ崎の海岸に並んで別荘を置いたわけ。弘の長男は達という愉快な人だった

が、１０年位前に亡くなった。その奥さんも亡くなりました。現在、南４丁目

１１の５８ないし６８の所で、南格氏（達の子）ほか５～６戸と南アパート３

棟がある。昔の正門入口の近くに鳳凰竹が１株よく茂っている。「これはおやじ

が台湾から持って来たんです」（南達）とのことだった。南弘は明治２９年東大

政治科卒、内務官僚となり、同じ前田藩の大先輩 中橋徳五郎に引き立てられ、

４１年１月に第１次西園寺政友会内閣の時、内閣書記官から内閣書記官長にば

ってきされた。４１年７月総辞職。４４年８月第２次西園寺内閣の成立で再度

内閣書記官長、大正元年１２月総辞職で、貴族院議員に勅選。 大正２年６月 

山本権兵衛内閣の福岡県知事となったが、３年４月シーメンス事件で内閣が崩

壊したのでクビ。大正７年１０月 原敬内閣成立で中橋特五郎 文部大臣の文

部次官となった。これは１１年６月の高橋是清内閣の総辞職まで続いた。やが

て昭和７年３月台湾総督、同年５月 斎藤内閣の逓信大臣、９年７月総辞職。



次いで１１年１２月枢密顧問官となった。他に国語審議会会長等をつとめた。 

戦後亡くなった。明治２年生れだったから８０歳ぐらいだった。長男達氏が後

を継いで、ここにいられたが、これも１０年ぐらい前に亡くなった。 

以来すこしづつ周辺を分譲された。 

 

＜南（弥太郎）別荘＞ 

 南弘別荘の北隣（東海岸南４丁目１２の３のところ。今、南ヴィラ、南隆自

邸、アトリエ道等がある。）これが弥太郎別荘だった。この嫁は房子さんといっ

て、明治２７～３０年に栃木県知事をつとめた佐藤暢の娘であった。房子さん

はくわしい病中日記を書いたのち、ひとりむすこが３つ位の時に亡くなった。

私もその日記を読んで、強い感銘を受けた。その長男が現在の南隆氏（茅ヶ崎

に初めて近代的バー マイアミを開業した人）である。なお、房子さんの日記

を見れば、大正時代１０年余の茅ヶ崎の天気が全部わかる。気象学者が活用し

たらよいのに、と思っているくらいです。 

 

＜木越・柴野・竹橋３中将＞ 

〔東海岸南 4丁目１１の６６の横田さん（旧.南弘）の角を左折してすぐの所で〕 

 ここがいわゆる「石川村」のド真ん中です。このまわり一帯がみんな石川県

出身者の別荘でした。先の田畠さん、瓜生大将がそうでした。瓜生大将はこの

左手の今の鈴木さん、柏木さん、有吉さんのあたりとその南方だったわけです

が、この右手の奥（北）が今斎藤さんですが、ここが木越安綱男爵、陸軍中将、

陸軍大臣の別荘でした。 

 木越安綱といえば、石川県出身、明治１０年西南戦争の時 陸軍少尉に任官、

日清戦争後の３１年３月少将に進み、同年１０月台湾軍参謀長、３３年軍務局

長、３４年２月歩兵第２３旅団長、明治３７年２月、日露戦争が開始されるや、

その第一線「韓国臨時派遣隊司令官」として京城（ソウル）に入城した。その

間３７年４月９日妻の妹が、柳田国男と結婚した。戦争の最中の１０月後備第

１師団長となった。次いで現地で第５師団長となり、３８年１２月２７日第５

師団長として広島に凱旋、３９年７月改めて広島の第５師団長の補せられ、４

０年９月２１日男爵をもらった。次いで４４年９月第１師団長となっていたと

ころで、大正元年１２月陸軍大臣となりました。すなわち第３次桂内閣に入閣、

次の第１次山本権兵衛内閣にも留任したのですが、このころ、増師問題（１８

個師団を２０個にふやすかどうかの問題）と陸相現役問題（陸軍大臣は現役で

なくてもよいという問題）がおこり、木越男爵は、政府と軍部の板ばさみにな



って、進退に窮し、大正２年６月辞任しました。以来この別荘で悠々自適した

のです。この別荘は明治４０年代に、日露戦争後のボーナスで瓜生大将、そし

てあとで述べる安東大将、福島大将、柴野、竹橋、南部、原口各中将、増田海

軍少将、平山海軍大佐、石黒、土岐、中泉、平井の各軍医総監らとすべてこの

あたりに、申し合わせたように、開設したのでした。特に柴野、竹橋、木越の

石川県３中将が九鬼別荘の１隅に並んでつくったというのは興味があります。

また、南部、原口両中将もあとで見るように、すぐ近くであることも興味があ

りますが、そのことはそれぞれの別荘跡地で述べましょう。 

 それから木越安綱夫人 貞さんは、あとで行きます柳田の娘で、柳田国男夫

人 孝さんの実姉です。 

 なお、また中海岸４丁目に現存の木越進さんは安綱の第５子で３男です。 

 

＜柴野義広中将＞ 

 柴野将軍のことは、市史２巻の５０９ページの河合辰太郎の『大震災思出の

記』に出ております。また５４５ページに大震災で別荘全潰として表示されて

います。それはここです〔木越別荘跡地である斎藤さんの左手（西隣）で今は

飯塚邸のこと〕 

 義広はやはり石川県士族で明治４年に陸軍少尉に任官しました。その点、木

越より６年先輩です。やがて日清戦争のころは砲兵大佐、砲兵会議議長。次い

で２９年１０月要塞砲兵監。３０年４月陸軍少将にのぼり、３１年１月野戦砲

兵監。３５年５月５日中将。同日予備役となり、４２年５月退役した。そのこ

ろ木越、竹橋と一緒に、同じ所（石川県人グループの真ん中）に別荘をかまえ

た次第です。大正１２年９月１日に全潰したこと前に言ったとおりです。その

翌年の１３年７月１日に卒（そつ）しました。 

 終戦後このように飯塚毅邸となりました。 

 

＜竹橋尚文中将＞ 

 ここは今もこのとおり竹橋邸です。細かくは大部分が竹橋正皓
まさひろ

氏、竹橋三嘉
みつよし

氏

両家で奥の方に佐藤、田辺理、田辺敏一の３家が並んでおります。茅ヶ崎にも

明治時代たくさん別荘が出来た中で、現在も子孫がこのように健在なのは、そ

うたくさんはありません、なお、尚文中将の未亡人 絢子さん、（絢爛
けんらん

のケンで

す）は１０年ぐらい前にここで亡くなられました。たしか９２～３歳でしたが、



当時市内の高齢者といえばすべて、土地っ子でしたのに、初めて別荘族からそ

れが出たので、特に印象に残っています。〔参考までに昭和３０年１月１０日の

茅ヶ崎市民新聞に発表した９０歳以上の１７人（男７、女１０人）の一覧表の

うちベスト８を付しておきます〕 

 １．山口 太郎吉 （西久保）  安政２．９．１３生 

 ２．平牧 サダ  （柳島）   同 ４．５．４ 

 ３．内田 長太郎 （西久保）  同 ５．６．１０ 

 ４．程島 定二郎 （小和田）  同 ６．１．１６ 

 ５．鈴木 幾次郎 （十間坂）  万延１．１．１０ 

 ６．西ノ宮 トヨ （鳥井戸）  同 １．３．２ 

 ７．竹橋 順子  （東海岸）  文久１．１０．１９ 

 ８．太田 勝太郎 （菱沼）   同 ２．２．７ 

 

順子か絢子か私がどちらか聞き違いしたものと思えます。文久元年は１８６

１年ですから、来年が生誕１００周年に当たります。 

 さて竹橋中将と柴田中将はその経歴はまるでふたご（双生児）のようです。

生死日が違うだけです。竹橋中将は金沢藩士族、柴田中将と同じの明治４年ご

ろ陸軍少尉になった。やはり砲兵です。日清戦争当時は砲兵大佐で、砲兵会議

幹事、２４年１２月東京砲兵工廠提理、２９年６月由良要塞司令官、同年１０

月（柴野より半年早く）陸軍少将、３３年４月兵器監、３５年５月５日（同じ

日に）中将に進み、同じく同日付けで予備役編入となった。そして３９年５月

１０日に甍（ごう）じました。してみると、この別荘が出来る前かもしれませ

ん。別荘を実際につくったのは、絢子さんが未亡人になってからということに

なります〔その点後考を待つ＝川添〕 

 この別荘主は、終戦当時は竹橋正皓さんでした。そしてやがて昭和４０年ご

ろ竹橋正皓、竹橋三嘉となり、その奥の方に宮本藤夫（今は佐藤氏）、秋田元一

（田辺理氏）、田辺敏一の３家が並びました。皆中将の子孫と思われます。 

 いずれにしてもこの木越、柴野、竹橋３中将は隣の九鬼男爵別荘、両南別荘

とともに、石川村の中心でした。 

 

＜青山為太郎＞ 

 竹橋邸から西へ伊藤繁雄（元市立病院長）、中山さんと続きますが、その道路

の南方に広大な１３０メートル平方位、つまり６千坪位の屋敷があります。こ

れは〔仁不古庵という表札を指差して〕何と読むのか知りませんがこの大きな

門構えはそのままで、これが青山為太郎邸でした。石川県出身の実業家で「都



（みやこ）ぞめ」の杜主として有名でした。終戦後も駅のホームなどでよく見

かけましたが、昭和５０年ごろから見かけなくなりました。そのうち世帯主名

は、青山長一郎、青山甲子郎と変わり、次いでソニーだったか、サントリーだ

ったか、新興会社の寮のような表札に変わり、５３年ごろから、この仁不古庵

となりました。“東海岸南４丁目２の１から７にかけた＝フコアンとかいうのは、

あれはナンダ”とよく問い合わせがありますが、私もわかりません。「仁は古な

らず。古くならない」というのでしょうか。この敷地は、旧青山邸の北部約 3

分の２を占めています。南部の 3 分の１は、青山まきさん（未亡人）と青山甲

子郎さんの２つの屋敷（各約２００坪）が残っています。なお、この両青山邸

の南隣が八田嘉明邸でした。 

 

＜中山喜久松＞ 

 仁不古庵の門の前方、道路向かいに、これは庶民的な１００坪ぐらいの住宅

があります。この表札（中山是男）は興銀行員ですが、この父が中山喜久松さ

んでした。時代はだいぶ新しくなりますが、やはり石川県人で、その関係でこ

こに住んだのでしょう。興銀理事から戦後初代公正取引委員長になりました。

認証官です。公正取引委員会といえば、当時は財閥解体、経済の民主化政策の

花形で、注目をあびました。今はずいぶん違いますが。その初代委員長がわれ

われの仲間から出たというので、大いに張り切ったものです。当時われわれが

茅ヶ崎清和会というのをつくり、団十郎別荘跡訪問などをしましたが、喜久松

氏はその一員でもありました。社会党内閣ができる時、大蔵大臣にすすめまし

た。本人はちょっと当惑しましたが、“推されるなら・・・”ということでした。

結果は他の興銀出身者が大蔵大臣になりました。そんな思い出がたくさんあり、

私もこの家にたびたび来ました。是男さんはその長男でやはり興銀に入ってわ

けです。なお、弟さんは日本開発銀行に入り、島津貴子さんの結婚の時、新郎

の同僚として、新聞に書かれました。 

 この中山家が、石川村の西端です。 

 

＜安東大将＞ 

 この道をさらに西へ、１００メートルぐらい先の左手（３丁目２の北部）に

安東貞美陸軍大将の別荘跡があります。石川県ではなく長野県ですが、木越家、

柳田家と親類ですので、ちょっと説明しますと、今日は行きませんが。長野県

下伊那郡上郷村の安東家に幕末欽一郎、為従（ためより）貞美、武夫の４人の

男子が生まれた。このうち次男は同郷の柳田家の養子となり、柳田直平（なお



ひら）と改名した。そして、順、貞、孝の３女を産んだ。順は理学博士第一号 

矢田部良吉夫人、貞は木越安綱夫人となり、孝が家に残って松岡国男を養子に

迎えた。貞美が男爵陸軍大将となった。だから木越安綱、柳田国男のおじさん

に当たります。この３家の関係は、『文化資料館だより』にややくわしく述べま

したが、貞美は長野県士族、明治６年陸軍少尉に任官２６年歩兵中佐で陸軍戸

山学校長、２９年大佐で陸軍士官学校長、３０年歩兵第６連隊長、３１年（木

越より半年後）少将、台湾守備混成第２旅団長、３２年歩兵第１９旅団長（京

都）、日露戦争最中の３８年中将に任ぜられ、姫路の第１０師団長、そして３９

年２月１日姫路に凱旋した〔中将になったのは３５年竹橋、柴野、３７年木越、

石本、３８年原口、安東、３９年福島の順だった〕次いで４０年９月２１日男

爵をもらい、４３年第１２師団長、４５年朝鮮駐剳軍司令官、大正４年大将と

なって待命。同年５月６代目の台湾総督、大正７年６月待命。昭和７年８月２

２日数え年８０で没した。 

 安東大将別荘跡には今、桑木、服部、広瀬（いずれも子孫）をはじめ約１２

世帯がある。現在市内には、安東男爵邸に行儀見習いに上がっていたという老

婦人が多い。 

 

＜福島大将＞ 

 この安東大将の所から、もと向こうの野球場、テニスコートの近く、南１丁

目１５の４０に当たる所、今は約１５０坪ぐらいの空地ですが、これが福島大

将別荘跡です。ここは戦前から戦後にかけて、租田順という慶応出の実業家（ベ

ニヤ板製材）が住んでいました。茅公会仲間だったので、よく行きましたが、

昭和４０年ごろまでは、ここと隣の君塚さんの屋敷とが、東海岸南１丁目最南

端でした。それより先は海岸まで一面の松林でした。その際、ここはシベリア

横断の福島大将の家だった、と聞きました。石川県人ではありません。長野県

人ですが、茅ヶ崎には大将は、瓜生、福島、安東の３人しかいませんでしたし、

３人同じころにそれぞれ別荘をかまえたと考えられるので、すこし紹介してお

きましょう。 

 明治１０年（安東より４年あとに）陸軍少尉に任官、少佐の時の２５年２月

１１日に、ベルリンを出発単騎シベリア横断の途に就き、途中で中佐に昇任し、

２６年６月２９日東京に帰着、気の遠くなるような大冒険に見事成功して、参

内、勅語ならびに令旨を拝受、上野公園の官民大歓迎会に臨みました。明治の

３大冒険のひとつとされております。 

 さてその後は主として参謀本部に務め、大佐となり、２８年台湾陸軍局長官、

２９年参謀本部第２部長、３２年第３部長３３年（木越、石本、安東らより２



年ぐらいおそく）少将になり、西部都督部参謀長を兼ね、３６年参謀本部次長

事務取扱〔日露戦争がおこり〕、３９年参謀本部次長、４０年男爵をもらいまし

た〔原口、木越、安東、瓜生、石本らといっしょ〕 

 次いで４１年１２月中将に昇進、参謀次長、４５年関東都督になった〔この

後任が、中海岸に別荘をつくった大島健一です〕。それから大正３年９月（安東

の半年前に）大将になって、同日備・編入されました。大正８年２月１９日甍。 

 

＜飯沼一省＞ 

 さて、石川村へ引き返すことにしましょう。仁不古庵と中山さんの間から東

の方へ、竹橋邸、飯塚邸（柴野別荘跡）、斎藤邸（木越別荘跡）の南門を左手に、

中山さん、柏木さんで左折すると中西さん、飯沼一之さんです。これは飯沼一

省がつくった屋敷です。この人は福島県出身ですが、南弘の女婿なので、岳父

の別荘の真ん前に建てたわけです。明治２５年生、大正６年東大独法卆、静岡

県志太郡長、同県理事官、内務省の神社局総務課長、都市区画課長、昭和１０

年ごろより埼玉、静岡、広島、神奈川の各県知事、神社局長、神祇院副総裁、

内務次官、東京都長官を歴任、昭和 年４月退官した。その後も全国を選挙管

理委員会委員、中央災害対策協議委員、都市計画関係団体の会長等、内務官僚

の OB の№１である。現在９３歳ぐらいのはずです。 

 この表札「飯沼一之」は次男で私も友人です。大正１３年９月、東北大学を

出て、NHK に入り、今はその幹部です。長男（兄：一慶氏）大正９年１１月生) 

は日銀の幹部。 

 

＜九鬼別荘＞ 

 さて、飯沼家の東隣 金井家の角から北西方に広がる、南北１３メートル、

東西９０メートルにわたるこの広大な土地、これが九鬼別荘。ここの事実上の

世帯主であった九鬼縫子さんが、３年ぐらい前に９６歳かで市立病院でなくな

られてしばらくして、新聞に分譲住宅地の広告が出ました。ですから、今や別

荘跡地と言うべきでしょう。ただこの九鬼男爵家のことは、文化資料館にくわ

しいレポートが提供保存してありますから、今日は要領だけを述べますと、明

治初年 兵庫三田の九鬼藩から貢進生として上京した九鬼隆一秀才は、やがて

留学生の監督のため洋行したり、文部省と大学（東大の前身）の創設に尽力し

たり、文部少輔（次官のこと）元老院議官、駐米大使、宮内省図書頭となり、

明治２２年５月帝国博物館総長となり、（３３年２月まで１１年間）、以来美術、

博物行政の最高指導者となり、東京、京都、奈良の帝室博物館を充実させ、こ



のころ数年ごとに開催される各博覧会では、事務局長、審査委員長、会長等は

ほとんどこの人でした。だから私は茅ヶ崎にも博物館をつくりたいという話が

もちあがって以来、その立地は最適なのがある。それはこの九鬼さんの屋敷だ

と力説しつづけたのでした。私に「もうすこし」金があったら、４の５の言わ

ずに買い占めたのですが・・・。それはともかく、隆一は明治２８年６月、枢

密顧問官（４９人目）となった。２９年６月男爵をもらった。枢密院髄一のう

るさ型で、原内閣等を悩ませた。昭和６年８月１８日、８０歳で没した。 

 さて隆一の後継者は次男一造。この一造が、石川県出身の大実業家（大阪商

船の創立者）で政友会の領袖 中橋徳五郎のむすめ縫子（明治２８年６月生）

を妻とし、大正５年７月、隆一郎を産むのであるが、この縫子夫婦のために、

徳五郎がその財力をもって、この広大な土地を購入、別荘をつくってやったと

思われる。そして、その周辺に石川県人が、かたまったということのようだ。 

 一造は早死したので、昭和６年８月九鬼男爵家は孫の隆一郎が襲爵した。こ

れが終戦まで男爵であった。しかし不幸にも病弱で、長く転地の身となったの

で、以来縫子さんがひとりで、この広大な九鬼屋敷をまもることとなった。縫

子さんは、周辺の石川県出身者たちに敬愛されていた。茅ヶ崎文化人クラブ名

簿によると、九鬼縫子さんはお隣の柏木正敏氏（毎日新聞印刷局）の夫人たつ

子さんたちと共に、「絽刺工芸、国光会所属」でした。九鬼別荘がついに分散さ

れるとは、惜しまれてなりません。 

 中橋徳五郎の次男謹二と木越進さん（中海岸）は仲良しだったそうです。そ

のはずです。家は隣り合っていて、同年輩で、しかもほかでもない、共に大阪

商船に勤めていたのですから。 

 

＜鐘紡屋敷？＞ 

 九鬼別荘の南門跡から２０メートルぐらいで、旧道は右にまがり、一中通り

に突き当たります。この右手（南方）の高地は終戦後しばらくは無人の林野で

した。東西南北役１５０メートルのほぼ正方形、約７０００坪の一角です。こ

こが「鐘紡屋敷」だと聞いていましたが、先ほど石田さんのお話では一中通り

の右側だったとのことですから、真偽のほどはわからなくなりました。昭和３

０年ごろ分譲され、中央にほぼ十文字の道路がつくられ、今は４４戸分に区分

されております。その中に棟田博（作家）、萬修（鉄五郎の兄の子）、東福玲子

（画家）、山崎三三郎、故イルゼブラッセ（手工芸）、倉本工務店、泉田さん等

が住んでおります。実はこれまでの調べで、茅ヶ崎に別荘があったことはまち

がいないが、それがどこだったのか、まだわからないのが、若干あります。特

に最初に述べた明治４１年８月に１３円６０銭づつ出し合った８人のうち７人



はわかっていますが、伊藤恭四郎がどこだったかまだわかりません。今の一中

の角かもしれません。あるいはこの高台（別説 鐘紡屋敷）こそ、その伊藤恭

四郎だったのでは、と考えているところです。 

 さて、九鬼別荘南門跡から一中通りへ突き当たる北方、これも約７０００坪

は、終戦後２０年間ぐらいは、小島さん（上記）を除き、ほとんど畑でした。

別荘跡地とは思えません。この地区は九鬼別荘の東隣に当たるわけですが、今

は南２丁目の１２号と１３号の全域に当たります。今は６２世帯があります。 

 ここから一中通りを北に進んで、左手の小島憲一（国太郎のおい）、長島徳太

郎邸前を過ぎると、平田敬量邸ですが、これが小島兼吉、国太郎父子の屋敷で

した。広田精一の地図、柳田為三さんの手紙にも出て来ます。 

 

＜大瀬甚太郎＞ 

 平田さんの北、旧道を越えた所の古風な作りの門に「河合」の表札があり、

広大な河合邸がありますが、これが「石川村」の世話役の河合辰太郎の子孫で

す。河合家一族のことはあとで述べるとして、この屋敷は辰太郎が同郷の先輩

大瀬甚太郎さんから買ったものです。甚太郎は最初に述べた明治４１年、１３

円６０銭を寄付した８人の１人です。辰太郎によると東京高等師範（今の筑波

大学）の教授であったそうです。一高同窓会名簿、学士会員名簿等を、あれこ

れめくってみますと、明治１８年、東京大学予備門文科を卒業、坪井正五郎（理

科）より４年後輩、広田精一（工科）より８年先輩です。同２２年に東大を出

て、文学博士になりました。そして高等師範（小石川茗荷谷）の先生になった

のでしょう。それから１０年余たった明治３０年代末に、同じ一高卒の坪井、

広田、それに瀬脇進、伊藤ら、並びに軍人の南部、原口らと、この茅ヶ崎村の

東南部に別荘を構え、４１年に道路改修に協力したわけです。次いで大正の初

めごろ、同じ石川県出身の実業家 河合辰太郎にこの屋敷を譲ったということ

になります。 

 

＜河合辰太郎＞ 

 河合別荘（南２丁目１１号の東半分）といえば、東海岸において最も有名で、

市民に親しまれた別荘でした。辰太郎は金沢藩出身で、前田侯爵等華族が創設

した第十五銀行に入社し、やがて独立して、凸版印刷（３大印刷会社の１つ）

を創立しました。上野公園のむこうの根岸に本邸がありましたが、糖尿病にな

り、茅ヶ崎の山の山帰来（さんきらい）が糖尿によいとのことで、大瀬さんの

別荘を買って来たということでした。そして「石川村」１番の世話役になりま



した。あとで行きますが、一中通りに駐在所を請願してつくってもらったのも

この人でした。関東大震災の日には、自分の家はさておいて、木越、柴野、竹

橋など金沢藩出身者の別荘を見てまわりました。なお河合別荘のバラは有名で

した。東海岸４丁目３号の星原別荘も有名で、この両家の出品は日比谷公園な

どでよく特賞をもらいました。なお、南３丁目２号４１番、つまり安東大将跡

地の南隣りの氷室さん、三井不動産副社長は椿別荘として今も有名です。 

 辰太郎の長男 勝夫さんが凸版印刷社長。次男が朝日新聞で知られ、小唄で

も有名だった勇さん（明治３２年生）。共に近年亡くなりました。３男ないし５

男は早大のフランス文学者 河合享です。 

 別荘は東西１００メートル、南北１５０メートルにわたり、約５千坪ありま

したが、今は最北部の３分の１が同盟教会、中央部が警察独身寮に分譲され、

南部３分の１に、河合正信、河合春江、浜野和夫さんが住んでおります。なお、

辰太郎には湘南に関する著書数冊があり、当時を知る好資料です。図書館にあ

るはずです。河合家は大正時代１５人の大世帯でした。最近１枚の写真が金沢

市中で発見された。大正１２年９月１日に根岸の自邸で大震災１周年当日にと

ったものだが、それに辰太郎夫妻、長男勝夫、次男勇、３男、女甥石川氏その

夫人、４男、５男、長女、３女、石川氏の幼児、樋口３姉弟（次女の遺児）で

ある。それが同じ家に住み、夏はそのままごっそり別荘に来たわけです。 

 外孫の１人 倉知（旧姓樋口）はる子嬢は、「男まさりの気丈な女性で、当時

浜辺で野球に加わり、また木越のせがれ（安綱の孫）らと姥島まで遠泳を果た

した由です」（柳田為正） 

 河合勇氏は昭和５０年１月２９日午後２時、東海岸南２の１２の９の自宅で

脳出血で、座ったまま急死しました。朝日新聞東京本社 運動、学芸、社会、

整理各部長を歴任、編集長次長、印刷局長などを務め、戦後日刊スポーツ編集

局長などでした。長男武君は毎日新聞記者。 

 

＜瀬脇家、尾上家のこと＞ 

 昔は大瀬、今は河合邸の西隣、東西１５０、南北８０メートルにわたる大き

な屋敷が、昔の瀬脇別荘、今尾上邸です。さて、まだ徳川時代、手塚律蔵（別

名 瀬脇節蔵）という蘭学者がおりました。若い頃、江戸坪井塾に学んだ。そ

こで大島高任（日本製鉄業の始祖と知り合い、その後も長崎で交わり、オラン

ダの『鋳造法』を共訳した。またベルギーのリエージュ製鉄所のことを翻訳し

た。安政３年４月４日（１８５６．５．７）には幕府が蕃所調所教官１０名を

任命したとき、教授手伝（助教授）７人のうちに挙げられた。西周（にしあま

ね）〔後の大学者〕はこの手塚律蔵に勧められてイギリス学を開始したとのこと



です。 

 それから文久２年（１８６２）には手塚節蔵という名で『彼理（ペリー）日

本紀行』という本１０巻を工藤岩次と共訳しました。節蔵は慶応 3 年『野戦兵

喪』を翻訳した。ところで尾上千代子さんによると、祖父節蔵は伊藤博文さん

にあぶなく殺されかかった。桜田門で抜刀で斬りかかられた。お堀に飛び込ん

で三宅坂の佐倉藩（堀田藩）邸に逃げ込んだとのことだ。そうですか、伊藤博

文伝に名前は書いてありませんが、若いころ人を殺したことがあると書いてあ

りますが、あれは瀬脇節蔵のことだったんでしょうかと言うと、いや殺された

んではありません。佐倉藩邸へ逃げ込んだんです。しかしそのことは伝記にも

新聞雑誌にも書いてないはずです。というのは、ご一新になってから、敵味方

はなくなり、伊藤さんと祖父は、昔のことは全部水に流そう、絶対口外しない

と約束したのですから。そこで祖父は自分の子供たち、つまり私の父たちにも

絶対口を割らずにいたのですが、ただ１人小さい私にだけ、お前にだけ話して

おくと語ってくれたのです。とのことだった。 

 さて、瀬脇姓について、手元にある限りの名簿等によると、瀬脇寿雅、寿人、

寿次郎の３人がある。寿雅は前に述べた。この瀬脇別荘の明治４１年８月現在

の当主で、当時４０歳位。寿人は千代子さんの父で、外交官で４０歳位。寿次

郎は明治２１年一高政治科卒だから、あるいは私の聞き違いかで、寿雅と寿人

は同一人物かもしれません。そのことについて、千代子さんにもう１度お会い

したいと申し込んだところ、いつもは立派な毛筆の手紙だったのに、今度は弱

弱しい筆跡で、“いずれゆっくりお話しましょう”との返事。それからまもなく、

市立病院に入院され、やがて９０余歳で亡くなってしまわれたのは、かえすが

えすも残念でしたが、いずれにしても、千代子さんはこの３人のうちのどれか

の子であった。木越進さんや石田勲さんの説明のとおり、千代子さんが瀬脇家

の出であったことはまちがいありません。 

 木越進氏によると「寿雅の長男は文寿、次男は武寿であった。小和田に別荘

があった東久世キミ子さんは千代子さんの妹であった。千代子さんは箕作麟祥

夫人とも仲良しであった」。 

 石田勲さんによると「瀬脇さんの長女千代子さんが尾上さんに、２番目のお

嬢さんが三条西さんへ片付かれた」〔東久世と三条西は同じく伯爵で小和田に隣

り合って別荘を持っていたので、木越さんか石田さんが思い違いをしているの

かもしれません〕。いずれにしても。４夫人は同じくらいの年回りで親交があり、

そのうち千代子さんは２～３年前９０余歳で、東久世、三条西両老夫人 本年

春相前後してやはり９０余歳でなくなられました。木越進さん（安綱の第５子、

３男、中海岸）によりますと、瀬脇家のだれかは、新橋の胃腸病院の院長だっ

たとのことです。しかし、私には見当がつきません。一方、山本欽二さん（朝



日生命幹部 古川財閥や尾上家、瀬脇家のことにもくわしい。幸町）によりま

すと、瀬脇夫人は西郷従道侯爵家の出である。また瀬脇家は高木兼寛、有島武

と北海道で農場が隣り合っていて、かつ有馬の妹が高木夫人だ。瀬脇家は高木

嘉寛（兼寛の子で、男爵、外科医で、田村町の慈恵医大教授、東京病院長）と

親戚である。とのことです。胃腸病院と外科医など、２人の話ではまたよくわ

からない点もありますが、今日は聞いただけを述べておきます。いずれにして

も、瀬脇家へ蘭学者、外交官、医学博士となかなか名門だったわけです。 

 さて尾上登太郎という人も、私はある仕事のために、この人の経歴をくわし

く調べるはめになった。そのために、未亡人 千代子さんにたびたび会いにこ

の家に参上したのでした。その尾上さんは奈良県吉野郡飯貝、いわゆる「１目

４本」桜の近くの大山林地主で、７００年ぐらい同じ所に屋敷があるという旧

家の生まれ。明治３０年大阪府第２中学（堺）に越境入学した。この第１回生

には、与謝野晶子の「弟よ君死に給う事なかれ」の鳳宗七などがいた。尾上は

第４回生である。それから一高、東大を出て、第一銀行に入り、そこで金井延

の仲人で瀬脇家の長女 千代子を妻にした。それから各支店長等を累進して常

務になってまもなく、第一信託銀行を自力で設立した。かなりの冒険で難事業

だったか敢行した。そのころ、妻の実家から茅ヶ崎のこの屋敷を譲り受けたら

しい。戦争で渋谷氷川町の家が焼けたので、これを本宅としたが、終戦で第一

信託銀行は閉鎖、自分は追放された。やがて追放解除ののち、昭和２５年秋か

ら２６年初めにかけて、朝日火災海上会社を創立した。これも難事業であった

が、押し切った。会社経営についてのくわしくは、ここでは述べませんが、こ

のころ茅ヶ崎市長、特に東海岸の人々からは、オノウエさん、オノウエさんと、

親しまれ敬愛された。また俳句をたくさんつくり、『萬六句集』などというのも

自費出版した。 

 「尾上登太郎は明治４３年東大政治科卒。第一銀行に入り、大正２年恩師 金

井延（貨幣論）の媒酌で瀬脇寿雄（外交官）の長女 千代と結婚、銀行では文

書掛、検査係、大正２年為替掛長。３年長男 浩彦、４年次男 登治（たかは

る）を生んだ。５年下関支店計算方。６年長女 静子（苫米地夫人）を生んだ。

６年福岡支店支配人心得、７年支配人、９年本店副支配人。同年３男 信男を

生み、１０年下関支店支配人、１３年名古屋支店支配人。昭和２年父 寿慶死

亡。３年本店営業部副支配人、３年欧米出張、４年帰国、本店検査部副部長、

５年参事となる。同年叔父 池田亀蔵（謙蔵の父）死亡。同年業務部副部長を

兼務、６年経理課長兼務。９年５１歳で取締役。１１年渋谷区氷川町５６に自

宅を求め、１２年７月常務となる。この夏、茅ヶ崎東海岸に別荘を新築した。

１７年１月随筆集『赤とんぼ』を修文館より発行。１８年第一、三井両銀合併

で帝国銀行常務、同年東京貯蓄、第一信託銀行の会長に就任、１９年１月帝銀



の方は単に取締役となり、６月退任。以来上記両会長に専念。２０年６月東京

空襲、以後茅ヶ崎に常住する。 

 ２１年５月公職追放、２５年１０月解除。これより損保会社（資本金 5,000

万円）の設立に遁走、２６年２月２６日６８歳で朝日火災海上保険 初代社長

に就任した。３月２６日主として野村証券が協力して、営業を開始した。２８

年１億円に増資した。 

 登太郎は娯楽はなんでもで、絵画、俳句、囲碁、舞踊、歌舞伎、常盤津を好

む。しかし、ゴルフは大嫌い。俳句は一高で同級生だった富安風生の俳友であ

ると自認していた。もっとも風生その人に言わせると“正直いって、君の俳句

はどちらといえば結構な方ではなさそうだ。たびたび届けてくるが、余り見も

しないで、どうして、こんなにへただろう。ということだが、本人は大まじめ 

で『仙吾』『萬六庵』と号し、俳句を作りに作った。昭和２９年には日本棋院よ

り名誉５段をもらった。３０年には常盤津宗家より師範の称をもらって、常盤

津仙字大夫の名を受けた。もっともその長時間の熱演は、いつもハタ迷惑で幹

事役をウンザリさせた。３２年３月 朝日火災海上の社長を辞し、会長となっ

た。朝日火災海上の方は次男登治が常務取締役、のち監査役となる。長男治彦

は、東北大学を卒業して興銀に入った。東大卒でない旧帝大卒でつくった『６

大学リーグで東大を勝たせる会』の会長として有名だ。登太郎は３３年３月１

０日満７３歳９ヶ月で死去した（川添著『鉄鋼巨人伝 浅田長平』より引用） 

 なお、尾上登治氏は、本年６月９日午後１時５分 咽頭がんのため、東京都

新宿区の東京女子医大付属消化器病センターで死去した。６９歳。 

 さて、瀬脇別荘跡地には、昭和５７年ごろまでは、次の１０家が住んでいた。

尾上千代、治彦、尾上登治、苫米地謙一、七尾良介、大島謙治、武田幸治、鶴

田敏之、牛久保政義、磯部康郎、影田武道。 

 ところが、千代、治彦両者が亡くなったので、今はたしか、治彦氏の長男 登

一郎氏（豊島区目白に自宅）が管理している。 

 上記のうち北東部（南２丁目１１の６１）にある苫米地（とまめぢ）家は、

戦後、民主党委員長、片山内閣の運輸大臣、芦田内閣の物価庁長官等であった

苫米地義三の子孫です。義三の長男 敏雄の妻はほかでもない、前記 静子さ

んです。そんな関係で、東京空襲以来 静子さんの実家の一角に住んだ。義三

が終戦後、前記の政治活動をしたのも、この家から電車で通ったのです。さら

に言いますと、石田勲さんのお住まいは、尾上邸の隣り（道をへだてて真北）

です。 道理で瀬脇さん一家のことがくわしいわけです。 

 

 



＜南部辰丙＞ 

 河合邸から一中通り（昔の停車場裏道路）を東へ越えたところ、東海岸５丁

目２の５０ないし６８にわたる広大な屋敷、南北８０、東西１００メートル、

これが、明治４１年８月の１３円６０銭ぐみ８人の１人南部辰丙 中将別荘跡

です。今でも大部分が南部佳英邸です。そして、この南部邸と当時大瀬別荘（今、

河合邸）が私の言う「石川村」の北端です。ということはこれからはるか北方、

これから行きますが、松樹園、柳田別荘の所までは、ただ一面の畑だった。さ

て南部辰丙といえば、石川県出身で明治１０年陸軍少尉に任官。いわば、木越、

福島らと同期生です、どういうものか陸軍では明治１０年任官組が最も多数の

クラスメートを擁しておりました。辰丙は日露戦争の最中の３７年７月に少将

に昇任（木越より６年、福島より４年後）。 

３８年陸軍士官学校長。４４年中将、下関要塞司令官。４５年中将、憲兵司令

官、大正４年２月仙台、第２師団長、同５年８月待命、６年４月予備役、１２

年４月退任です。 

 なお、同家の男子の名前は、みな干支にちなんでつけられた。たとえば、辰

丙の長男は猪甲とか猪乙とかいったそうです。その長男も軍人だったとのこと

です。  

 現在の当主は、南部佳英氏です。終戦以来、周辺を若干（１４戸ぐらいに）

分譲しましたが、このように現存しています。 

 この南部邸の東の方に例の１３円６０銭寄付グループ８人中の２人、坪井正

五郎、原口兼斎の別荘があったのですが、それは今度第４回で歩きましょう。 

 

＜長野宇平治＞ 

 石田勲さんの説明「そこの道路はつき当たりで、あと山です。〔東海岸南５丁

目３号、４号の高地のこと〕 松山がありますネ。 

 日産の社長か何かしていました山田さんの山がずっと来ていたのです〔三保

幹太郎 日産自動車の創立者のことではあるまいか〕。 そこの所、リヤカーが

やっと通る野道でした。私が外地から復員して来た昭和２１～２２年ごろ、山

を開いて、小橋さんの前の道路とぶつかった所の松の根を掘りに来たことを覚

えています。この野道の左かたが檪木（いつき）」さんで、この道を行ってぶつ

かった所（今の東海岸南５丁目４のあたり）に、長野宇平治さんの別荘があり、

お嬢さん方３人いらして、人力車で小学校に通った。モダンなお嬢さんで、ま

っ白なラッパズボンで海水浴に行くのだった。この松林を切り開いた時に長野

さんは別荘をこわして他へ移られたのです」（石田） 



 長野宇平治は工学博士で、関東大震災の時全潰したと、市史２巻５４５ペー

ジにあります。宇平治は明治２３年一高卒、東大工科を２６年ごろ卒業、工学

博士になりました。昭和２３年以前に亡くなりました。 

 なお石田さんの説明の中の山田さんというのは「元宮内官 山田蕙」のこと

かもしれません。市史２巻に別荘が震災で全潰したとあります。 

 

＜坪井・馬場屋敷・牧野・石黒・仁井田・ 

原口・小橋・大場・中泉＞ 

 この道の左が坪井正五郎、右が馬場屋敷、さらに東へ進んだところに、長野、

三保、山田別荘等があり、突き当たって左折すると牧野英一、石黒忠悳
ただとく

、仁井

田益太郎、原口兼斎、小橋一太の別荘、自宅があったし、仁井田、小橋両家は

今もあります。 

 石田「元文部大臣等の小橋一太さん。茅ヶ崎で初めて銅板ぶきの屋根が出来

た。その前が仁井田さん、その息子がキョウワ電機の工場長をやられた事があ

る。その息子と今の皇太子は学習院の同級生。殿下はちょいちょい見えたそう

です。今、道路が出来て、北の部分が切られました。仁井田さんの向こうが大

場さんの別荘。今はなくなって、角が魚屋さんになっております。ラチエン通

りをはさんで向こう側が中泉別荘。このように菱沼海岸、ゴルフ場のこちらあ

たりに、たくさん別荘ができたのです。中海岸から西へかけての人々は、『お別

荘』といっても、始終住んでおられた。東海岸から東にかけての人々は、今年

は茅ヶ崎、来年は軽井沢にしましょうと、年中は住んでおられなかった。従っ

て、別荘番というものを置いた。バス停『駐在所』の角の水島商店の長女 お

浜さんなんか、小橋一太さんづきの女中をした。そんなふうに皆別荘番になっ

た」（石田） 

 

＜駐在所＞ 

 河合邸と南部邸の間を北へ。南湖小和田線（旧鉄砲道）との十文字から、左

手の２～３軒目。今のふじ美容院から大塚板金のあたり（東海岸北２丁目１４

ないし２６ないし２９）に東海岸駐在所がありました。大正の初めに、河合辰

太郎ら、この付近の別荘族が、請願してつくった。昭和４０年ごろ、南湖小和

田線ができたとき今のところ（南２丁目１１）に移転しました。そのころまで

は、このあたり一面、東は東海岸大通り、西ははるか団十郎別荘（平和町）ま



では前に言ったとおり田園で、その中にこの駐在所の家が離れ島のようにあり

ました。そのころまで横山雄偉とよく散歩した。自称右翼の大物、英語のしゃ

べれるたった一人の右翼、頭山満、杉山茂丸と共に「三山」だなどという、ホ

ラ吹きでしたが、大隈重信の参事官だったとかで、よく大隈候や尾崎行雄のこ

と、それから進別荘に松岡洋介がいて、横山雄偉は自分で運動してＡ級戦犯に

してもらったのではないかと思いますが、それはともかく、隣りどうしで、こ

の狭い茅ヶ崎で２人だけ A 級になったというのが自慢でしたが、そんなことを

しゃべりながら、このあたりで“どうだ、川添君、この広い風景は”と秋の稲

穂の波を指差して、“黄金（こがね）の波ではないか”などとオーバーなゼスチ

ャーをしました。先方を列車が過ぎる。窓の中の乗客の顔が見えるようでした。

それがやがて、神武景気、いざなみいざなぎ景気、岩戸景気、昭和元禄と経済

成長につれて、茅ヶ崎駅の方からと辻堂駅の方からと、住宅地帯がぐんぐん広

まって来て、今のように、ビッシリ埋まったわけです。もともと相模国中央部

の文化は海老名、有馬、寒川方面から南へ南へ伸びて来ましたが、１０年ぐら

い前 海岸地区はいっぱいになり、今やまた北へ、玉突き現象をおこしている

わけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第三回（昭和６０年９月１９日）の記録 （その２） 

     講 師  川添  隆行     

記 録  豊田 千恵子    

 

松樹園    山田復之助    柳田別荘    岡崎文吉     

西村邸    クラウンにて 

 

＜松樹園＞ 

 一中通りのもうすぐ本村踏切というところの右側の、今も松が繁茂している

砂丘地帯が松樹園、私の言う古河村でした。今の佐藤さん（北４丁目５の４７）、 

石塚縫物教室（１の３９）、岡島さん（１の１１）、岡崎さん（４の７）の４点

を結ぶ、南北２５０メートル、東西２３０メートルにわたる約５万平方メート

ルの広大な地帯です。ここに明治末から大正、昭和にかけて、古河財閥の関係

者４家の別荘がありました。そして松樹園と名乗ったのです。４家とは南の方

から小田川（子孫が現存）、昆田（本家、分家とも現存）、藤林家、飯島家でし

た。ただし、この松樹園４家のことは資料館だよりにかなりくわしく書きまし

たので、今日は概略だけ言います。 

 まず小田川金三のことは市史２巻５４５ページに前に見ました、安東、木越、

柴野、長野、山田、牧野等、これから見る柳田、原口、増田、小泉、大場各別

荘とともに大震災で倒壊したと表示してあります。金三は工学博士で、古河電

線、古河電工の技師長でした。その長男綱吉は父と違って、たかし法政を出て、

古河系諸会社の経理担当でした。ところが、終戦後急性盲腸炎にかかり、冷や

すべきなのに温めたので悪化して死亡しました。今は金三、綱吉の子孫である

国枝、斉藤両家、それに親戚の神埼正義弁護士の邸宅（広い芝生と高い松）で、

周辺は１０戸ぐらいに分譲されております。 

 中央部がこの「古河村」の中心人物だった昆田文次郎の子孫（本家、分家）

で、今も広大です。北４丁目５号と４号の間に旧道がありますが、その西側一

中通り沿いが本家で、東側が分家です。共に５００坪位ずつあります。昆田文

次郎といえば、日本の政治経済史上 有名な人で、古河財閥の大番頭、つまり

古河合名の理事長でした。ただし、大正２年１月２１日に６６歳で亡くなりま

した。あとはまだ少年の謙一と亨の兄弟が継ぎましたが、「同別荘の総門のまん

前に柳田別荘があり、その総門（現存）の近くのテニスコートで、ケンちゃん、

キョウちゃんたちのボールをたたく音が絶えなかった」（柳田為正）ということ



です。その謙ちゃんは早大を出て、古河電工に入り、将来古河系重役となるは

ずでしたが、終戦後、茅ヶ崎駅の階段から落ちたひょうしにアバラを折り、そ

の骨が心臓にささって即死しました。 

 松樹園の北東部の藤村家は、今のミヤコ美容院（一中通り）のあたりに門が

ありましたが、「老夫婦とおとなしいお嬢さんと静かに暮らしておりました」（柳

田為正） 

 その北西部が飯島亀太郎（外交官）別荘で、古河の重役か何かをしたらしい。

その子が小平（早大教授、英文学）、衛（まもる、早大生物学）兄弟。小平さん

は現在東海岸北３の７です。門は今の東海岸北１号あたりでした。これはあと

でその前を通ります。 

 石田勲氏談「今お話しても想像もつかないでしょうが、１歩そこに（昆田別

荘の山）に入ると、それから先はずーっと畑、麦畑で、はるかむこう（東の方）

まで見通せる。その中にポツンと１軒あったのが、ドイツ人ラチエンさんの家

だった」〔一中通りから東方のラチエン通りまでの距離は、約５５０メートル〕 

 

＜山田復之助＞ 

 われわれ一行６０名は、小田川邸前で一中通りからななめ北西に分かれる旧

道を北へ進みます。右手三角形地帯は砂利置場ですが、左手の東西１００メー

トル、南北１００メートルの地域（今、桑原、弓桁、土居、奥、丸茶寮、土居

氏がある）は山田復之助邸と小倉邸でした。復之助は明治３５年東大採鉱冶金

卒の工学博士で、これも古河財閥に入り、足尾鉱業の技師長、昭和鉱業の会長

等でした。また日本鉱業学会会長でもありました。鉱業に関する著書多数があ

ります。茅ヶ崎文化クラブの長老（牧野会長より３つ、八田嘉明氏より２つ若

い）でした。昔、明治初年 山田純安という人がいて、イギリスで機械の学問

を修め、帰国後官営（釜石）製鉄所の建築に当たりました。復之助と演子（下

記）は、その釜石の官舎で生まれました。 

 演子は日本橋新川の酒問屋で、刀剱鑑定でも有名だった小倉氏に嫁いだ。 

その小倉家は、山田別荘の南半分に小倉別荘を置いた。その小倉別荘は、今か

ら２０年くらい前に実業家 奥秀次郎さんが買い受け、演子さんは山田政子さ

ん（復之助未亡人）の家に同居しておりました。以上の山田博士、正子さん、

演子さん、奥秀次郎さんは４人とも熱心な文化人クラブ会員でしたが、数年前

相次いで亡くなられました。 

 なお、この山田、小倉別荘の西隣、といっても山の向こうで背中合わせのと

ころに、中村和之、八大父子がおりました。そんな関係で茅ヶ崎小学校校歌は、

川原利也作詞、中村八大作曲です。 



＜柳田別荘（直平、国男、為正）＞ 

 これも文化資料館だよりにくわしく発表しましたので、今日は跡地をぐるり

と回るだけにしましょう。東海岸北３丁目１０号地（逆三角形）の北半分の高

台１００余メートル正方形）のうち、東半分〔今の福田、藁品
わらしな

、浜、岩本、伊

藤、鈴木（源治）、シオン教会〕が柳田別荘、西半分〔パーキング、池永、石井、

野崎、長谷川〕が親戚の伊藤家所有でした。柳田為正さんによると「それぞれ

２千坪足らず」でした。歩く順序が左回りになりましたが、この切り通し（パ

ーキングと広瀬氏の間の坂道）の左手前の大きな屋敷（広瀬邸）には昭和４０

年ごろ、登治勧業銀行頭取 堀武芳がおりました。やはり文化人クラブ会員で

した。なお、この西隣に中村和之、八大の家があるわけですが、その２００メ

ートル位先に岡崎文吉別荘があります。しかしそのことはあとにしましょう。 

 この切り通しの右側（パーキング、石井邸、野崎邸など）の約２０００坪は、

柳田直平、安藤貞美らの実家と親類の伊藤家が直平と一緒に土地を買い取った

けれども、家はついに建てずじまいになったところです。柳田家の子供たちは、

ここでトンボをとったり、ここを斜めに通ってこの切り通しから海へ行ったり

したそうです。 

 この坂道を登りつめたところに十文字があります。左右が砂丘の馬の背中の

ような屋根に発達した旧道（南湖―本村墓参道）です。西北が今は徳州会病院。

昔はこの徳州会東側をまっすぐ北上して、今の鉄道機関区のレール２０余本あ

る所を踏み切って（無人踏切）、八王子神社前へ出られた。柳田家は大震災の時

この踏切を越えて逃げた。死体も運ばれた。〔のち１０月３１日に小和田公民館

で藁品先生が読まれた柳田三千子さんの文章のとおりです。〕 

 この十文字を右に折れ、旧道を５０メートルぐらい進むと右側に鈴木源治と

いう家があります。この源治さんは柳田家の管理人だった鈴木秋田郎さんの子

です。そしてこの家のあたりが柳田別荘北門でした。源治さんの娘さんが市立

図書館につとめておりました。「北方はるかに大山、箱根の山々が眺められて、

景色がよかった」（為正氏）そうです。私たちはこれからシオン教会の横を過ぎ

て、若松町クラウンへ行くわけですが、ここで少し後戻りになりますが、右折

して一中通りを南に下り、右手の旧柳田別荘正門の所を見ましょう。この浜さ

んと藁品さんの間の上り坂がそうです。突当たった所が今 福田さんですが、

柳田の本家屋もあそこでした。話しが前後しますが、柳田別荘の創設者は、当

時大審院判事だった、柳田直平（なおひら）。前に述べた信州飯田市郊外の安東

家の生まれで、安東大将の実兄。同郷の柳田家に養子に来て、裁判官になった。

そして３人の女の子を産みました。長女は矢田部良吉（理学博士第１号）夫人、



２女は木越安綱（陸軍中将）夫人となったので、３女孝子に養子に松岡国男（こ

れがのち有名な民俗学者）を迎えて後継者とした。この２人の間に長女三穂子、

２女千枝子、１人むすこ為正、３女三千子、４女千津子の５人が生まれたわけ

です。その一家８人の茅ヶ崎での生活ぶりは、前に述べましたとおり、資料館

だよりに書きましたからいっさい省略します。終戦後 朝日新聞の天声人語の

執筆者として有名な荒垣秀雄が、２０年間ぐらい住んでおりました。初めは中

海岸の原直太郎さんの離れに住み、次いで私の紹介で、前に見ました南隆さん

の所に下宿していましたが、やがてこの家が空きましたので、何しろ柳田国男

のあとに喜んで入居したのでした。天声人語もほとんどここに居る時書いたの

です。 

 なお、この屋敷の左側、南東角、今 藁品さんの所は、柳田別荘の桃畑でし

た。右の端、今シオン教会の所は梨園でした。（為正さんよりの手紙） 

 

＜岡崎文吉（工学博士）＞ 

 為正さんによると、同別荘から西南２００メートル位の所に、時としては珍

しい洋館が一軒、震災後に出来たそうです。それは今もある岡崎一夫さんの旧

館のことだろうと思えます。前に言いました中村八大の家の更に向こうです。

岡崎文吉といえば、日本の河川改修で有名。それで工学博士になった人ですが、

初め中海岸の美濃部坂におり、美濃部達吉、亮吉の隣りでしたが、大震災でつ

ぶれ、次男鷲司さん（一夫の弟）が圧死しました。そこで、今のところに来て

洋館を建てたらしいのです。文吉博士の略歴は同家に碑がたっていて、それに

書いてあります。一夫氏は、その家とは別に和風の家を作りましたので、洋館

には次男 不二男さん一家が住んでおります。文吉博士は石狩川の水量、速さ

等をすべて計算し尽して、あの大工事を成功させました。次いで中国東北の松

花江や遼河の大冶水工事もおこなったという偉人でした。 

 

＜１段歩＝１６銭＞ 

 去る１０月２４日小和田公民館で藁品彦一先生が、今の守屋医院の所は、円

蔵寺が伊藤里之助に売った。その値段は１段歩当たり１６銭だったと述べられ

ましたが、それはこの柳田別荘跡の南方、一中通り沿いにある湘南医院と守屋

小児科医院のことです。ちょうど昆田邸の真向かいです。 

 

 



＜西村邸＞ 

 シオンキリスト教会 聖鳩幼稚園（岸田、板垣、原３氏）の角、東海岸北３

丁目１０号４番の角は、一中通りと旧道（本村―南湖墓参道）の十文字です。 

一中通りを北へ行くと幸町大交差点を経て、本村大踏切ですが、今日はわざと

旧道を東へ行きます。右手が元 松樹園 飯田家北門だったところ、左手は若

松町で長井吉六さん（古い郷土会会長）や亀山洋服店などがあります。この旧

道が突当たった所に非常に大きな、今でも大部分古松老杉に覆われ、昼なお暗

き大邸宅があります。西村良吉、光吉、鈴木二朔邸です。良吉邸の正門前を左

折して、大通りを出た正面に、今日の会場であるクラウン若松店があり、そこ

から見ると道をへだてて南方に、西村３家の長い長い塀があるわけです。今は

周辺が相当分譲されましたが、１００年前までは、南北１５０メートル、東西

１８０メートルに及びました。 

 「これはどういう人の屋敷ですか」とよく聞かれます。今日も聞かれました。

実は私も茅ヶ崎に来て４０余年、いろいろの人にも聞いてみましたが、まだよ

くわかりません。古いと言っても昭和４０年ごろの明細図を見ますと、大きな

建物が６棟あって、そのあいまあいまに「西村良吉（鈴木二朔）」「西村光吉（鈴

木二朔）」「西村光吉」「西村光吉、同良吉（鈴木二朔）」と４種類の表示が入り

混じっています。地図を作った人も、４つの関係がわけが分からなかったよう

です。別に調べてみると、当時は良吉家も光吉家も電話は同じ 82-2215 です。 

両氏は兄弟です。鈴木二朔氏は良吉夫人 満寿子さんの実兄です。 

 ただ、これは全く偶然でしたが、この西村満寿子さん（50 歳位）は、私の親

友（群馬県出身）の姪だとのことでおどろきました。その奥さんの話によると、

「私がお嫁に来たころは、屋敷が広くて広くて迷子になるぐらいでした。建物

は合掌作りの大きな家、壮重な美術館風、それにめったに見られないような茶

室、調度品。今でもとても 1人では管理できない。掃除どころではありません」

と言うことでした。そして数年前にこの正門の右手（西南角）を東急不動産に

分譲されたのでした。その際私も 1 本、立派な錦木をいただきまして、わが庭

の誇りとなっております。 

 なお、同家（西村家）は、慶応義塾の法学部の「創立者」だともいわれてお

ります。ただし、そのこともまだくわしくはわかりません。なにしろ茅ヶ崎で

現存する大きな屋敷（周辺を相当分譲したとはいえ）ですし、その由来を皆さ

んで調べていただきたいものと思います。なお、この西村邸は東海岸の最東北

角です。というより、若松町区域に突入しております。つまり西、北、東はす

べて若松町に囲まれています。 

 この南方に昭和３０年ごろ開発された住宅地区に城山三郎（実名 杉浦英一）



邸があります。東海岸北４丁目３の１２です。 

 

＜別荘族と町政＞ 

〔これからクラウン若松店２階で、昼食をとりながら懇談会にはいった〕 

 私は日本の政治経済史上の人物を調べる中で、茅ヶ崎ゆかりの人々には特に

関心をもって調べてきました。これらの人々、明治、大正時代の指導者たちの

別荘跡や邸宅などを見て歩きながら、つくづく日本というものが、どんなふう

に歩いて来て、今ここにきて、これからどこへ行くのか、ということを考える

のです。 

「別荘の人々と地元の人々の関係」ですか。（質問） 

 明治、大正時代の別荘族は、伊藤里之助村長、の５町長が、別荘誘致に努力

したせいもあって、かなり熱心に町のために尽くしたようです。広田精一博士

は、道路改修や、大正４年海岸東西横断道計画について、文章で種々貴重な献

策をしております。箕作元八、坪井正五郎、広田精一等、日本一流の学者が茅

ヶ崎町役場で、たびたび講演しております。「１伯２相」ということばがありま

した。明治３４年に清浦奎吾が司法大臣、菊池大麓が文部大臣に、そろって入

閣したとき、茅ヶ崎の開拓者 土方久元伯爵と、３人をそう呼んで、中海岸の中

村樓（今の恵泉幼稚園の丘の上）で、町長、郵便局長らを呼んで、別荘族の懇

親会を開いたときのことばです。その他別荘族と町の有志との交流のことは、

市史（２巻、４巻、５巻）にもよく出ておりますので、それを読んでください。

藁品彦一先生も、よく講義されます。 

 明治４４年１２月には菱沼異人館のボールデンが、伊藤里之助をゴルフに招

待しております。（これら別荘族と町との関係は、別にまとめたいと考えており

ます） 

 

＜南湖院と別荘＞ 

 「南湖院との関係」ですか。（質問） 

 南湖院が町の発展にストレートに協力したとばかりはいえません。特に南湖

の人々にとっては、７人家族１家が肺病で全滅した。恨み骨髄だ。と言う人も

少なくはありません。現に南湖上中下３町を通じて、別荘といえるのは、伴田、

異人館の２ヶ所に過ぎません。 

 南湖院自身、関東大震災の時でさえも、市とはあまり交渉はなかった。ある

時、伊藤町長が町の衛生について協力を求めたのに、高田院長はおこって、そ

んなつもりでこの茅ヶ崎に来たのではない、そういうことならば、縁を切ると



いう手紙を送ってよこしました。それぐらいです。ただひとり、高橋誠一副院

長だけは、町に出ることを許しました。誠一さんはそこで奥さん（旧姓 土岐ミ

ヤ）と、南湖の今の魚林の近くに生泉堂を開業したのです。〔それからのことは

第５回で歩きながら語ります。〕 

 

＜別荘値段＞ 

 終戦直後まで、昔から、別荘値段というものがありました。どこの町でもそ

うですが、別荘がまとまって出来ると、まず駅の前などに、酒屋、八百屋、魚

屋、菓子屋、牛肉屋、雑貨屋などが開店します。別荘の人々としては、東京か

ら買い込んで来た日用品のほかは、その店で買うほかはないが、こちらから買

いに行くことはしない。すべてそれらの店に届けさせる。このへんの呼吸は皆

さんもよくわかることでしょう。すると商人は喜んで御用聞きに来る。そのか

わり、値段は御用聞きまかせだから、べらぼうに高い。私が中海岸に来たのは

昭和１６年４月１０日でした。家賃が安いので、６畳に４畳半と露天の井戸端

というちいさな家でしたが、その日のうちに、牛肉屋、魚屋、八百屋がワーッ

と来たのはよいが、値段を聞いてビックリギョーテン。これはえらい所に来た

と後悔しましたが、後の祭り。よっぽど深川の方へ逆戻りしようと悩みました

が、そうもゆきませんでした。これが別荘値段の名残だったわけです。町の方

も商工業を奨励したり規制したりする役所などなく、商工観光課といった時代

のことです。 

 そのころ、われわれ庶民家族の者は、日用品は平塚まで買いに行った。汽車

賃がつまらんじゃないかと言っても、それでも得だというのでした。そのころ、

銀行関係者の話しで、平塚の商人はあぶない。うんと資金を借りてパッとやっ

て、すぐつぶれて夜逃げする。茅ヶ崎の商人は心配いらない。いくら金を貸し

ても決して取りぱくれはない。萩園とか浜之郷とかの金持ちの２男３男が出店

しているのだから、ということでした。そのかわりあまり商売熱心である必要

はないどころか、店に入って品物を見ていると、“おめえ、買うのか買わんのか、

買わないなら早く帰れ”かみついてくる。買おうとするとジーッと見て、こい

つ、地元の者だとわかると、適当な値で売るが、海岸のヤツだと考えると、顔

から足元までジーッと見て、でたらめに高い値段をいう。これも別荘値段の名

残でした。その辺のことは皆さん、都市形成の典型的タイプとして、おわかり

のことと思います。 

 もっと前、戦争前のことでしょうが、銀座通りから大踏切に曲がるＴ字形の

角に、林屋（酒）、釜成屋（菓子）、魚藤、八百梅がありましたが、海岸の人々

は、これを「サンタカ」「ヨンタカ」と言ったそうです。値段が高いからでした。 



 そのかわり、魚藤のせがれが徳大寺さんの所に、鯛を５～６匹届けて、井戸

端でウロコをはね、しっぽを切ったりしていたところ、猫が一匹くわえて逃げ

た。せがれは（今なら５万位はするでしょう）おったまげて、コノヤロウと追

っかけようとしたら、奥様がすこしも騒がず、“ほっときなさい” 

 

＜別荘番＞ 

 別荘が出来て、別荘番という別荘地特有の職業ができた。夏は留守番役、そ

して庭の手入れ、垣根の修理、植木の剪定、し尿の始末、家庭菜園（桃、梨、

いちごなど）の植え付け、取り入れ、東京の本邸へのお使い。駅まで人力車で

の送り迎え、等々。皆さんも十分想像できるでしょう。そういうことで、その

付近に住みついて、酒屋、植木屋、不動産業等と成功した人々も多いのです。 

前に述べた小島兼吉、国太郎さん一家は、その最も典型的な例です。駐在所角

の水島商店もそうです。木村八王子神社前の水谷数和吉さん（今、有名な水谷

建設の祖父）は、柳田別荘、松樹園等の世話役でした。中海岸の植亀（不動産

業と造園）の祖父は秋田の殿様 佐竹子爵の世話人でした。中海岸鉄砲道の一軒

家の先々代、小島平蔵さんは徳大寺別荘の車引きなどでした。（今は茅ヶ崎で年

商１，２位を争う酒屋です）その他、別荘番から出世して、今では一流の商店、 

不動産業、造園業となっている人、その子孫はたくさんあります。社会進化の

基本的法則です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   別荘リスト       代３回（記録用）  60/9/19  

                                    



 氏  名   

1 
山
やま

 階
しなの

 宮
みや

 
東海岸 

南六丁目 

 

 

2 
高
たか

 羽
ばね

  
東海岸 

南六丁目 

 

 

3 
鐘
かね

 紡
ぼう

 屋
や

 敷
しき

 
東海岸 

南六丁目 

 

 

4 
進 経 太 

東海岸 

南六丁目 

   工学博士 

   石川島造船取締役 

5 
広
ひろ

 田
た

 精
せい

 一
いち

  
東海岸 

南六丁目 

   電気学校創立者 

   神戸高等工業初代校長 

6 
瀬 脇 寿 雅  

東海岸 

南二丁目 

   父 蘭学者 

   三条西と縁戚 

7 
小島 兼吉・国太郎 

東海岸 

南二丁目 

   別荘の世話 

 

8 
池 田 宏  

東海岸 

南四丁目 

   神奈川県知事 

 

9 
田 畠 

東海岸 

南四丁目 

   石川出身 

   印刷 

10 
南
みなみ

  弘
ひろし

 
東海岸 

南四丁目 

   台湾総督 

   民政党総務        兄 

11 
南

みなみ

 弥
や

 太
た

 郎
ろう

  
東海岸 

南四丁目 

 

                弟 

12 
木
き

 越
ごし

 安
やす

 綱
つな

  
東海岸 

南二丁目 

   男爵 

   陸相、陸軍中将 

13 
柴
しば

 野
の

 義
よし

 広
ひろ

  
東海岸 

南二丁目 

   陸軍中将 

 

14 
竹
たけ

 橋
はし

 尚
なお

 文
ふみ

  
東海岸 

南二丁目 

   陸軍中将 

15 
青
あお

 山
やま

 為
ため

 太
た

 郎
ろう

  
東海岸 

南四丁目 

   みやこ染創立者 

16 
中山  

東海岸 

南二丁目 

   初代公取委員長 

 

17 
安
あん

 東
どう

 貞
さだ

 美
よし

  
東海岸 

南三丁目 

   男爵 

   陸軍大将、台湾総督 



18 
土 井 利 章  

東海岸 

南三丁目 

   子爵 

   福井の殿様 

19 
徳 大 寺 公 弘  

東海岸 

南三丁目 

   公爵 

   祖父実則は待従長・宮内大臣 

20 
福 島 安 正  

 

 

   関東都督 

   シベリア横断 

21 
飯 沼 一 省  

 

 

   埼玉、静岡、広島、神奈川 

            の各県知事 

22 
九 鬼 隆 一  

東海岸 

南二丁目 

   男爵・文部省創立者 

   東大創立者・宮内省 

23 
大 瀬 甚 太 郎  

東海岸 

南二丁目 

   東京高師教授 

               石川 

24 
河 合 辰 太 郎  

東海岸 

南二丁目 

   凸版印刷社長 

               石川 

25 
南 部 辰 丙  

東海岸 

南五丁目 

   陸軍中将 

   憲兵司令官 

26 
長 野 宇 平 治  

東海岸 

南五丁目 

   工学博士 

 

27 
坪 井 正 吾 郎  

東海岸 

南五丁目 

   人類学者 

   帝大教授 

28 
馬
ば

 場
ば

 
 

 

 

29 
牧 野 英 一  

東海岸 

南五丁目 

   刑法 

   法学博士 

30 
石 黒 忠 悳  

東海岸 

北五丁目 

   陸軍軍医総監 

   柩密顧問官 

31 
仁井田 益太郎  

東海岸 

北五丁目 

   法学博士・訴訟法 

   東大法学部長 

32 
原 口 兼 斉  

東海岸 

南五丁目 

   男爵・陸軍中将 

   カラフト司令官 

33 
小 橋 一 太  

東海岸 

南五丁目 

   文部大臣・鉄道大臣 

   東京市長 

34 
大 場 信 国  

 

 

   宮内省 

   林野局長 

35 中 泉 正      眼科医 



              子 行徳 

36 
小 田 川 金 三  

東海岸 

北四丁目 

   工学博士・古河鉱業技師長 

              松樹園 

37 
昆 田 文 次 郎  

東海岸 

北四丁目 

   古河合名専務理事 

              松樹園 

38 
藤 林 

東海岸 

北四丁目 

 

              松樹園 

39 
飯 島 亀 太 郎  

東海岸 

北四丁目 

   外交官 

              松樹園 

40 
山 田 復 之 助  

東海岸 

北三丁目 

   工学博士 

   古河鉱業技師長 

41 
柳 田 直 平  

東海岸 

北三丁目 

   判事 

   柳田国男の養父 

42 
岡 崎 文 吉  

東海岸 

北三丁目 

   工学博士（河川学者） 

 

43 
西 村 

東海岸 

北四丁目 

   慶応大学功労者 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第四回（昭和６０年１０月１８日）の記録 

     講 師   川添 隆行   

     記 録   佐藤 圭子   

 <今日のコース> （順不同） 

《東海岸地域》 
進別荘    岩本、伊藤    広田    松内    南部（頼精）  

 

   櫟本    馬場屋敷    粟津    増田    坪井  

 

   牧野    小橋（原口）    イサム・ノグチ   

 

   石黒（仁井田）    平井    山田    ジョセフ 

 

 

《菱沼海岸、白浜地域》 

井上    笠、小林    ゾルゲ・タイセリッチ    竹内  

 

   甲野    田村    荒畑    大場 

 

 

《松が丘等地域》 

中泉    藤井    平山 

 

 

 今日は一中通りより西、東海岸南５．６丁目、北５丁目、菱沼海岸、白浜町、

松が丘の一部をまわります。 

 今は、家並みが建て込んでいて、昔の面影を偲ぶことはできません。 

明治時代は、畑、水田、原っぱだったと思ってください。 

 尚、この「一中通り」は市役所では、「本村泆道」と言っています。 

 

＜岩本・伊藤＞ 

 出発前に追加させて下さい。広田精一の大正４年１１月の地図を見ますと、

進別荘の北隣に伊藤・岩本の二つの別荘があります。伊藤は明治４１年８月に



１３円６０銭を出した伊藤恭四郎でしょう。岩本はどういう人かまだ見当がつ

きません。ともかく、ここに広田・進・伊藤・岩本 ４戸がかたまっていまし

た。 

 

＜停車場裏道路＞ 

 この道「本村イツ泆道・一中通り」は、明治４１年８～９月に道路改修をし

た時は「停車場裏道路」とよんだようです（市史２巻５３０ページ）。この頃は

駅南口はありません。表道路は今の銀座商店街のことで、裏道路は今の相模線

ホームあたりから、踏み切って徳州会病院東側に出て、柳田別荘下から、まっ

すぐ海へというコースだったようです。これを人力車が通れるように改修した

いが、村では１５０円足りない。そこでこれを利用する１７人が１５７円集め

て寄付したというわけです。 

 尚、柳田為正氏の手紙によりますと、大正１１年頃、この進別荘、広田別荘

は  「小松原で、橙色の屋根が一種の風景だった」  そうです。 

 

＜広田別荘も近代化＞ 

 皆さん、お気付きの方もあったでしょうが、あの角に「広田邸工事」という

新しい標柱が立ちました。一ヶ月前にはありませんでした。由緒ある別荘も、

その現状はひょっとすると、見納めになるかもしれません。予定を変更して行

って見ましょう。 

 一行６０名は、進別荘北半分 1,600 坪に本年夏、できたばかりの大マンショ

ンの北東角を右折し、元山階宮別荘跡を左手に、広田別荘に入っていった。手

前の方には現在広田貞雄、広田守道（精一次男）、広田勉、広田美奈子さんなど

１６戸の住宅があるが、その中を抜けて奥の方へ一歩足を踏み入れた瞬間、こ

はいかに、かれこれ１４０メートル平方に及ぶ広大な屋敷というより、森林の

ど真中が東西南北十文字に伐採され、そこに幅員１０メートル位の道路が４本

作られつつある。ブルドーザーが２．３台、土木技師が１０名位、働いている。 

 広田精一は広島県で明治５年頃生まれた。２３年第一高等学校に入学（桑木

厳翼らが同級）、２６年東大工学部の電気科に進んだ。この電気科の同級となっ

たのは、のちに妹が有名になった鳳秀太郎（与謝野晶子の実兄）や、日窒コン

チェルンを築きあげる野口遵、市川誠次ら、わずか数人であった。教授は藤岡

一助博士で、アメリカから帰ってランプ亡命論を唱えた。といっても当時日本

の電気に関する知識は幼稚なもので、電灯は不思議な物、危い物であった。広

田、鳳、野口、市川らが大学勉強している明治２４年１月２０日国会議事堂が



全焼したので、原因を調べたら漏電だったので、宮城も市内も電灯をやめて、

ランプの時代にもどった。宮城内の一部に再点灯の許可が出たのは一年後だっ

た。と、いうように、電気の学問は始まったばかりでした。精一はこのように

して、明治２９年大学を卒業「電気の工学士」となった。そして大学教授で生

物学者の大沢謙次博士の娘を嫁にもらった（高橋誠一談）。 

 それから１０年位して、進経太先輩と共に、ここに広大な別荘を構えた。両

者の境界線はあるのかないのか、要するに両別荘合わせて東西２２０メートル、

南北３００メートル、２万２千坪にわたった。２人協力して東海岸別荘族の草

分けとなった次第です。そして、松を植え、エニシダの種子を蒔いたことは、

たびたび述べた通りです。広田さんは、松だけでなく、杉、楠、ぶな、けやき、

榎 等々多種類大量の樹木、灌木を植えた。 

地上にはハッカ、コスモス、ツキミソウ（宵待草）、それに今はもうないけれど

も、カワラナデシコ、クマガイソウ、シュンラン、ハマボウフウ、ハツタケ、

ヤマユリ、オミナエシ、リンドウ、エビネが自生した（斉木操さん調べ）。 

 広田さんは、計画的に茅ヶ崎海岸に育つ植物は全部植えて、一種の自然森林

にしたのかもしれません。春には大輪の白のツツジが、道行く人々の目を楽し

ませてくれた。あまり見事なので、私は垣根の外から手を伸ばして枝を折って

帰ったことがあります。 

 明治４１年８～９月に広田さんが先頭に立って、停車場裏道路改修に協力の

ため１７人から１５７円８０銭を集められたこと前に述べました。 

 大正初年には麹町区内幸町（新橋駅日比谷公園の間）に「工学士事務所」を

持っていましたが、大正４年１０月１３日と１１月１８日の横浜貿易新聞によ

ると、茅ヶ崎町が天皇即位記念として青年会館を新築し、１１月１６日に披露

会をおこなった席上で『欧米漫遊の所感』という講演を行っています。 

 また伊藤町長の求めに応じて、「茅ヶ崎海岸道路略図」（大正４年１１月２４

日作成）を添えて、詳細な『整理意見書』を提出しております（市史２巻５４

２ページ）。広田さんはこのように、まことに積極的に町政に尽力、貢献しまし

た。終戦まで、茅ヶ崎海岸をおおっていた有名な松林、これも御大典記念に植

えたものでしたが、広田さんが東京神田錦町で、やはりこの頃財団法人電機学

校理事となり、有名な電機学校（今の東京電機大学）を創設したのも、この頃

でした。 

 「大正８年頃、同じく東海岸に別荘のある津田医師（浜町病院長）らと、駅

南口を作るのに奔走した」（文化の姿５５号） 

 実際に南口ができる５年前のことである。 

 そして大正１０年１２月９日勅令節４５６号をもって、神戸高等工業学校が

創設されるに当たり、その初代校長は広田さんとなったのでした。以来、高等



工業教育は東の手島精一、西の広田精一と謳われることになったのです。 

 大正１２年４月の東土地電気鉄道（茅ヶ崎   鎌倉間）株式会社発起人名

簿（３９人）を見ると、茅ヶ崎の人としては、地元の有力者伊藤里之助、伊藤

清左衛門、伊藤一郎、新田信、水沢善治、森芳男と並んで、別荘族として広田

精一、竹内明太郎、池田宏の３人が名が見えます。 

 広田家の一族は、今もたくさんここに住んでいられます。うち２人は、「茅ヶ

崎お早う会」のメンバーでもあります。 

 それにしても時代の波は、ここにも迫りました。自然はいつかは変わらねば

なりません。すばらしい近代住宅地となっての再出発を祈りましょう。 

 芝子丁種氏は、１９６６年６月の『文化の姿』に次のとおり寄稿した。 

 ○広田精一は、神戸高工（神戸大学の前身）の初代校長であったころから、

昭和４０年神戸大学に銅像が立ち、次男守道氏は招かれて除幕式に列席した。 

 ○守道氏は、横浜高工教授であった。そのためか親子をとりちがえて、広田

精一が横浜高工創立者だったと、よく誤伝されるそうだ。 

 ○精一の茅ヶ崎における大なる功績は、江ノ島から相模川口にかけて大々的

に松を植林したことである。職人を百人も使ってやったということである。戦

前茅ヶ崎のほこりだったあの広大な松林帯は、ほかならぬ広田精一が植林した

ものであるわけだ。 

 ○広田家は、常時ここに住み、子孫は茅ヶ崎小学校に通学した。次男守道氏

は、同校の卒業生である。ハカマをはいて登校するのは守道君だけであった。

同級生達には「御学友」といわれていたそうだ。 

 ○長男は田園調布に住んでいたが、昭和３９年ごろなくなった、とのことだ。 

                                （芝子） 

 

＜松内則三＞ 

 広田屋敷北口、広田美佐子・勉さん、大内光昭・千代子さん、ウオルター・

ドナルドさん跡の前を抜けると、東西に伸びる旧道に出る。そこを左折して右

手三件目（東海岸南５丁目３の４１）は、故松内則三アナウンサーです。相模

放送の草分けでした。６０年前の早慶戦の興奮の最中に「鳥が３羽飛んでいま

す」とやって、大評判になった人です。 

 「昭和４８年秋の巨人・阪神の優勝争いは近来にない面白さだった。秋も深

まりナイターから薄暮試合になった夕暮、ラジオで解説していた水原茂氏が“昔

松内アナウンサーが、鳥が２羽３羽と言ったのは今頃の時刻でしょうね”と言

った。４０年以上も前の“夕暮迫る神宮球場、ぬぐらに帰る鳥が２羽、３羽”

の放送がいまだに語りぐさになるとは、このことばが余程人々の胸に共感をあ



たえたのであろう。その松内さんに一つくせがあった。それは引っ越し好きで、

それも借家を渡り歩くのではなく、新築して数年住むとまた新たな土地に家を

作る。東京から神奈川に来られてからも、日吉、上大岡とこれを繰り返してこ

られた。私にとっては大先輩が近所に来られたので、早速新邸に伺ったところ

“ここは今までと違った全く新しい所で、今度こそ死ぬまでもう絶対引っ越し

はしない”と嬉しそうに言われた。そして４７年１月そのことば通り、茅ヶ崎

で亡くなられた」（山村恒雄）。山村さんは松浪２丁目の日本放送協会社友、文

化人クラブ副会長です。 

 

＜檪木幹雄＞ 

 南部辰丙のことは前回（２１ページ）で述べました。南部邸の南境を右手（東）

へ少し行くと、左手（北方）に、幅員の広い新道と近代的分譲住宅地が展開す

る。近年まで檪木（いつき）幹雄邸でした。 

 この人は明治１７年生の山口県人。東京高商（一ツ橋）を出て、日本郵船に

入社、昭和１３年ごろは専務で、代々木山谷に住んでおりました。戦争中は、

子会社朝鮮郵船の社長で、京城府新堂町が住所でした。このころこの土地を買

って、家を建てたのでしょう。 

 私も町ではよくお目にかかり、恰幅（かっぷく）のいい人で、茅ヶ崎には郵

船の人々が多く、それらの人々にしたわれておりました。屋敷の中に入ったこ

とはありませんが、南部さんと小橋さんの間の、東西は４０メートルですが、

南北は１００メートルに及んでおりました。昭和５０年１月１１日、９１歳で

なくなられました。それから数年後にこのように分譲されたのです。今は最北

部の福田勇さん（元富士写真フィルム社員。現在弓道、ゲートボール）など、

８～９世帯になっています。 

 

＜馬場屋敷＞ 

 南部別荘跡の南西角（東海岸南５丁目２の５７）から東の方約２５０メート

ル、鰻が這っているような旧道がある。左（北）が坪井正五郎別荘跡、右（南）

が馬場屋敷等でした。大正時代に両側の別荘族が協力してつくった道である（石

田勲）とのことです。 

 まず、馬場屋敷について。今、この道の中央部の南側に、馬場芳春さん、田

中光二さんの表札がありますが、これから南方、家の数で約２０数戸がそうだ

ったようです。鈴木豊氏（文学、大学教授、同人雑誌『帆』の編集長）などで

す。この開発者は名前は聞きもらしましたが、よほどの実業家だったのでしょ



う。私たちはその長男の鶴蔵（つるぞう）さんをよく知っていたわけです。日

本護嘆協会の役員で、銀座の交詢社の常連でした。大正デモクラシー青年で、

やはり近くにいた平野富次郎さんらと中海岸の加藤時次郎の研究会に通い、そ

こでローザ、ルクセンブルク、カールリープクネヒトなどの名を知ったという

ことでした。戦後は茅ヶ崎社会党幹部から民社党支部の創立者となり、市長に

も立候補しました。また片山哲、笠信太郎などに接近、世界連邦運動にも熱心

でした。昭和４６年１２月２６日に死去。その子が芳春さんです。 

 

＜粟津清亮＞ 

 馬場鶴造さんの生前の話によると、損害保険の大家粟津清亮（せいりょう）

もこのあたりにいたということです。 

 明治４４年（１９１１年）５月１５日、日本傷害保険株式会社創立総会がひ

らかれ、資本金１００万円、本社は東京、社長は粟津ときまった。これがわが

国傷害保険の初めでした。 

 翌４５年４月３日には、東京物品火災保険株式会社が日本不動産火災保険株

式会社として、改組、再興することになり、その社長に粟津が就任した。 

 昭和６年（１９３１年）日本不動産火災保険（株）が、東邦火災（株）の株

式の約半分を買収して、粟津社長が同社の社長を兼ねた。 

 

＜増田高頼＞ 

 関東大震災で全潰した別荘のひとつに海軍少将増田高頼の別荘があります

（市史２巻５４５ページ）。さらに昭和３年１月現在「本土に住宅及別荘を有す

る諸名士」（５４８ページ）にもその名があります。牧野英一と小橋一太の間に

並べてあるところを見ると、どうやら馬場屋敷の近辺だったろうと考えられま

す。 

 高頼は大正８年１２月１日に少将に昇任して、その日待命となり、９年８月

予備役に編入。そのころ、このへんに別荘を置いたのでしょう。大震災後の１

３年６月に後備役となりました。そして昭和３年１月にもこの地に住んでいた

わけです。 

 

＜大沢別荘（東海岸南）＞ 

 広田精一の大正４年１１月の地図を見ると、当時このあたりの別荘の世話人

だった小島兼吉家の一中通りを越えた東南方で、前記岩本、伊藤、進、広田の



北方に大沢という別荘があった。この地図にはいろいろ誤記があるにはありま

すが、広田別荘のすぐ近くをまちがえるとも思えません。それによると大体、

今の馬場屋敷の方面に当たります。しかし、どういう人物だったかはサッパリ

わかりません。なお、南湖の大沢寺次郎でないことはもちろんです。 

 

＜坪井正五郎＞ 

 文久３年（１８６３年）に江戸で生まれました。明治１１年（１９２２年）

大学予備門（義兄箕作元八の１年後輩）に入学、人類学をめざし、１７年東大

理科を卒業。在学中モースの大森貝塚発見に刺激され、卒業後渡英して、人類

学を研究、帰国後母校の教授となった。この間明治１７年東京人類学会を創立

『人類学雑誌』を創刊、のちその会長。人類学開拓者として、著作多く、明治

２０年日本の石器時代の住民について、アイヌ説に反対し、コロボックル説を

唱えた。２５年１０月２８日帝国大学理科大学において人類学の講座を担当し

た。主著に『人類学講義』『はにわ考』などがある。とにかくわが国人類学の鼻

祖でした。 

 明治３９年９月１４日のこと、政府は当時わが国第一級の学者として２５名

を帝国学士院会員に選んだが、正五郎はその１人であった。 

 さて、茅ヶ崎に別荘をもったのは何年か。義兄元八が明治３９年１０月に伊

藤村長に送った書簡によると、（イ）坪井地、（ロ）その隣地、（ハ）前面砂地は

おかげをもって、ほぼ決定とのこと感謝します。愚兄（菊池大麓）が買収する

地面は銀行との交渉を要し登記が長引きますが、坪井と私の分は、それを待っ

てはいられないので、速に手続きを済ませた方がよいと愚兄が申しますので、

そのように致すことにした。上記のうち、イ、ロ、ハは、はたしてそこのこと

か、手続きの文面ではハッキリしない。中海岸のことのようでもある。とはい

え、明治４１年８月以前に、ここに別荘をかまえたことは、諸資料によってま

ちがいない。学士院会員になった記念だったかもしれない。正五郎はこの別荘

を作ってから、６～７年後、大正２年に死去した。文久３年（１８６３年）生

まれだったから、まだ５０歳だった。正五郎の死後も、１０数年間はこの坪井

別荘はあったらしい。たとえば、関東大震災当時、坪井別荘がここにあったと

記憶している人がかなりある。 

 正五郎夫人は箕作秋坪の娘、したがって菊池大麓、箕作元八の実妹で、名は

直子といった。それで、「正直夫婦」といわれたそうだ。「正直夫婦」の娘静子

（せいこ）は、牧野英一夫人である。そんなわけで、牧野博士は大正初年に、

坪井の所有地の東北端を分けてもらって、別荘をつくるのである。 

 



＜小金井良精＞ 

 小金井良精（よしきよ）もこのあたりに関係があったらしい。と、いうのは

「大震災当時小金井博士の息女たる素子（もとこ）さんが、坪井別荘、あるい

はその近くの家に滞在していた。素子さんの義父に当たる老人が圧死された。

本村の渋谷家の前を棺に入って北へ通過された」と記憶していると語る古老が

あった。また当時尋常３年生であった柳田為三氏の震災直後の作文の中に「そ

の時おばあ様もお母様（国男夫人）も血だらけでした。それから松林に居ると、

しんるいの小金井さんと安東さんがきて、つなみがくるといけないというので

…」という一節がある。ふたつとも子どもの印象だから、今考えると矛盾が多

いが、小金井良精がこのあたりに別荘を持っていて、その親類の１人が圧死し

たことは事実のようだ。 

 良精は安政５年（１８５８年）、新潟県の生まれ。東大卒。明治１３年（１８

８０年）ドイツに留学。帰国後の１８年東大教授となり、日本人初の解剖学担

当教授となった。医学博士。人類学の研究に力を注ぎ、日本の石器時代につい

て、骨格の研究からアイヌ説を唱え、考古学にも貢献した。だからむしろ３人

類学者といわれる。解剖学を研究し、アイヌの研究、朝鮮人、日本人の骨の研

究にも貢献した。学士院会員にもなった。なお、このアイヌ説に対して後輩（５

つ若い）の坪井がコロボックル説を唱えたわけだ。良精は昭和１９年没。８６

歳。 

 良精の妻きみこは森鴎外の娘で、文名があった。明治２５年７月には父鴎外

と親子で『美奈和集』（翻訳、小説、詩）を刊行、３９年５月『水沫集』と改題

した。 

 なおまた星製薬の創立者星一の妻は良精・きみこの次女であった。福島県錦

町（いわき市錦）の星き三太は県会議員、村長などであったが、一はその長男、

明治６年１２月生。３４年ニューヨーク、コロンビア大を卒業。在学中から邦

文、英文、日英文の週報、雑誌等を次々発行した。帰国後星製薬（医薬品メー

カー）を創立、当時日刊新聞最大の広告主であった。明治４１年に衆議院に福

島県から初当選、昭和１２年、１７年にも当選した。 

 星一の長男が、ショート・ショートの星新一。東大農芸化学科出身。大学院

を含め理化系課程を５年学んだ。父は大正時代の代表的薬品メーカーで元代議

士、母方の祖父は東大医学部で日本の自然人類学の創始者（祖母は森鴎外の娘）。

戦後まもなく父を失い、２４歳で会社を引き継ぐ。巨額の負債と営業不振で、

数年で倒産。苦しい現実から逃避したい心理も働き、SF 創作へ。奇想天外なア

イデアと独特の黒いユーモア。父祖譲りのパイオニア精神で生み出したショー

ト・ショート形式の「現代のおとぎ話」は千編を越す。官憲の理不尽な弾圧と



亡父の悲劇の生涯を描いたノンフィクション『人民は弱し、官使は強し』は切々

と胸を打つ（朝日新聞・新人国記 ‘８５） 

 

＜牧野英一邸跡＞ 

 東海岸５丁目２号地中２２ないし２５番の約８００坪、今高月、長篠、石野、

小林、関谷、宮原、竹田、荻原、中曽根の９戸がある所が牧野英一邸でした。

前に述べた「正直夫婦」の所有地だったところの１部＝北東角に当たります。 

 明治１１年岐阜県高山の公事宿（地方から代官所に訴訟などで出て来た者を

宿泊させ、訴訟手続きなどを代書する）の明治初年の主人牧野伊平という人の

子に英一、良三が生まれた。英一は刑法学者、良三は政治家になった。英一夫

人は静子（せいこ）、良三夫人は静子（きよこ）といった。 

 英一は２９年第一高等学校、３２年東大仏科に入学、３６年卒業、母校の教

授、法学博士となった。「刑法の牧野か牧野刑法か」と言われる。 

 大正７年岳父の死去の前後、この土地を分譲してもらって家を建てた。大正

１０年だったか初めて電灯がついた時はうれしかった。１２年の震災では、近

くの南部辰丙、増田高頼、長野宇平治、山田薫、原口兼斎らの別荘を同様に全

潰したと記録されている（市史）。なお、坪井家別荘もまだ残っていたらしいこ

とも前記のとおりだ。 

 昭和１０年代には帝国大学における官等筆頭教授、学士院会員、住所は小石

川大塚坂下であったが、定年退官後は、ここをもっぱら自宅とした。 

 終戦後茅ヶ崎ペンクラブの会長格となり、２５年第９回文化勲章を受章、文

化人クラブ会長、名誉市民第１号となった。終戦大岡祭を復活する時、越前守

が乗ったという駕籠があるというので、徳川時代の有名な刑法官のカゴに昭和

の有名な刑法学者を乗せて市内をかついでまわろうときめたが、カゴのハナシ

はデマだとわかり、ガッカリしたことがある。 

 昭和４２年２月本を 1 冊書き上げたトタン、脳せんが切れた。毛細血管だぁ

ら絶対安静にすれば必ず治ると医者は言ったが、本人はあのとおり、じっとし

ていないので、どんどん悪くなって、夏は葬式というところまでいった。４２

年１２月の『文化の姿』によれば、「言語障害をおこし、様態が察せられる。４

３年１月２２日国立第一に入院。部屋もよく、設備も上々、医者も看護婦も親

切で本人も大喜び。相変わらず、大声を出して仕様がない。精神科に回すかど

うか研究中。思い切り強いクスリを飲ませると、とてもおとなしくなる。３月

２０日に満９０になる。先日京都と東京で先輩が２人なくなったので、今や学

士院最年長となった。室内は１８度に保ち、こんど（２月１５～１６日）の大

雪にも夏姿でニコニコ。主治医は小山善之（よしかず）氏。門第法学士の妹の



主人なので、若い時から先生の体を見ている。なお純夫（実質長男、元毎日新

聞、当時東経大教授）も、父親に似ず変わった男で、先日久しぶりにやってき

て“おふくろ、ごまかしたナァ、この分ではおやじはまだ２年は生きるネー”（４

３年２月１７日奥さんに聞いたま） 

 牧野博士について語るとキリがありませんが、まだ若いころ、すぐ向こうの

仁井田博士（大先輩）のところにたびたび押し掛けて、大きな声でしゃべって

いると、先生、ウンザリして“もう帰れ”と追い出された。それからいつ行っ

ても門払いでしたナァ…。これは英一博士本人の回顧読の１つ。文化勲章祝賀

会のとき、当時の市長が「先生は有名な憲法学者で、私のむすこも東大で先生

の憲法を聞いて勉強しました」とやった。司会者はビックリ仰天した。先生は

やおら“憲法は美濃部さんで、私は憲法はちっともわからない。刑法を少々や

りました” 

 東大で牧野先生に続いて刑法をもったのは小野清一郎はかせ。牧野門下の秀

才でしたが、やがて小野博士の出藍ぶりが気にいらない。忘恩の徒だとか何と

か何かとクソミソに言い始めた。これは学界で「まことに困ったこと」の１つ

になっていた。ある時朝日新聞の小野教授人物評に「故牧野英一」とある。牧

野さんの耳に入ったら大変だ。ビックリ仰天してデスクに電話、２版目から訂

正されていた。 

 昭和４４年１０月１９日牧野純夫（『円、ドル、ポンド』の著者。東経大教授）

が、伝通院近くの本宅で、原稿を書きながら急死したのにはおどろいた。それ

から、半年後の４５年４月１８日先生がなくなった。 

 ９２歳 1 ヶ月と２日であった。東京での葬儀には市長以下市役所幹部が参列

しました。名誉市民だったのです。清子さんはその後もここに 1 人でおられ、

たびたび呼び寄せられたが、結局、４６年５月ごろ、横浜のむすめさんの方へ

行かれ、数年後に亡くなられました。 

 牧野家の墓は飛騨高山だが、英一夫婦は特に三鷹市武蔵境駅近くのカトリッ

ク墓地に埋葬した。 

 何度も言いますが、この牧野邸の東方と南方はずーっと原っぱと畑でした。 

 今の長篠さんの家、石野さんと中曽根さんの間の門と郵便受けには、当時の

面影が残っております。 

 このちいさい門の前を過ぎるとまもなく小橋一太別荘の大きな古い門構えが

あります。 

 なお、牧野邸から南へ３軒目の古橋隆之さんの奥さんの実父は吉江喬松（弧

雁）のいとこだったそうです。 

 



＜小橋一太＞ 

 元牧野邸跡前を北へ、小橋邸の東側です。昔の正門、大きな屋根付き、今は

使っていませんが。垣根はトゲの鋭いヒイラギ（柊）、高さ１メートル位のと２

０センチ足らずの２種がとりまいている。ちいさい方は「ネズミヨケ」「アリオ

トシ」などといいます。蟻しか通れない。まして泥棒は指も差し込めません。 

 小橋一太は熊本県の出身、東大英法科を明治３１年に卒業（南弘らは２年先

輩。美濃部達吉らが同級生。牧野英一らは５年先輩）。まず、内務事務官、参事

官をへて、４３年衛生局長、大正２年地方局長、３年土木局長、７年４月内務

次官水野練太郎が寺内内閣の内務大臣となったので、その後任に昇任した。次

官は４年間、１１年６月までつとめた。その間水の、床次両内相に仕え、床次

系となった。その間９年５月の総選挙に熊本県４区で与党政友会から初当選。

大正１３年１月清浦内閣（非政党、超然内閣）の内閣書記官長にばってきされ

た。政友会は清浦内閣を支持するかどうかで大分裂、床次、中橋、元田、山本

らが与党政友本党をつくった。政府は１月３１日衆議院を解散、小橋は当然与

党から２度目の当選をはたしたが、与党は大敗、内閣は総辞職し、加藤高明護

憲３派（憲政、政友、革新）内閣となった。このころ、ここに別荘を置いたわ

けである。 

 昭和３年の総選挙では憲政会と政友本党が合同して野党民政等になり、小橋

は民政党に属して３度当選したが、与党政友会２１９名、民政党２１７名で政

局は硬直した。 

 ４年７月民政党浜口内閣が成立、小橋は文部大臣として初めて入閣した。し

かしまもなく越後・山手両私鉄疑獄事件が問題化し、１１月２９日辞表を提出

した。１２月１８日召喚、５年３月７日起訴、１２月２０日懲役１０ヶ月の判

決があり、６年８月１０日控訴院で無罪となった。 

 ２・２６事件後の近衛内閣の推薦で、１２年６月２８日東京市長（永田秀次

郎の後任）に就任した。１４年４月１１日辞表を提出、１０月２日没した。 

 このような実力者が、この庭園（３千坪）をつくりあげたわけです。池を真

ん中にして、大・中・小の樹木がびっしり、この外側に町や家並みがあること

などを忘れてしまうほどです。池には北欧産などをまじえて色とりどりの鯉が

数百尾、奥さんが手をたたくとザーっと集まる。ただし、水道料と消毒が大変

だそうです。背後の本屋は、３０畳ぐらいの大座敷をふくめて、横浜の三渓園

を思わすような大書院づくり。なんでも、茅ヶ崎最初の銅板葺きだったともい

われます。御内幣金でつくったと一太さんが言っていたとか。 

 奥さん（次男夫人）は塚本男爵から来たと聞いております。塚本勝嘉のこと

でしょう。岐阜県出身、明治２７年ごろ歩兵第６連隊長、２９年陸軍大学校長、



３０年少将、初代歩兵第２１旅団長、４０年９月男爵、４１年末休職、４２年

後備役となり、４５年１月１６日に亡くなりました。終戦時の男爵家の当主は

塚本浩次。次男夫人は勝嘉の孫くらいでしょう。 

 当時一雄さんは一太の長男で、９０歳位です。交通安全友の会本部、神奈川

県特別機動団を育成してきました。そのためこのように多数の機動自動車が絶

えず出入りしているわけです。市内の大きな庭園が次々と姿を消す中で、この

小橋邸は今や茅ヶ崎の名所となりつつあります。 

 機動隊の出入り口を出るとすぐ左手、小橋邸の西隣にやはり大きな松樹の屋

敷があります。一雄氏の実弟の桜井鎮雄さん、小橋東男さんです。さらに、奥

の方（小橋邸の南に当たる）に岡崎さんなど４戸があります。たしかなことは

わかりませんが、ここが、原口男爵跡かと考えられます。 

 

＜原口兼済男爵＞ 

 原口別荘はこの小橋さんのあたりだったと聞いております。明治４１年８月

に１３円６０銭づつ出し合った８人の中にその氏名があります。兼済は大正８

年６月１８日に亡くなっています。大正１２年に別荘が全潰した時の当主は兼

綱です。昭和３年１月の一覧表に「東海岸、陸軍中尉男爵原口兼済」とあるの

は、先代のことをそのまま表記したのでしょう。なお、同表には別に「東海岸

小橋一太」もあります。ということは、両別荘は当時並立していた。原口別荘

は今の小橋邸の西南隣、つまり小橋東男、桜井鎮雄さんなどの所だったかもし

れません。なお、昭和１３年ごろの男爵家当主は原口一郎、１９年ごろも同じ

ですが、その時分には、原口男爵家はすでに茅ヶ崎にはありません。 

 兼済は、大分県士族、明治５年陸軍少尉に任官、２４年大佐で戸山学校長、

２６年近衛歩兵第一連隊長（歩兵学校校長の後任は安東貞美）に転じたが、日

清戦争後の２９年安東のあとをうけて再び同校長、３０年９月竹橋、柴野らに

つづいて少将に昇進、初代歩兵第２０旅団長となった。３１年台湾混成第一旅

団長、３３年歩兵第１７旅団長、３６年７月より休職中のところ、日露戦争勃

発で、３７年１０月教育総監部本部長に補せられ、３８年１月中将に昇進（安

東と一緒）、２月野戦第１３師団長として出陣、４月１日留守第１師団長、次い

で樺太占領軍司令官に補せられ、９月２９日東京に凱旋。３９年休職。４０年

９月男爵。このころもらったボーナスで、ここに別荘を置いたわけです。４０

年１１月予備、大正２年５月後備。８年６月１８日薨じました。 

 原口別荘が昭和３年にあったことは既述しましたが、その後小橋一太氏が吸

収したのであろうと思います。 

 



＜鉄砲道と南湖小和田線＞ 

 この２つを混同しないよう注意してください。桜井さん、小橋（東男）さん

の所から、１５メートル北西へ、そこで２つ合流します。この鋭３角形に佐々

木卯之助の碑が立っている。ここから西の方は、中海岸まではほぼ同じ線上で

すが、東の方はまるで違います。前者は何度もカーブしているが、後者は直線

で、東海岸北と松が丘を貫いています。そのため南湖小和田線を鉄砲道と呼ん

だりすると、種々混乱がおこります。これから行きます仁井田さん、中泉さん、

田中さん、五十嵐さんは、鉄砲道の北側（東海岸北）で、南湖小和田線の南側、

あるいは両側に当たります。新住居表示が鉄砲道を境界として決まったあとで、

南湖小和田線ができたので、そのややこしいことになった次第。 

 

＜ヨネ・ノグチ、イサム・ノグチ＞ 

 仁井田さんの手前の鉄砲道北側の高松さんの所に、野口米次郎、勇父子がお

りました。戦後そのことを牧野純夫君に聞くと、そうだよ、イサムと年のころ

も同じだし、よく遊んだよ。甲野さんの山のゼミをとったり、前の川でフナや

ドジョウをすくった。と教えてくれました。 

 米次郎は明治８（１８７５）年、愛知県生まれの詩人。慶応義塾卒。渡米中

エドガー・アラン・ポーに傾倒。１９０２（明治３５）年、英詩『東海より』

を刊行。ヨネ・ノグチの名で知られた。帰国後母校で英文学を教えながら、あ

やめ会をおこし、日英米の詩をひとつに集めた『詞華集』を出版。また伝統美

術に心酔し、『北斎』『広重』『光悦』などの美術評論を発表した。英文詩集『夏

雲』『巡礼』、詩集『二重国籍者の詞』『林檎一つ落つ』などがある。 

 イサム・ノグチは、ヨネ・ノグチとアメリカの作家レオニー・ギルモアを両

親として１９０４年ロサンゼルスに生まれた。日本で幼少期をすごしたあと、

アメリカで学び、のちにパリでロダン以後の現代彫刻に新しい地平（水準）を

ひらいたコンスタンチン・ブランクーシに師事した。岡田隆彦は１９８５年秋

「ニューヨークのロングアイランドシティーにある『イサム・ノグチ庭園美術

館』をたずねた。マンハッタンから東５９丁目のクイーンズボロー橋を渡って

間もない工場街に設けられている。室内の石彫群を見ていると、深い静けさに

包まれる。ほぼ 2,300 平方メートルの土地に２階建ての建物と庭がある。そこ

に、現代彫刻の世界的代表であるイサム・ノグチの作品が展示されている。１

９８５年の５月から公開された。 

 イサムは早くから彫刻を庭と関連させて制作した。日本の『遊び山』『古山水』

を念頭において、パリのユネスコ本部の庭園（１９５６～５８）、チェース・マ



ンハッタン銀行プラザの庭（１９６１～６４）などを設計しており、１９６０

年末から始まる、『ランドスケープ・テーブル（風景卓子？）』の連作石彫へと

集約している」（岡田隆彦・詩人、東京造形大教授） 

 イサムは間もなく８１歳になるが、「現在も高松市郊外とニューヨークとを往

復しつつ、石の原型的な形を追求し続けている」（同） 

 

＜石黒忠悳（ただのり）＞ 

 仁井田邸は、鉄砲道の北方から南湖小和田線の北側にまで及ぶ、南方１１０

メートル、東北１３０メートル、約 5000 坪の広さです。これは最初石黒忠悳（た

だのり）が買い付けたものです。 

 例の明治４１年８月の寄付募集予定者１１名中８人は１３円６０銭づつ集金

済みであるが、南部頼精、平井、石黒の３名には金額の記入がない。この３人

は土地だけで、まだ家が建っていないなどの理由があったものでしょう。この

うち南部と平井（政遒）はやがて別荘を建てましたが、石黒は結局家を作らな

いまま、この土地を仁井田益太郎に譲歩したということです。木村昇（共同通

信論説委員、東海岸、故）が、石黒忠篤（忠悳の長男）の伝記を書く時に、そ

のことがわかりました。それにしても、軍医総監の大物が、ここに目を着けた

ことが、この近くに中泉、平井、甲野など、軍医とか宮内省侍医とかが、群が

ったきっかけだったか、とも思われます。 

 忠悳は弘化２年（１８４５）に福島県で生まれたが、新潟県人ということに

なっている。江戸に出て医学所に学び、須田経哲（中海岸）にも学びました。

上野の戦争では彰義隊も官軍も区別なく治療したなど、明治の諸戦役に軍医と

して活躍。陸軍１等軍医正となり、１２年３月東京大学医学部の開校に際して、

その総理心得、次いで綜理となった。次いで陸軍軍医監、陸軍省医務局次長、

２１年陸軍軍医学校長、２３年軍医総監、陸軍省医務局長、２８年８月２０日

日清戦争第２回論功行賞で坪井航三らと男爵。３０年新制度の初代陸軍軍医総

監。３０年、休職、３４年予備役。３５年貴族院議員、大正９年２月枢密顧問

官（１０９代）、同年９月渋沢栄一と２人で子爵という大物。その間西洋医学の

普及、軍医制度、医事制度の創設に抜群の尽力をした。また中央衛生会会長、

日赤社長にも歴任した。 

 種々話題の多い人でした。明治２８年３月下関で日清講和談判の最中の２４

日、清国全権辨理大臣李鴻章が第４回会談を終わり退出の途中、旅宮引説寺門

前で兇漢小山豊太郎（録之助）にピストルで狙撃されて、負傷したので、政府

は大あわて、日本側の全権辨理大臣陸奥宗光は軍医総監石黒忠悳と外科医佐藤

進（順天堂）を伴って見舞い、石黒、佐藤が手術をおこなったのでした。 



 昭和４年１２月、久保田譲、岡田哲介と３人で議定官（皇室財政最高評議員）。 

 昭和１６年、９７歳でなくなりました。長男忠篤もなかなかの人物で、「農政

の神様」「農林省の大御所」などと有名でしたが、７０歳ぐらいのころ、父の枕

頭に顔を出したところ、“お勤めはどちらですか”。うすきみ悪くて早々退散し

たという話もあります。 

 

＜仁井田益太郎＞ 

 訴訟法の大家でした。福島県出身。明治元年生。明治２０年第一高等中学校

に入学、２３年東大独法科に入学、２６年卒業。法学博士。母校の教授となっ

た。その間大正８年７月から２年間法学部長。貴族院議員にも勅選された。終

戦直後死亡。 

 今のこの表札の秀穂氏は長男。最高裁調査官でした。その長男益男氏は共同

通信外信部のベテラン。文化人クラブ会員。例の南湖小和田線（２車線）が仁

井田屋敷を東西に貫通しました。そのため北端部の約２００坪は、その北側に

離れ島（５丁目１６号の６１）のようになり、そこには今、清光不動産、洋品

トントン、ワコムビル等が建ち、仁井田事務所、ギャラリー瀬洞奈、アトリエ

湘南、ブティック青山、益友社クリニック、鈴木歯科、綜合通販など仁井田家

ゆかりのオフィス等があります。 

 なお、大通りの南側の本屋の東方部約 500 坪が工事中ですが、これは、茅ヶ

崎市の海岸地区（中海岸・東海岸）コミュニティーセンター（コミセン）です。 

 

＜仁井田隆＞ 

 「益太郎の妹の子です。私から見ると父秀穂のイトコです。またこの家に長

期滞在したことはありません」（益雄）が、やはりわが国が誇る学者のひとりで

した。 

 昭和９年、『唐令拾遺』によって帝国学士院賞を受賞した[同時に坪井誠太郎

は火成君の成因に関する研究で受賞した] 

 ４１年１月１日朝日文化章をおくられた。中国法制史研究が評価されたので

あった。この時は「東大名誉教授、６２歳、ロンドン滞在中で、礼子夫人（５

４）、姪の田中淳子さん（２４）といっしょに、静養の日々をおくっている」（文

化の姿５２号） 「明治３７年１月１日、仙台市に生まれた。松本高校をへて、

昭和３年東大法学部を卒業、中田薫博士（学士院会員）のもとで、中国の法と

社会と歴史、特に中国法制史の研究が始まった。最初に手をつけたのが、『東洋

法制史の枢軸』とまでいわれる唐の法令格式の中の令であった。そして唐令の



原文千数百条のうち、その約半数を復原『唐令拾遺』としてまとめた。昭和９

年この業績に前記学士院恩賜賞が贈られたのである。当時３０歳の若さで、東

方文化学院東京研究所（東大 東洋文化研究所の前身）の助手であった。この

時恩師中田博士は２つの言葉を与えた。「有名になるな」「研究の邪魔になる仕

事は一切ことわること」 

 昭和１２年法学博士、１７年東大教授。仁井田隆の学問が大きく展開するキ

ッカケとなったのは末広厳太郎（中海岸）の指導によって、戦時下の中国で行

われた農村慣行調査への参加だった。『中国の社会とギルド』『中国の農村家族』

『中国社会の法と倫理』など、次々とまとめられた。そして３０余年の集大成

ともいうべき大著『中国法制史研究』（全４巻）の第１巻が昭和３４年に出た。

第４巻は定年を迎えた３９年春であった。これによって、中国の法制度がはじ

めて誕生したとさえ言われている。欧米はもとより、中国の学界からも高く評

価されている」（１９６６年２月１１日文化の姿５１号） 

 「１９６５年の９月ロンドン大学から招かれ、同大学の東洋、アフリカ研究

所で１年間講義するためロンドンに着いた。以来大英博物館に通い続けて、『敦

煌（とんこう）文書』ととりくんできた。１９６６年春にはパリ、夏にはレニ

ングラードを訪ねて、別のトンコウ文書を調べるのだ。と、言っていた」（同）。

そして「英国の文化勲章」のようなものをおくられた。昭和４２年ごろロンド

ンで客死した。 

 

＜平井政遒＞ 

 どこだったか、ハッキリは言えませんが、明治４１年８月現在茅ヶ崎村（小

和田・菱沼ではない）の南部（辰丙）、南部（頼精）、坪井、原口、仁井田らの

グループ、今の南部（佳英）さん、小橋さん、馬場屋敷のあたりだった。その

ことは、牧野英一夫婦証言でまちがいありません。 

 福井県旧小浜藩の士族。明治２１年に東大医学大学を卒業して、２２年に３

等軍医に任官（４１年ごろここに別荘を置いた）。４２年陸軍軍医監になりまし

た。これまでの、陸軍軍医監の歴代を見ると、初代松本順（明治６年より）、３

代橋本綱常（１８年）、４代石黒（２３年）、６代佐藤進、７代土岐頼徳（２８

年）[やはりこのあたりに別荘をつくった]、９代中泉（３０年）[同じ]、１４

代森鴎外（３２年）、２９代三浦得一郎、３５代平井です。石黒から見ると１９

も後輩です。 

 大正元年９月軍医総監（９代目）となりました。石黒が初代、佐藤が４代、

森が６代でした。そして大正９年１月休職、５月予備役となりました。以来こ

この別荘で悠々自適し、このあたりの別荘族で急病でもあると、「やって来て“ど



れどれ横になって”とみてくれた」（牧野英一）そうです。 

 

＜南部頼精＞ 

 明治４１年８月末現在の停車場裏道道路改修費寄付募集対象者１１人（茅ヶ

崎村の分）の中、結局集金しなかった３人（石黒、平井とともに）の中の１人

で、フルネームが明記してありますから、今の東海岸東端部、つまりこのあた

りだったと推定されますが、どういう人であったかは未調査です。南部辰丙中

将の弟かなにかだったのでしょうか。ただし顯官録（明治・大正時代の勅任官

以上の名簿）には見当たりません。明治４１年８月現在、別荘をつくる計画を

進めたが、石黒同様、結局つくらなかったのかもしれません。 
 

＜茅ヶ崎・菱沼村境＞ 

 仁井田さんの南門から鉄砲道を東へ１００メートルで十字路に出ます。南北

に直線に走っているのが、昔の茅ヶ崎村と小和田・菱沼村の村境として、徳川

時代前期の「大裁判」によって、手城塚から烏帽岩を見通す直線に設定された

道路です。そのため、えぼし通りと言ったらしいが、昭和初年に、この北方の

右側（松が丘１丁目１号地）にラチエンが大別荘をつくり、街路樹を植えたり

して、道路を近代化したりしたので「さくらみち」「ラチエン通り」と呼ぶよう

になったのです。 
 前記十文字（魚勘の角）で右へ折れた１行６０名はこのラチエン通りを南下

します。この左側が「菱沼海岸」です。 
 

＜井上有一＞ 

 さらに１００メートル南下すると右側、つまり東海岸南６丁目（菱沼海岸で

はありませんが）の６号４６番に俳優太田博之の家があります。 

 さらに５０メートル先の左側（菱沼海岸４－５８）に井上有一先生がいまし

た。１中の先生でした。というより前衛書道で有名でした。場所は今の石黒ア

トリエと百武さんの間でした。「昭和２７年森田子竜らと『黒人』の発刊を始め

た。３２年の第４回サンパウロビエンナーレに出品したのをはじめ、海外の美

術展にしばしば出品、高い評価を受けた。３５年には作品『骨』が国立美術館

のコレクションに。美術評論家ハーバード・リードの『近代絵画史』に『愚徹』

の書が紹介された（朝日新聞文化蘭より） 

 １中時代、いろいろ逸話がありました。昭和３０年ごろのこと、筆も鉛筆も



ペンも悪筆の女子生徒が夏休みぎりぎりまで宿題ができなかったので、いよい

よ登校の朝、半紙１枚にエイッとばかりに１字書きなぐって提出した。井上先

生に叱られると思いのほか、展示会の時に見たら優秀１番。本人、両親の方が

「ビックリ仰天」昭和５５年ごろ表札がなくなりました。昭和６０年６年１５

日に亡くなりました。６９歳。 

 

＜山田薫＞ 

 大正４年１１月の広田精一の地図を見ますと、広田別荘の東隣で、今のラチ

エン通りに沿った所に「山田」という別荘があります。大正１２年の大震災で

全潰した別荘の一覧表の中に「元宮内官山田薫別荘」というのが、あります。

これを考証すると、今の大橋屋敷がそうだったのではないかと考えられます。

しかし、まだ確認はできません。 

 

＜V.C.ジョセフ＞ 

 大橋屋敷の南方、今、茅ヶ崎ガーデンハウスのあるあたりは、近年まで舟店

板が板べいで囲まれた大きな屋敷でした。それは V.C.ジョセフというインド人

の別荘でした。これを東芝の重役の沖崎氏が継承したのち、今のように整地分

譲したわけです。 

 この南方がパシフィックパークです。 

 

＜笠信太郎＞ 

 左手（東側）が茅ヶ崎ゴルフ場です。 

 今日は清浦保敏さんの角から東へまがり、菱沼海岸４号地と８号地の境界（約

５０メートルの細い道）をすぎて、７号地の元笠信太郎邸（今、小林邸）前に

突き当たります。 

 当時、朝日新聞の論説主幹として、言論界に名高かった笠信太郎が、松の林

にかこまれたこの地を永住の地と決心して、昭和３９年ごろにつくった家です。

茅ヶ崎在住の同僚（荒垣など）の推薦で、茅ヶ崎最古の宮大工として評判だっ

た神田さんに、いっさいをまかせた。“カネは、いくらかかってもよい”と約束

したということでした。神田さんはアカガネの樋など主要材料は京都からとり

よせた。このころ一般住宅の建築費は坪４万円でしたが、これは１５万かかっ

たと語り合ったものです。 

 こんなことがありました。隣の竹内さんが、何かの都合で松を一本切ったと



ころ、ブロックの上からアゴを出して、“松は切らん方がいいですよ”。それほ

ど松が好きだったのです。笠信太郎はその持論（世界連邦）をこの茅ヶ崎でも

実践しました。いろいろな会合によく出てきて、世界の世論を述べました。と

ころが、昭和４２年１２月６日、急病死したではありませんか。この高価な家

に住むことわずか３～４年という、もったいないことでした。 

 笠信太郎を偲ぶ会が４３年１月２８日ユースホステルでひらかれた。発起人

は、片山哲、朝日奈宗源、荒畑勝三、加茂儀一、木村義雄、小幡操、高橋誠一、

田中正明、柾木一策、馬場靍蔵。 

 さて、どのような人が、これを継承するのか、私達は強く関心を払いました。

やがて茅ヶ崎にゆかりのある一流企業の社長の表札がかかって、安堵したので

した。小林節太郎は明治３２年の生まれ（笠と同じぐらいの年配）、大正１２年

関西学院高商部卒。大日本セルロイド系に入社。大日本セルロイドは山崎直胤

の女婿森田茂吉が中興の祖であることは、第１回の中海岸山崎別荘の時に述べ

たとおりです。 

 小林節太郎は昭和９年富士写真フィルムの創立で、それに入社。１８年１１

月専務、次いで副社長。その間１９年富士写真機を設立して、その社長となっ

たころ、笠信太郎が病死して１～２年後に、未亡人から譲り受けたのでした。 

 ところが、この節太郎氏はそれからまもない昭和５２年夏死亡されました。

私はこの時、「どうも家相でも悪いのだろうか」と考え込んだほどでした。表札

は、電話帳も節太郎のままですが、襲名されたのでしょうか。 

 

＜おみこしどおり＞ 

 「みこしみち」とも言います。これは昔菱沼村の村民が、おみこしをかつい

で海へ出るという意味、いわば、どこの村の神社でもおこなわれた「還座」「川

原くだり」「浜降り」などの道順だったようです。今の松林１丁目あたりにあっ

た熊野神社が今の小和田２丁目へ移転する前からの名残りでしょうか。ゴルフ

場方面御旅所（たびしょ）があったのでしょう。いずれにしても菱沼の農民に

とっては、海へ出る唯一の生活ルートだったようです。北の方から、今の地区

名でいえば、出口町、ひばりが丘、旭が丘、松が丘、菱沼海岸を貫いて、ウナ

ギがはうように走っております。いや、以上の農地、住宅地はすべて、このお

みこし道の左右に発達したわけです。菱沼海岸という地区名にしても、新住居

表示制定委員会では、“菱沼は国道より北だ”とだいぶもめたのですが、“いや

ここは昔から菱沼の生命線だ”よして、確定したのでした。 

 



＜ゾルゲ、タイセリッチ＞ 

 菱沼海岸７号地は非常に広いのですが、その南端部には、小林邸のほか、岡

崎一正、田中禧平、小山敬子さんなどがあります。岡崎氏は東大教授（火薬）。

田中家には義母にあたる吉本菊という人がいられました。５７年２月中旬にな

くなられましたが、生前ここにドイツ人、リヒアルト・ゾルゲ（ゾルゲ事件の

本人）、ニュージーランド人、タイセリッチなどが下宿していたことで、有名で

した。タイセリッチのことは、昭和５３年１０月～１１月の『茅ヶ崎市民新聞』

などに久木田さんが、くわしく書いております。遺骨は「茅ヶ崎の海に撒いて

くれ」との遺言で、茅ヶ崎警察でこまりました。結局横浜の久保山墓地に埋葬

されております。 

 敬子さんは、純水館の一族で、恵泉教会、幼稚園などに尽力され、茅ヶ崎の

婦人のリーダーです。 

 

＜竹内綱・明太郎、吉田茂＞ 

 今日のハイライト竹内別荘に入りましょう。東西１６０メートル、南北も１

６０メートル、約５千坪。竹内強一郎さん御夫婦が首を長くして待っていられ

ます。 

 実は今から１４年前になりますが、文化人クラブではこの庭で総会をひらい

たことがあります。その案内状が出てきましたので、それをまず紹介しましょ

う。今もそのまま通じますので。 

 【当クラブ１９７１年９月例会（通算９８回）は下記のとおりおこないます。

日時９月１９日（日曜日）午後１時より３時半まで。テーマ＝竹内綱、竹内明

太郎、吉田茂、白石直治、中江兆民、千頭清臣、中島信行等の事績と竹内別荘

について。竹内邸は現在市内で当時の姿をほとんどそのまま、周囲の風景とと

もに残している最も古く、広く、静かで風佳な別荘跡です。残念ながら池の水

は枯れましたが、松の林、藤の大樹等々がそのままです。古い屋敷だけに、い

ろいろの時代を反映した話題も豊かです。朝日新聞の『異聞神奈川』でも紹介

されました。竹内綱は、林有造ら３兄弟、大江卓らと高知県宿毛の出身。かれ

らは竹馬の友であるとともに、国会開設、自由民権運動の同士となり、板垣退

助、後藤象二郎らと土佐立志社、次いで自由党のリーダーであった。西南戦争

で陸奥宗光らと逮捕投獄されたり、自由党副総裁クラスで、清節を全うしまし

た。一方、竹内鉱業、京釜鉄道、小松製作所等を創立、日銀総裁候補にもなっ

た。西南戦争後横浜に住み、その関係で５男茂を辻堂の小笠原東陽の耕余塾に

入れた。明太郎は綱の長男。父の事業を継承、政治地盤を継承した。原敬と親



しかった。当選３回。強一郎は明太郎の長男で、父祖の事業を継承し、現にこ

こに住んでいるわけである。 

 竹内家はまた中江兆民、千頭清臣、白石直治（今の白石基礎の社長の先々代）

らとも親戚です。これらの人々をめぐる政治・経済・文化のこと、それに菱沼

海岸のことを、強一郎氏夫婦等から聞いて語り合いましょう。なお、近くには

甲野、田村、野口（米次郎）、坪井、牧野、仁井田（現存）、中泉、中島、小橋

（現存）等の別荘跡があり、少し離れて五十嵐別荘、団十郎跡等もあり、見る

べきところがたくさんあります。 

 竹内邸は、湘南道路からゴルフ場と練習場の間を北へ、細いうねうねした静

かな道を進んで右側です。駅から行くには、バスで「東海岸駐在所前」で下車

し、十字路を西へ鉄砲道を進み、小橋邸前、仁井田邸を過ぎ、ラチエン通りを

よぎり、中泉邸南を過ぎた所で右へ（南へ）折れて、添田邸前を過ぎ、まもな

く左側です。】 

 以上が昭和４６年９月の案内状ですが、１４年後の今でも通用するようで、

おもしろいです。「南湖小和田線」などがないのもおもしろい。 

白石直治（明太郎・茂らの義兄）は慶応から明治初年にかけて藩校で勉強した。

たとえば「このころ岩崎弥太郎の従弟小野春弥（のちの豊川良平。三菱銀行創

立者）は、１６歳を迎え、高知の藩学致道館に入った。仲間には弥太郎の弟弥

之助、中島左喜吾（信行の弟）、吉村関左衛門、吉村可成、白石直治などがいた」

（人物経済史）明太郎は明治初年大阪に出た。たとえば「良平は上阪して弥太

郎の邸内にあった岩崎英学塾で英語を学んだ。明治４年、５年のことである。

仲間には近藤康平（日本郵船の創立者）、弥之助、吉村可成、竹内明太郎、林包

明、徳弘爲章らがいた」（同） 

 綱は明治７年、板垣、後藤、江藤新平、由利公正、小室信夫、岡本健三郎、

古沢迂郎と８人連署の『民撰議員設立建白』に始まり、国会開設、憲法発布に

つながる自由民権運動の屈指の先駆的指導者となった。板垣、後藤、大江（卓）、

林（有造）、岡本らと『土佐立志社』を結成した。彼はその中でも「極左派」に

属した。西南戦争の年の夏「大江、林たち極左派は政府大官の暗殺、土佐挙兵

の寸前にあったが、６月２５日元老院小書記官岩神昻、刺客川村矯一郎などが

大阪で捕縛され、８月に林、片岡健吉、次いで大江、岡本、竹内、陸奥宗光が

捕縛された」（同） 

 「私の実父竹内綱は若い頃西南戦争の際、賊軍側に加担したという廉で越後

の獄窓に繋がれたと聞いていたが、私も監獄生活を味わって見るのも、時には

一興かも知れないと呑気な感じで、独房での生活にはいった」（吉田茂談） 

 「竹内綱は禁獄１年の判決で山形県に獄送された」（人物政治史） 
 「１１年５月１４日に大久保利通が暗殺された時、のちに大久保の孫娘の亭



主となる吉田茂はまだ６ヶ月の胎児であった」（同） 

 「１４年、改革党の首領、自由民権の泰斗として、板垣の人気は高まった。

９月１５日船で横浜に到着、中島、竹内、沼間守一らの同志をはじめ、神奈川

県会議員や有志などが、横浜町会所で招待晩餐会をひらいた。吉田茂はこの時、

ちょうど満３歳であった。板垣は翌１６日午後、中島、竹内も同行して、久し

ぶりに東京に入った」（同） 

 「１４年１０月、明治の歴史に不滅の名を印する自由党は結成敷きを終わっ

た。第１回役員は総理板垣、副総理中島、常議員後藤、馬場（辰猪）、末広（重

恭）、竹内、幹事林（包明）、山際（七司）、内藤（魯一）、大石（正巳）、林正明」

（同） 

 １６年１１月自由党は１０万円カンパを決議した。一般党員の出資は１００

円以下、後藤、板垣、星（享）３人は各１０００円、竹内、甲田（卯三郎）の

２人は各５００円であった。 

 このころ、朝鮮独立党の朴泳孝、金玉均などは、たびたび来日、福沢諭吉、

後藤、竹内、板垣らは「東洋の自由の友たらん」と理解を示し、「自由の国フラ

ンス」の公使に、１００万円の借款を約束した。もっともこれは日本政府な反

対で失敗したが。 

 １７年１２月初旬、京城で兵を起こしたが失敗して、亡命して来た金、朴を

後藤、竹内などがかくまった。 

 ２０年１２月政府は保安条例を公布、野党５９０名を東京から追放した。竹

内はもちろん、中江、片岡、尾崎（行雄）、星、林（有造）らとともに追放され

た。 

 茂はこのころ耕余塾に入って、辻堂に下宿した。「私は幼少の頃、藤沢在の羽

鳥にあった小笠原東陽先生創設の漢学塾に学んだ。偶々郷党の先輩中島信行氏

の末子が、ここに学んでいたのが因縁で、私が１１歳の時、その塾に入れられ、

土地の旧家三嘴家の世話になったわけだ」（吉田茂）。茂はやがて横浜の吉田家

の養子となった。 

 綱は２３年７月１日の第１回総選挙で郷里で当選した。第１議会では、林、

片岡、大江と共に自由党土佐派を形成、山県首相と対峙した。 

 ２７年１２月、明太郎に長男強一郎が生まれた。のち東大電気科を卒業。小

松製作所の重役となるわけだ。 

 ３０年８月４日後藤伯が６０歳で死亡した。同２１日陸奥伯危篤に付き、岡

崎邦輔、大江卓、竹内綱、原敬ら８～９名が会合した（原敬日記）。大江、竹内

にとっては明治１０年秋の共同被告の仲だった。宗光は２４日に死亡した。５

４歳。 

 ３１年１０月岩崎弥之助第４代日銀総裁が急に辞任した。後任に理事河上謹



一、営業局長山本達雄、政界から犬養毅、竹内綱、財界から原六郎、園田孝吉

の名があがった。結果は山本。 

 ３１年４月自由党政務委員林育告、竹内綱、江原素六（のち林間学校校長）

らが伊藤首相と提携交渉をおこなったが決裂した。 

 ３３年２月１日京釜鉄道発起委員会第１回総会がひらかれた。これは、朝鮮

半島を縦貫する鉄道を敷設せんとする大事業であるが、その中心人物はほかで

もない竹内綱であった。３４年７月２７日取締役会長に渋沢、常務取締役に竹

内綱、日下義雄の２人が決定した。この時茂は２９歳１０ヶ月で新進の外交官

となっていた。このころ牧野伸顯の娘を妻とした。伸顯は２６年に文部大臣、

２８年台湾事務局員、３０年イタリア公使、３９年文部大臣となった。 

 ３５年７月伊藤博文、板垣退助、加藤高明、原敬の間で、選挙区のことなど

で、厄介な事が起こった。一同は皆このあっせんを竹内に期待した。原敬日記

（８月２１日）に、「板垣よく竹内を信ず」とある。 

 ３６年４月政府首脳（伊藤、山県、桂、小村）は日露戦争を辞せざる大方針

を確定、伊藤、原らの政友会主流は政府と妥協した。このため政友会の非戦論

の片岡、林、竹内、尾崎、小田、小川、望月ら１０数名は６月続々脱党した。

林、竹内、小田ら２５名は新たに「自由党」をつくった。考えてみれば、竹内

綱、吉田茂は親子で３度自由党をつくったことになる。 

 さて竹内綱がこの別荘をつくったのは、４２～４４年のことである。という

のは、４１年８～９月の道路改修寄付者名簿、（１６名）中に甲野があるのに竹

内はない。小和田駐在所の石上憲定巡査は４４年「９月５日午前福岡子爵を訪

問し、午後三条西伯爵を訪問し、それより竹内綱を訪問」したから。 

 白石直治は４５年の第１１回総選挙で高知県で初当選した。[大正４年、６年

にも当選、９年まで代議士である] 

 ところでダットサンのＴは竹内明太郎の頭文字です。これより先、明治４４

年４月橋本増治郎が自動車の国産化を目指して、東京麻布に快進社を設立し、

その試作車にＤＡＴ号と名づけた。それは資金協力者だった田健治郎、青山録

郎、竹内明太郎の頭文字を組み合わせたものだった。（日産自動車３０年史より）。

そして大正３年３月に上野で開幕した大正博覧会に出品したものであった。 

 大正３年６月には竹内鉱業（株）はその機会・製作工場でランジス型万能研

磨版の製造、販売を開始した。なお、この工場がのちの株式会社唐津鉄工所で

す。 

 明太郎は大正４年３月の総選挙で、やはり高知県から初当選した。白石（こ

の時２回目）と兄弟並んで代議士になったわけである。 

 同４年５月１７日のこと、第３６議会招集日に旧自由党の旧友会があり、原

敬、板垣らが演説した。板垣はこのころすでに、かなりボケていて、この時も



また例によって脱線した。綱は原に“本当にあれだから困るんだよ”という意

味のことを嘆いた。原はその日の日記に“末路甚だ憂うべき傾向にあり、彼の

側近者も心配の様子なるに付、余も同情を寄せ成るべく其末路を誤らざる様に

間接直接に注意せり”と書き残している。明治の政治の指導者たちは、片岡が

明治３６年１０月６２歳で死去したなど、だんだん顔触れが変わってゆく中で、

竹内綱自身は、このように原敬に相談にあづかるほど、旧自由党の長老として

健在であるわけだ。すでに８０歳位であるが。 

 大正４年１１月４日付けの広田精一の海岸方面東西貫通道路計画図がこの竹

内別荘と甲野別荘の間を貫通して団十郎跡南に出る案であることは、市史２巻

のとおりです。 

 原敬は竹内綱、明太郎父子に常に親近感をもっていた。大正５年４月２１日

には「午前９時佐賀出発唐津に赴き竹内明太郎の経営に係る鉄工所を見る。代

価高きも優等品を出すを趣旨とする由にて評判宜しという」（原敬日記） 

 竹内明太郎は５年４月竹内鉱業からこの鉄工所を分離独立させて、新会社「株

式会社唐津製鉄所」を設立した。資本金１００万円、本店は佐賀県唐津。 

 翌６年には石川県小松に竹内鉱業の直営工場として小松鉄工所を建設した。 

 同６年の総選挙では、白石直治は３回目、明太郎は２回目の当選を果たし、

前回以来兄弟肩を並べて代議士です。 

 そのような大正７年、明太郎の長男強一郎さんが東大電気科を卒業して、上

記竹内鉱業、唐津製鉄所、小松製鉄所に入社しました。 

 大正９年５月の総選挙では、白石直治は既に死亡し、明太郎１人が３回目の

当選を果たしました。 

 大正１０年４月３０日竹内鉱業（社長明太郎）は前記小松製作所を独立させ

て、資本金１００万円の株式会社小松製作所を設立した。社長は直治の子、多

士良です。 

 明太郎は以上のように経済界に一流企業の経営者として活躍する中で、大正

１２年４月東海土地電気鉄道（株）の発起人にもなりました（市史２巻Ｐ４８

８参照）。これは湘南地方の有志が「茅ヶ崎駅より、故団十郎別荘地帯、辻堂海

岸、鵠沼を貫いて江の島口に至る本線」と「辻堂駅より辻堂海岸へ至る支線」

を建設し、「沿線４百数十戸の別荘」の便を計らんとする計画で、その発起人は

３９人となりましたが、茅ヶ崎の別荘族としては、竹内、広田、池田の３名で

した。なお辻堂代表としては三嘴舜太郎の名が見えます。 

 小松製作所（白石多士良社長）は昭和７年キャタピラー２トン型をモデルと

して農耕用トラクターを完成した。 

 この強一郎さんは同１６年小松製作所取締役・小松工場長に就任しました。

同工場では１８年１月Ｇ４０トラクターに油圧ブレードをつけたブルザードを



完成しました。その他小松製作所のことは皆さんよくご承知のとおりです。 

 強一郎さんは戦後小松製作所の激職から引退されたのちも、厚木に相模工業

（株）を創立し、その代表として、今日に至っております。 

 このように竹内綱   明太郎   強一郎の３代にわたり、その事業は繁

栄し、そしてこの別荘もこのように永く続いているわけです。綱の５男で明太

郎の実弟である吉田茂のことは説明するまでもないでしょう。 

 さて、約２万平米のまん中に藤棚、この幹の大きさを見てください。季節に

は見事なものです。この下で文化人クラブ、郷土会、自然を守る会など幾たび

となく、見学会をおこないました。近くの山崎画伯や故久木田さんなどでした。

そんな昔話をしながら、１行６０名は奥様（靖子、明治４０年１月生、高知県

千頭茂寿長女、夕陽丘高女卒）より、お茶のもてなしを受け、喉を潤すことが

できました。御主人は現在９０歳１０ヶ月。奥の方から廊下に出て来て上機嫌。

“これを見せたくて待ってたんです”とのことでよく見ると丸い大きな鉢の底

の真ん中にピンポン玉のような白球が１つある。“これをひねるんです”とのこ

とで、そのとおりにすると、噴水が飛び出して白球が遠くに飛ばされた。それ

は強すぎるというので、弱くすると、白球は鉢の底でくるくる自転するだけだ。

“手加減が大事だ”とそのようにすると、白球は３０センチ位の高さで、噴水

とたわむれ、宙に浮いたまま自転公転するのが、なんともおもしろい。これを

ときどきやるのがボケ防止になると、無邪気に両目を細めている。明治初年以

来気骨ある竹内家３代の、暖かい人柄が偲ばれる秋の午後でした。庭から正門

にかけて真竹の密生。“ふえて大変なのですよ。物干し竿にいかがですか。春は

タケノコを取りに来てください。どうせもてあましているんですから”とのこ

とだ。「そう言えば真竹は茅ヶ崎の特産の１つで、今のブロックにとって替われ

るまでは、どの屋敷の垣根も真竹の四つ目垣であったが、真竹の薮も四つ目垣

も滅多に見られなくなった」（川添）とのことです。 

 奥さんは正門で、いつまでも見送ってくださいました。おふたり方いつまで

もお達者で。ありがとうございました。 

 この東海岸東部、菱沼海岸だけでも、進、広田、瀬脇（のち尾上）、九鬼の各

大別荘等が、明治以来８０余年の歴史を閉じつつある中で、この竹内邸のゆか

しさはどうだろう。ふりかえり、ふりかえり、一行はふたたび「おみこし通」

へ出た。 

 

＜甲野棐（たすく）＞ 

 竹内別荘の北隣、今の菱沼海岸６号、５号地の全部（東西８０ないし１００

メートル、南北１３０メートルにわたる約 4,000 坪）が甲野別荘でした。今は



８３戸がビッシリです。 

 棐は安政２年４月（１８５５）の生まれ。新潟県長岡の人。旧名繁太郎。明

治１２年３月（１８７９）東京大学医学部（綜理石黒忠悳）が開校されて、そ

れに入学し、１４年卒業。高木兼寛の弟子となった[別説明治１１年東大を卒業]。

Scribaについて眼科を学び、１６年東大助教授ろなってScriba及び梅謙次郎（１

８６０～１９１０）を補佐。梅教授はしばらくで辞任し、Scriba も２１年に去

ったので、そのあと眼科教室主任となった。翌２２年河本重次郎（眼科の最初

の博士）が帰朝して教授となったのちも、助教授えおして和泉橋第二医院（東

大の分校）の眼科を担当した。 

 なお、弟泰蔵も医者を志し、同じ新潟県出身の入沢達吉らと一緒に東大医学

部に入り、２２年に卒業した。 

 棐は２６年から２９年まで日赤病院内科部長。３１年欧米視察。３３年宮内

省侍医を兼任。３５年６月東大教授に昇進したが、７月休職。東大では１９年

間３代の主任教授を助けたわけであった。その間、網膜膠腫の golgi 染色、脚

気における中心暗点の発見など、貴重な業績を残した。明治３０年に大西克知

らの主唱で日眼（日本眼科学界）が創立された時には、その計画に参画して幹

事となった。 

 東大を退官した３５年、総長推薦によって学位（医学博士）を得た。そして

日本橋薬研堀（今の中央区東日本橋２丁目）に甲野眼科病院を開いた。「ヤケン

ボリのコーノさん」と親しまれた。 

 それから５～６年後の明治４１年、こんどは本官（兼任でない）の宮内省侍

医に任ぜられた。これは大正４年まで、７年間つとめるが、この明治４１年の

夏以前に神奈川県高座郡松林村大字小和田（まもなく茅ヶ崎町大字小和田）な

るこの土地に、恩師（石黒）、先輩（中泉、土岐）及び後輩（平井）などと相接

して土地を求め、別荘をひらいたわけである。 

 棐博士は昭和７年１０月１４日に７７歳で亡くなった。多喜子夫人との間に、

これも有名な謙三を生み、謙三は礼作を生んだが、そのことの前に多喜子夫人

の実家がなかなかの名門であったので、そのことを述べておきましょう。 

 

  上田家 

     友助   孝子           

                       敏 

          絅＝（乙骨家より）    

           

           

          悌子（桂川家へ） 



  乙骨家             敦 

     謙四郎   太郎乙    半二        

                  三郎    多喜子（甲野家へ） 

                  五郎 

           絅二（上田家へ） 

           謙三 

           ○○（女子） 

 

 

  甲野家 

     ○○    棐        謙三       礼作 

           多喜子      箕作元八長女    

                    清（早死） 

                    文子（中沢へ） 

           泰蔵       恭子（渡辺へ） 

                    繁夫      

                    若子      

                    勇 

                    梅子（野田へ） 

 

 旧幕臣で昌平校儒官、漢詩人、耐軒乙骨兼四郎という人物がいた。その長男

が太郎乙という英文学者。その次男に半二というのがいた。これは検事になっ

た。判事ではない。それでハンジケンジとはこれいかにと司法省内で話のタネ

になった。多喜子さんはこの半二検事の子です。 

 耐軒は太郎乙、絅二（けいじ）、謙三の３男と１女を生んだ。太郎乙は４人の

男子に敦（トム）、半二（ハンジ）、三郎、五郎と名付けた。 

 他方、同じころ上田友助という人物がいた。幕末汪斎と号し、外交官、海外

使節となり、維新後新潟開港事務を主宰した。友助には孝子、悌子の２女があ

るが、男子がいないので、乙骨家の絅二を迎えて、孝子に配した。悌子は日本

最初の女子留学生の１人となった。つまり明治維新政府は４年１１月３日山川

捨松（１２）、増田繁子（１１）、永井繁子、上田悌子、吉益亮子、津田梅子（９）

を選抜して、米国留学を命じた。捨松はのち大山巌夫人、益田繁子（孝の妹）

は瓜生外吉夫人[第３回記録参照のこと]、永井繁子はテレビドラマ３姉妹（永

井玄蕃頭の子たち）、梅子は津田英学塾の創立者となります。そして、悌子は蘭

医桂川甫純（日本橋）の妻となりました。 

 孝子、悌子の生家は幕府から外国人との自由な往来を許され、《唐人の上田さ



ん》と言われ、町の人々に、石を投げられたほどの超ハイカラでした。 

 絅二と孝子の間に敏（びん）が生まれた。これが有名な詩人、文博、東大教

授となり、柳村というペンネームで欧米の詩を初めて日本に導入、明治３８年

１０月『海潮音』（訳詩）を、大正９年１０月『牧羊神』（同）を出版するわけ

です。 

なお、敦、半、敏は、欧米の偉人の名（トム、ハン、ビン）をもじってつけた

ということです。めずらしい名前のつけかただったわけです。上田敏の墓は谷

中にあります。 

 話があとさきになって、わかりにくいでしょうが、太郎乙は華陽と号し、英

学、漢学両方をおさめ、維新後徳川藩の沼津兵学校教官、駿府の藩校英学塾主、

次いで大蔵省翻訳局（局長尺振八）の教頭をつとめた。 

 絅二は渋沢英一らとともに徳川民部大輔一行の洋行に随行し、維新後北海道

開拓使、土木局、大蔵省などに出仕した。 

 謙三は布哇（ハワイ）移民後、外務省領事などをつとめた。太郎乙は、田口

卯吉（早く父を失った）をわが子のように教育した。そのかわり、卯吉は明治

初年随一の経済学者となり、敏を１０年間世話をして、あのような文学者に育

てあげたのでした。 

 さて、乙骨半二の子甲野多喜子さん（この別荘の奥様）は４男３女を生んだ。

長男謙三は明治１６年９月４日生。京大を４３年卒。直ちに眼科に入り、浅山

郁次郎教授に師事して、４４年１月助手となり、４５年５月まで在籍した。大

正元年ドイツに留学、３年帰国。同年日本橋矢ノ倉町１６番地開業した。矢ノ

倉町と薬研堀町は同じことで、今の東日本橋２丁目の甲野眼科医院のこと。つ

まり父業を継承したわけです。大正１１年１２月京大より学位を得た。最初の

夫人あや子さんは、箕作元八（中海岸）の長女、だから箕作秋吉（浜須賀、理

博、音楽）の姉であった。謙三、あや子の長男が礼作である[下記] 

 棐の長女文子（あや子）は長岡の中沢病院院長夫人。棐の次男清は早死。第

４子（次女）は恭子で明治２８年生まれ。虎ノ門の東京女学館を出た。料理が

好き。のちの八幡製鉄社長渡辺義介夫人。棐の３男繁夫は明治３２年生まれ。

大正１３年東大工科卒。昭和２４年鹿島建設に入り。取締役建築工務部長とな

ったが、３９年８月６５歳で死亡した。未亡人若子さんは、電話でお話したと

ころ、「佐賀鍋島藩家老古井家の娘で１月１日に生まれたもんですから、若水に

ちなんで若子という名前になったんですよ」 

 ４男勇は国立音楽大学教授。３女梅子は勇よりなんと１１年目、明治４２年

に生まれた。東京女子経専卒。野田稲吉（明治３６年生、昭和２年東大応用化

学卒、東工大教授、工博、工業化学会有功章、名大教授、無機化学名古屋産業

研究所長）の妻である。 



 これらの兄弟姉妹とその妻や夫、それに子どもたちが、夏になるとこの甲野

別荘にやってきたわけである。梅子さんの話によると「わたしがまだ小学校時

代（大正５～１２年）のこと、夏休みを母ともども茅ヶ崎へまいりました。そ

のおり義兄（渡辺義介特許局課長）も休暇を利用して子どもたちと遊びにこら

れ、神経痛もちの母のため、海（今のクラブハウスの先）から海水を持ってき

て、潮湯をたててくださった。がっちりとした肩に天秤棒をかつがれ、２つの

桶の動きに調子をあわせ、体をふりふり（竹内別荘の前のおみこし通りを）水

を運ばれた姿、暑い砂地、めりこんだ砂地、ずいぶん重労働でいらっしゃった

ことと思います。しかし、素人ばなれしたご様子、口の悪い私は、“お兄さま、

肥汲みのようね”と申し、後から、なにやらうれしくて、ついて歩いたことを

おぼえています。母は、どんなにかうれしかったことでございましょう」（野田

梅子）。これは甲野家に限らない、当時の茅ヶ崎海岸の別荘族の夏の風情がしの

ばれておもしろいです。 

 さて、甲野礼作は、大正４年１０月４日生。ちょうど広田精一が、茅ヶ崎海

岸東西貫通道路計画として、竹内別荘と甲野別荘の間に道路を貫通すれば理想

的だが、と、町長に意見書を提出したころのことだったわけです。棐博士にと

ってはこの孫が、やがて東大を卒業、京大教授となり、臨床ウイルス学の権威、

医博、国立予防衛生研究所ウイルス中央検査部となるわけです。埼玉医科大客

員教授でもあります。それまで、原因がハッキリしなかったスモンにキノホル

ム原因説を打ち出した厚生省スモン調査研究協議会の会長をつとめた。昭和４

７年アポロ病ウイルスを発見し、５２年に野口英世記念医学賞を受けた。京大

ウイルス研究所長、国立予防衛生研究所ウイルス中央検査部長を歴任したが、

本年（６０年）１月２３日に肺がんのため府中市の都立神経病院で死去した。

６９歳。 

 イサム・ノグチや牧野純夫が大正時代「甲野さんの前の小川で、フナをとっ

たりした」ことは、前に述べたとおりです。昭和４１年発行の『渡辺義介』は

次のように書いている。「甲野家の別荘の場所は、茅ヶ崎市菱沼海岸といって、

今の市立ゴルフ場のクラブハウスの北方、その付近が箕作家の地所と甲野家の

地所であった。ごく最近まで人跡稀れというほどの閑静な所であった。いまは、

その近くに荒畑寒村、笠信太郎らが家をたてて住んでいる」 

 さて、その荒畑寒村が住んでいた所に行ってみましょう。すぐ近くです。 

 

＜田村昌＞ 

 竹内邸からみこし通りをへだてて西方、菱沼海岸４号地は、今は約５１戸の

近代住宅であるが、２０年位までは、竹内美代治、竹内良三郎・正子、渡辺そ



して田村担（約 600 坪）の４家であった。担氏は昌の子孫である。昌は学士会

名簿には「医学博士、東大内科明治４１年度卒、茅ヶ崎市菱沼海岸３００３番

地」とある。牧野博士夫妻も“この辺で内科といえば、昔は平井のちには田村

昌博士だった”と言っていた。隣りの竹内・甲野・平山・大場などにくらべる

と新しいのではあるが。昭和１６年の医籍録によると、明治１７年３月１０日

生。和歌山県出身。４２年東大医科卒後、東大青山内科で研究、ドイツハイデ

ルベルヒ大学で研究、日赤長野支部、金沢医専教授等を歴任、大正１３年７月

東京（港区）田村町２丁目の５に東都医院を開業した。別荘の場所は今の田村、

武藤、清原、杉山、吉川、村上、野村、矢川氏ら１０区画分であった。 

 

＜荒畑寒村＞ 

 あの頃はよく来た道であると言いながら、実はどこを曲がったらよいのか、

サッパリわからなくなっていた。実は、かえって会員の１人に“それじゃない。

道筋が１つ違います”と背中をつつかれて、ようやく見当がついた。 

 実は、竹内、甲野別荘跡地の東側に一本の通りがある。西側のおみこし道と、

着かず離れず、ほぼ平行して南北に走っている。今は菱沼海岸と白浜町の境界

ということになっているが、昔はこれは路というより小川といってもよいもの

であった。野口米次郎の子イサム・ノグチ（当時８～１５歳）や牧野英一の子

の純夫など、このへんの別荘族の子どもたちが、フナやドジョウをとったとい

うのはこの小川のことである。この小川は前に述べた田中禧平、小山敬子さん

の西側を流れ、ゴルフ場と国道１３４号を長大な暗梁でくぐり、幅３メートル

の、「運河」のようになって海に注ぐ。この、昔は小川の上に出来た道路（菱沼

海岸白浜町境界）の東側つまり白浜町には昭和３０年ごろまでは、それこそ一

軒の家もなかった。そこに日比、荒畑、小川ほか２～３軒出来た。寒村さんが

来たのは昭和３８年の年末であった。その後、その東方に「市立南松浪小学校」

（のち浜須賀と改名）がつくられることになった。今はご覧のように、ゴルフ

場と学校を除けば人家、人家である。 

 寒村さんは、誰の手引きだったかは聞きもらしましたが、とにかく地価が安

くて静かで実に良い所だと喜んでいたのでしが、まもなく“浄化槽を必ず作れ、

まではよいが、その工事費が３０万かかるということで、これには弱っちゃっ

た”ボヤいていました。あの時分は当市は下水施設がまだ全くなく、いわゆる

おワイヤだった。市はその処理に困って、ちょうど寒村さんが来た（３８年）

ころに、新住居は必ず自分の屋敷内に一定の条件を有する浄化槽を作れ、とい

う条例を公布したのでした。事実どの家でも３０万円ぐらいかかりました。３

０万あれば、６畳２間が建てられたころのはなしです。 



 昭和４５年東海岸南６丁目５－８の林実さんが７３歳で亡くなりました。日

本農民組合の屈指の指導者の１人です。寒村さんとは日常往来して意見を交換

しておりました。その林さんのお通夜（自宅）に寒村さんは老体をおしてやっ

て来て、声をはなって泣きました。その際、トシの話になり、明治２０年８月

１４日生の寒村さんは８３．亡くなった林さんは７３．私は６３で、ちょうど

１０づつ違っていて、覚えよいと思ったことでした。 

 さて、荒畑さんの家は、甲野別荘の裏門（東門）があったと思われるあたり

の道の東側の角の日比さんの所を入ると、右隣が村田歯科医院、次が小川さん

ですが、この村田医院が荒畑さんだったとのこと。そう言えば思い出します。

家も庭もすっかり変わってはいるが、広さはそのままです。この村田さんの先

代（村田貞夫歯科医）が荒畑さんと知り合いだったので、あとを譲り受けて、

この医院を開設された。今の院長は娘さん、とのことです。白浜町２の８です。 

 寒村はここで奥さんをなくしました。葬儀には東京から有沢広己、稲村隆一

等の諸名士がかけつけて来ました。その前後、あの名著『平民社時代』『寒村自

伝』を書いたのです。市内の人々とも、かなりよくつきあいました。奥さんが

いなくなって、不自由なので、昭和４９年秋に東京のマンションへ転出したの

でした。 

 『平民社時代』は昭和４８年８月１０日付けで出版されました。 

 

＜大場信国＞ 

 市史２巻５４５ページの「関東大震災による茅ヶ崎海岸別荘の被害（大正１

５年６月報告）」の中の全潰の部の中に「宮内省林野局長大場信国別荘」とある。

私はこの人のことは何も知らない。ただ上記報告の各別荘名の配列のぐあいか

ら見て、中泉の近くだったようだ。歴代林野局長官名簿中、大震災当時の長官

は本多幸介で、本多は大正１５年春ごろまで長官だったと考えられるので、大

場は震災当時はまだ課長クラスだったと思われる。しかしいずれにしても、こ

のあたりに別荘を持っていたことは明らかでした。問題は、その場所ですが、

ある日ゴルフ場先の浜辺で、綱元らしい人（松が丘２丁目１２の青木三次郎氏

か）に、“大場別荘は”と聞いてみましたところ、キッパリと“甲野さんの北で

した”。またある日、小和田の内田造園の親方に聞いてみたところ、“自分は青

木さんと親戚でもあるが、青木さんは、青木さんの南方にあった大場さんの大

別荘の管理人だった。また村の、今でいえば回覧板などをくばって回ったが、

大場さんは、甲野さんの手前で、村の１番端だったから、ここまでくばって、

引っ返したということでした” 

なお別に、魚勘のある所だったという説もある。これはしかしいただけない。



ラチエン通り以西は茅ヶ崎であって青木さんの受け持ちではないからだ。 

 そこで総合すると今の菱沼海岸中１号ないし２号地ということになり、１号

地は私の当時の印象では別荘跡地とは考えにくい。そうすると結局２号地（中

泉の南方鉄砲道をこえた地帯）に、今も、庭内に池などがあり、大名竹が群立

している大きな屋敷。明細図では「田野辺親人（深田）」とあります。両家に親

しくお聞きすればわかることかもしれませんが、皆さんで研究してみてはくれ

ませんか。 

なお、必ずしも大場別荘跡でないにしても、これだけの広大な１００メートル

平方、約 3,500 坪、しかも立派な庭石、樹木、建物など、何か由緒あるお屋敷

です。案外、明治４１年９月の６円組中の森下、岩楠、土岐頼徳（海軍軍医監）、

平山藤次郎（海軍大佐）らのどれかということも考えられます。 

 

＜中泉正・行徳・正徳＞ 

 鉄砲道とラチエン通りの交差点の北東角（松が丘１丁目１１号の全部）の 100

メートル平方、約 3000 坪の、今でも原始林のような、椎、樫、楠、榎等のほか、

池あり谷あり、大名竹の群生などもある区画が有名な中泉別荘です。この北部、

東部の周辺は、数十戸の新住宅地で、新自動車道もつくられ、どこまでが境界

だったか、今では見当もつきませんが、昔は 5000 坪ぐらいはあったように思わ

れます。いずれにしても明治３９年ごろ以来のこのあたりの代表的な別荘でし

た。明治４１年８月の今の一中通りの改修に際して、１５０円の資金不足を補

うべく、まず沿線の茅ヶ崎村の８人が１３円６０銭づつ茅ヶ崎村長代理青木磯

吉へ寄付したのにつづいて、９月下旬松林村側の８人が各６円を村長代理太田

文次郎に寄付したが、その筆頭はほかでもありません、中泉正でした。 

 正は美濃国郡上藩の士族。明治７年軍医に任官。累進して１等軍医正。３０

年陸軍軍医監（少将に相当）となりました。（石黒よりは７年後輩） そして３

１年休職。３９年～４０年頃、日露戦争後のボーナスでこの別荘をつくったわ

けです。つまり同じ軍医監仲間が、石黒、土岐、中泉、平井と申し合わせたよ

うに、それに軍医ではありませんか。宮内省侍医で眼科の甲野も一緒に同じ所

に垣根を接するように、別荘を置いたわけであります。中泉家の先祖は美濃で、

もともと辻氏を名乗っていた。１世は武家で武蔵国忍藩（埼玉県）の藩士だっ

た。２世が医を業とし、その姓を中泉と改めた。そして、美濃国群上（ぐんじ

ょう）八幡に居を移したようです。この７世は中泉東庵。その長男８世が中泉

正です。正は弘化２年８月１３日（１８４７年）生。文久２年（１８６１年）

に郷里八幡（他の資料に奈良県、郡山とあるは誤り）を出て、江戸に至り、蘭

学医学を修め、いったん故郷へ帰ったが、慶応元年４月ふたたび上京して、幕



府の西洋医学所（頭取松本良順）に学んだ。この同窓に、石黒忠悳（別出）、大

沢謙二、長谷川泰などがいた。もともとこの医学所は、伊藤玄朴、戸塚静海、

大槻俊斎、坪井信道（別出）ら新しい西洋医学を学んだ長崎留学組の主唱で設

立された種痘所（１８５８年創立）がはじまりで、文久元年西洋医学所と改称

され、そこへ石黒、中泉らが入学し、さらに医学校、大学東校、東京大学医学

大学、東大医学部と変遷したもの。 

 正は明治元年には医学所句読師（助教授を意味する）並びに付属病院当直助

医師に任ぜられた。２年１０月浪速仮病院（大阪医学校＝校長緒方惟準）が創

設されると、その塾幹を命ぜられた。やがてこれは廃校となり、正は帰京を命

ぜられ、東京医学校監事分課というのを申し付けられた。７年陸軍に入り、１

０年西南戦争で大阪陸軍臨時病院が設立され、これに２等軍医正として配属さ

れた。このときの院長は佐藤進、副院長は堀内利国（惟準の妹婿）、１等軍医正

が石黒と横井信之（水尾源太郎の岳父）で、２等軍医正が中泉であったわけだ。 

 正はそれより累進して、２０年１等軍医正、第２師団軍医部長、日清役をへ

て、３０年９月２８日軍医監に進んだ。陸軍軍医監の任官順は①松本順②林紀

③橋本綱常④石黒⑤石坂惟寛⑥佐藤進⑦土岐頼徳（別記）⑧足立寛で、中泉正

は９代目であった。 

 中泉正は翌３１年１０月１日休職となった。それから数年後、ここに別荘を

ひらいたわけである。４１年９月に道路改修費を小和田側の８人も６円づつ寄

付することになったとき、その筆頭署名人となったことは、別に述べたとおり

である。 

 それから３年足らずの４４年４月１日付けで、陸軍を退役し、それからまも

ない７月２０日卒した。数え年６６歳であった。 

 行徳は旧姓は後藤朝五郎といったようですが、明治２４年第１高等中学校を

卒業して東大医学部に進み、正の養嗣子となり、２９年に卒業、医博となり、

東京で中泉眼科医院を経営しました。大震災でこの茅ヶ崎町の別荘が全潰した

時の当主はこの行徳でした。終戦の頃没しました。 

 正徳は行徳の長男として明治２８年４月に京橋区で生まれました。というこ

とは、父はまだ大学生だったわけです。大正８年に東大医学部の放射線科を卒

業し、レントゲンの権威になり、医博になったのはもちろん、母校東大医学部

の教授兼厚生省技師（放射線行政の厚生技官）となりました。没年はまだ調べ

ておりませんが、明治２８年生ですから、健在だったら本年９０歳です。長男

直正が日本医大に進みました。しかし早死したのか、この別荘主名はしばらく

記録がありませんでした。行雄が今の当主です。 

 中泉別荘もまた、仁井田や東方の田中、五十嵐などと同じく、屋敷の北部と

例の南湖小和田線でちょんぎられました。 



 なお、はるか東方の団十郎別荘跡地に向こう、平和町派出所のあたりの旧鉄

砲道の北側に「中泉所有地」という高さ１メートルの標柱石がたっています。

初代の正が買っておいた飛び地でしょうか。 

 中泉の西の方、ラチエン通りをこえた所（東海岸北５丁目１６の２７）角の

魚勘の北３軒目には、近年まで文化功労者（化学）の柴田雄次理博都立大学長

東大名誉教授が住んでおりました。数年前９０余歳でなくなりました。 

 中泉の北隣（藤井別荘の南隣）の住宅群の中、ラチエン通りに面した角（松

が丘１丁目６の７１）に住んでいられる阿部洋子さんは、かつて新派で花柳章

太郎、水谷八重子らと共演した女優さんでした。 

 

＜藤井別荘＞ 

 南湖小和田線の北方、役１００メートルないし２００メートルの右側（東側）

の松林、遠くからでも高い高い常磐の緑がきわだって見える。この線から東方

へ１２０メートルにわたる約 13,000 平方メートル、約 4000 坪。これが、有名

な藤井別荘です。松が丘１丁目６号の西半分の中央部に当たります。実はもと

もとは、この南北両側（今住宅街）と東側約 4000 坪（湘光商事所有地と住宅地

等）も藤井所有地で、それは今の松が丘１丁目の６号の全部、つまり南北 200、

東西 220 メートル、４万４平米、１万５千坪のおそらく茅ヶ崎第一のぼうだい

な広さだったが、終戦後順次分割した。それでもこの４０００坪はこのように

ウッソウたる松樹園であるわけです。 

 創立者は藤井実。京都の人でしたが、上京して実業家として成功し、明示３

０年代に上記約 15,000 坪を買い上げて、別荘を構え、松を植えたわけです。こ

のあたり（あとでまわる松林荘、五十嵐邸など含めて）が、今の地名『松が丘』

の原点だったとも言えます。藤井実氏は華族でも高位高官でもなかったため、

その経歴を語る資料は少ないのですが、例の明治４１年９月に６円づつ寄付し

た８人のひとりです。この時の住所は東京本郷区向ヶ丘弥生町２番地の１９号

となっています。弥生町といえば、紀元前３００年ごろの土器がここから発掘

された。それでこの土器を「弥生式土器」と命名したものであることは、ご存

知のとおりです。 

 大正５年１０月１５日の『横浜貿易新報』に次の記事があります（市史２巻

Ｐ５４３） 

 「好猟家が待ちに待った猟期はいよいよ今日１５日が口開けとなり、藤沢・

茅ヶ崎地方の猟客は俄かに景気付き、殊に茅ヶ崎町柳島付近には鴫（しぎ）を

初め鴨の群見ゆるとあって、…非常に活気なり。藤沢署にて今日までに狩猟免

許を下付したるは茅ヶ崎町８名、藤沢町７名、小出村４名、海老名村・綾瀬村



各３名、寒川村２名、六会村１名にして、[この２２名のうち]乙種２等は藤沢

町堀内良、茅ヶ崎町エドワードロード２名なりと」 

 藤井さんは、上記２２名の大将株であったわけです。外人たちと一緒に鉄砲

をかついで相模川などに出かけたのでしょう。なお、これらの人々は、夏の避

暑だけでなく、秋も冬も、別荘に来ていたわけです。 

 実さんが何年に亡くなったかはここではわかりませんが、昭和の初めごろだ

ったのでしょう。 

 終戦後、昭和３０年ごろ以来の当主は藤井浜子さんでした。浜子さんはたし

か実さんのひとりムスメでした。自分が嫁に行ったり、養子を迎えたりしたら、

この屋敷は切り売りされるかもしれん、と一生独身で頑張って、事実松の枝１

本切らせずに、この大別荘を守ってきました。団十郎１０世の小間使いだった

お菊さんが、私の目の黒い間は、誰が、たとえ三升さん（１１代、昭和３１年

没）が何といおうと私が生きてる間は、ここは売らせないと、がんばっていた

のと好一対でした。浜子さんはつい最近なくなられました。 

 なお、前にちょっと述べました、旧別荘地の東半分の中の半分、湘光商事所

有地は今も原始林のような松林と灌木で、市の緑地保存地区に指定されていま

す。固定資産税は免除する。ただし、木の枝も灌木も切ったりしてはならない

という地区です。立ち入りも自由ではありません。そのかわり周辺の住宅の人々

は、庭続きがこんなに静かですと喜んでおります。 

 なお、藤井別荘のことは元市議会議員の藤井幸一さんがくわしい。というの

は、幸一さんは実さんの実弟の子で、少年の頃から、深川から、ここにたびた

び遊びに来ましたし、終戦後１０年ぐらいこの別荘内に住んでいました。そし

て市会に立候補された。その時私は“共産党といえば皆さん一番貧乏だと思う

人があるかもしれませんが、実は茅ヶ崎第一の大別荘に住んでいられる”と皆

を笑わせたことがあるほどです。幸一氏は今、同別荘北隣の小さい溝を越えた

所に住んでおります。 

 藤井別荘のことが長くなりましたが、この北方約３００メートルやはり右側

にドイツ人貿易商ドルフ・ラチエン（１８８１～１９４７）が昭和の初めに大

別荘を置いた。それ以来この道路（茅ヶ崎と菱沼の境界）をラチエン通りと呼

ぶようになったこと、別に、説明したとおりです。 

 

＜平山藤次郎＞ 

 正確な地点はよくわかりませんが、市史２巻５３０ページに明治４１年９月

に道路改修費６円を寄付した１人としてその名のある平山藤次郎海軍大佐、５

４５ページに大震災で全潰したとして表記されている増田高頼海軍少尉、長野



宇平治工学博士などの別荘も、大体この辺だったと思われます。 

 このうち平山藤次郎は徳島県出身、海軍兵学校卒、日清戦争の時は軍艦八重

山艦長だったそうです。戦後予備役となったらしく、明治２９年５月改組新発

足の商船学校長に就任しました。これを１４年間つとめ、４３年５月に卒しま

した。例の停車場裏道路改修からまだ１年そこそこのことだったわけです。 

 なお、軍艦八重山といえば、明治３５年５月１１日に根室港付近において座

礁したことで有名です。 

 

＜森下・土岐＞ 

 なお、このあたり旧小和田村内に、森下岩楠、土岐頼徳、永滝久吉の別荘が

あった（明治４１年現在）わけですが、その地点はまだわかりません。 

 なお、旧鉄砲道と南湖・小和田線の間の松林は五十嵐邸で、白洋舎の創立者

五十嵐健治翁の別荘でした。小説『氷点』の舞台にもなっております。 

 

＜田中武兵衛＞ 

 松が丘一丁目大交差点の南西は田中武兵衛別荘跡です。「松が丘１－８－３の

自宅で昭和４９年１２月１日９９歳を目前にして死去された。１月１９日生だ

ったから、あと５０日で９９歳となるところだった。故人は東京麹町の田中銀

行の創立者だった」（文化の姿１３６号）。同別荘も北部を南湖小和田線に削ら

れた。最近まで田中美穂の表札だったが、昭和６０年１０月大きなマンション

の建設がはじまった。１戸分 7500 万円という評判である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   別荘リスト      代４回 （記録用）  60/10/18   

                       



 氏  名 住所  

1 
進 経 太 

東海岸 

南六丁目 

   前回 

 

2 
岩 本  

東海岸 

南六丁目 

   進別荘北 

   不明 

3 
伊 藤 恭 四 郎 

東海岸 

南六丁目 

   進別荘北 

   不明 

4 
広 田 精 一  

東海岸 

南六丁目 

   前回 

 

5 
松 内 則 三  

東海岸 

南五丁目 

   アナウンサー 

   自宅 

6 
櫟 木 幹 雄  

東海岸 

南五丁目 

   日本郵船専務 

   山口県人 

7 
馬 場 屋 敷 

東海岸 

南五丁目 

   靍蔵の父 

 

8 
粟 津 清 亮  

馬場屋敷 

そば 

   日本の損害保険の創立 

 

9 
増 田 高 頼  

馬場屋敷 

そば 

   海軍少将 

 

10 
坪 井 正 五 郎 

東海岸 

南五丁目 

   箕作一門 

   人類学開拓者 

11 
大 沢 別 荘 

東海岸 

南五丁目 

   不明 

 

12 
小 金 井 良 精 

不明 

 

   東大教授 

   人類学        新潟県 

13 
牧 野 英 一  

東海岸 

南五丁目 

   刑法の牧野 

   東大教授      名誉市民 

14 
小 橋 一 太  

東海岸 

南五丁目 

   文部大臣 

   東京市長 

15 
イサム・ノグチ 

東海岸 

北五丁目 

   彫刻家 

   ニューヨークにノグチ美術館 

16 
石 黒 忠 悳  

東海岸 

北五丁目 

   子爵 

   軍医総監、枢密顧問官 

17 
仁井田 益太郎 

東海岸 

北五丁目 

   訴訟法の大家 

   貴族院議員 



18 
平 井 政 遒  

不明    軍医総監 

 

19 
山 田 薫  

東海岸 

南六丁目 

   宮内官 

 

20 
V.C,ジョセフ 

東海岸 

南六丁目 

   インド人 

 

21 
笠 信 太 郎  

菱沼海岸 

 

   自宅 

   朝日新聞論説主幹 

22 
リヒアルト,ゾルゲ 

菱沼海岸 

 

   ドイツ人 

   ゾルゲ事件 

23 
タイセリッチ 

菱沼海岸 

 

   ニュージューランド人 

 

24 
竹 内 綱  

菱沼海岸 

 

   吉田茂の実父 

   国会開設提唱者 

25 
甲
こう

 野
の

 棐
たすく

 
菱沼海岸 

 

   眼科医、東大教授 

   宮内省侍医 

26 
田 村 昌 

菱沼海岸 

？ 

   医学博士 

   内科 

27 
荒 畑 寒 村  

菱沼海岸 

 

   自宅 

   日本農民組合 

28 
大 場 信 国  

菱沼海岸 

 

   宮内省林野局長 

 

29 
中 泉 正  

松が丘 

 

   眼科医 

   軍医監       子 行徳 

30 
藤 井 実  

松が丘 

 

   実業家 

    

31 
平 山 藤 次 郎 

？ 

 

   海軍大佐 

   八重山艦長 

32 
中 島 知 久 平 

松が丘 

 

   中島飛行機 

   松林荘 

33 
田 中 武 兵 衛 

松が丘 

 

 

 

34 
五 十 嵐 健 治 

松が丘 

 

 

 

35 南 部 頼 精  ？    不明 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『茅ヶ崎の別荘を歩いてみませんか』 

第五回（昭和６０年１１月２２日）の記録 

     講 師  川添  隆行     

記 録  大野 八重子    

 

小学校門前町    墓参道    八木重吉    高橋誠一     

発電所跡    電話一番    南湖異人館    六道の辻     

速水御船    八雲神社    酒井伝次郎    萬鉄五郎     

伴田別荘（友田恭助）    小山敬三    留岡幸助の家庭学校 

    住吉神社    南湖院門前街    若い燕    南湖院跡 

    南湖公民館 

 

 今日は地元の三橋五郎さん（現在 南湖５丁目１３の１）がみえていらっし

ゃいますので、お聞きになりたいことがありましたら、何でも聞いて下さい。 

                   [午前９時、駅南口を出発、約８３名] 

 

＜小学校の門前街＞ 

 [共恵１丁目８の、旧ミナミマート、今富士スーパー前で] 

 この商店街＝今は駅南口と新町大踏切と、これから行く長谷川書店角の３点

を結ぶ三角形は、駅（北口、南口）から南湖方面に向かう途中に栄えた商店街

です。茅ヶ崎小学校東門前町ともいいます。このスーパーの所には、昭和２年

１月１２日に大黒館（映画館）ができました。昔は学校の東側はひどい湿地帯

だったらしいです。大正４年に入学した人の話では、今江塚チェーンと川島陶

器店の所（２丁目７－２７）に文房具店がありましたが、店先の緑の下は泥だ

らけだったそうです。学校のまわりには明治４１年頃ポプラが植えてありまし

た。三つの商店会のうち真ん中の部分、フジスーパー、文泉堂書店、八百梅、

釜成屋と井手牛乳、林家酒店、キク薬局、ブラザーミシン等が両側にあるのは、

南本通り商店会（１１９人）です。前は新興会通りといわれていました。大黒

館は昭和３５年頃までありました。桑田とかいう、このごろ有名な歌手は、大

黒館支配人の坊ちゃんでした。井手牛乳、八百梅は古い店です。戦前は砂利で

したが、戦後すぐ舗装されました。 

 



＜南湖一本村墓参道＞ 

 [共恵２丁目１１－３の長谷川書店前で] 

 大踏切から学校前を南下してきて、ここの所は山の突きあたりで、左右に曲

がるほかなかった。これから南方の広い道は戦後しばらくしてから開通したも

のです。漁港通りとか、海水浴場通りとかいいます。この突きあたりに東西に

横たわっていた山が、高砂（たかすな）の一部でした。戦後の神武景気のため、

砂が高く売れるようになったので、この砂山をつぶして売りました。 

 この砂丘のうえ、ここより東方に山崎（のち河村）別荘があったことは第１

回のときに話しました。この南方の高いところ（今 高砂会館）に清浦別荘、

その外側に土方（ひじかた）の別荘、清浦と山崎の間に清棲別荘がありました。

三人は当時の内務省、宮内省の高官（局長・知事仲間）でした。 

 この東西に南湖から東海岸・若松町へ通ずる旧道が、私のいう墓参道でした。

本村の次男・三男で、十間坂・南湖に分家して住みついた人々が多い。その人

たちが盆、暮れ、お彼岸に往復したというわけです。近年、両側に高層ビルな

どが並びました。砂丘の背中を、徳州会の裏、シオン教会の横などを経て、里

帰りしたわけです。 

 図書館の西下の台地＝パーキング（中海岸２丁目２の西端）から漁港通りを

こえて、阿部浅別館の西方の細い旧道から西方の高台（共恵２丁目１のほとん

ど全部）が茅ヶ崎村最初の別荘、須田別荘（約 6000 坪）でした。今は、約１０

０戸に分譲されています。 

 

＜八木重吉終焉の地＞ 

 [旧道＝今は山の下商店街を西へ約１５０メートルの右側の酒店前で] 

 これが日之出屋です。鉄道より南の海岸地帯で、一番古い酒屋です。なお、

この手前の道（昔、真北から校庭西部を貫通してここに出た）は、高砂下（地

名）と十間坂下（同）の境界でした。 

 日之出屋から更に西へ１１０メートルの右側の共恵クリーニングとトモエバ

ーバーと浅場さんの間の道、これは１３号地と１４号地の境界ですが、これを

北へ入って右側１３号３４番の３軒のうち真ん中の家、いま江口倉治さんの所

が、八木重吉が住んでいたところです。このあたりの当時の５～６軒は、相模

の琴ヶ浜（木村氏）が建てた借家でした。八木は登美子夫人と子ども２人で、

この家で療養したが、かなわず死亡したわけです。茅ヶ崎で亡くなった文芸家

はそんなにたくさんはありませんが、国木田独歩と大手拓次は南湖院で、八木

は退院後ここで亡くなりました。死んでから有名になった一人です。 



 八木重吉さんは明治３１年東京府南多摩郡境村（今の相模原市橋本・相原の

近く）に生まれ、大正元年鎌倉師範に入学、同６年同校本科第一部卒業、４月

東京高等師範入学、内村鑑三の著作に感化されてキリスト教信者となりました。

大正１０年兵庫県に英語教師として赴任（芦屋）。詩作にはげみました。大正１

１年、島田とみ子１８歳と結婚。１２年長女桃子、１４年長男陽二が生まれ、

千葉県に転勤、柏に住みました（このほど、昭和６１年夏、柏市の学校のかつ

ての教え子たちが碑を建てました）。そこで処女詩集『秋の瞳』が出版されたが、

昭和元年３月肺結核を発病し、５月南湖院第９病舎に入院。７月に退院。この

家で療養をはじめたのですが、１０月発熱し、余病の併発（耳下腺炎、腹痛）

に苦しみつつ、約１ヶ月間絶対安静の生活となり、昭和２年１０月２６日午前

４時３０分昇天しました。主治医は高橋誠一さんでした。重吉が３０歳で昇天

したあと、２３歳の未亡人登美子さんは、池袋に住んでいるとき、桃子１５歳、

陽二１６歳を失い、昭和１６年ふたたび茅ヶ崎にきて、南湖院事務員となりま

した。やがて４人の子持ちの吉野秀雄と再婚しました。吉野もやがて亡くなり、

目下鎌倉に住んでいます。文化人クラブでの追悼会にも２～３回参加しました。 

 なお、江口さんの家は、近年まで八木一家が住んでいたときの、ほとんどそ

のままでしたが、最近改築されました。なお、井戸の石組みは残っています（小

川宣二先生がなんとか保存したいと奔走しておられます）。 

 

＜高橋誠一・生泉堂医院＞ 

 トモエバーバー、光美容室前をさらに西に歩くこと１００メートルで、左手

（共恵２丁目７の３）は恵泉教会、右手（１丁目１５の１９）は生泉堂（医院）、

その奥さんが恵泉第１幼稚園です。３つとも高橋誠一の設立です。 

 高橋さん（宮城県出身）は、福島県郡山市の安積（あそか）中学卒、明治３

７年に仙台医学専門学校に入学、学生時代に、海老名弾正、小山東助両氏の講

演で、キリスト教に眼を向けた。そのころから弾正の主幹する『新人』という

月刊雑誌を講読するようになった。その『新人』に東洋内科医院・南湖院院長

高田畊安先生は、キリスト教信者で、高田式聴診器の創設者であり、済生学舎

の講師として医療界に内科医として重きをなしていると書いてあるのをみて、

これこそ理想像であると思いはじめた。医学専門学校の卒業も近づいたころ、

『万朝報』に、真山青果の国木田独歩を見舞った記事、その火葬のことなどの

記事がよくでた。それで、南湖院で高田院長のもとで勉強したいという希望が

つよくなり、ちょうど同じ家に下宿している医学専門学校のドイツ語の教授の

友人が、高田院長と親しいことがわかったので、その紹介で南湖院にくること

になった。そして明治４２年１月１５日、２５歳のとき、高田畊安に初対面し、



早速翌日南湖院医員となった。同年７月１１日南湖院で、高橋卯三郎牧師から

洗礼をうけた。翌４３年１２月、２６歳で河野桃野さん（桃乃とも書いてある）

と共に南湖院副長に任命された（そのへんの事情は『茅ヶ崎医師会史』にくわ

しく書いてあります）。以来南湖院にはのべ１００名ぐらいの医師が在籍しまし

たが、この２人は終始、南湖院解散まで副長でした。 

 高橋さんは大正４年に南湖院の同僚で、自分よりすこし前に南湖院医師とな

っていた土岐ミヤ（美也）さんと、東京三崎町の本宅（院長の本宅か）で、か

の海老名弾正牧師の司式で結婚しました。新婚旅行は、東京から茅ヶ崎まで２

等車でした。当時国鉄は１等白切符、２等青切符、３等赤切符にわかれ、値段

は２等は３等の倍、１等は２等の倍。１等には皇族・華族・大臣・大将、２等

は高等官・大会社の社長だけしか乗れない。われわれはもちろん３等で、堅い

板の上でした。誠一・ミヤの新婚さんは、一生に一度のことだということで、

青キップ（今ならグリーン車）を張りこんだわけです。 

 さて、夫婦は、しばらく南湖院で共稼ぎでしたが、まもなく大正１０年ころ、

くわしくは『医師会史』しありますが、これから歩いていく右手のスナック１

０４（トシと読む）の所で開業、これを生泉堂医院と名乗りました。そして、

奥さんは南湖院勤務をやめて、開業医専門となり、旦那さんは南湖院副長のま

ま、放課後に奥さんを助けるということになりました。そしてまもなく、ここ

に移転し、このような本格的な生泉堂医院をひらいたのでした。 

 以来高橋さんは、南湖院副長、生泉堂院長でありつつ、昭和２年からは、日

本キリスト教団茅ヶ崎教会日曜学校長とか、昭和３年からは茅ヶ崎美晋教会信

徒総代というような地区的な、今でいえば草の根運動のように、宗教面で活躍

をし、この右手の美晋教会を設立したのです。そして昭和１０年５１歳の５月、

この教会を使用して、恵泉幼稚園を開設しました。ここらあたりは、それまで

は十間坂の坂巻さん（定吉さん、雪子さん。今日もこの一行に加わっていられ

ます）の先祖の経営する坂巻牧場でありました。なお、恵泉幼稚園は茅ヶ崎最

初の幼稚園です。 

 高橋先生はさらに禁酒、禁煙の運動もはじめました。またボーイスカウトも

つくりました。 

 なお、ついでながら申しますと、美晋教会というのは、北アメリカ合衆国で

メソジスト教会の監督制度に反対し、別れてメソジスト・プロテスタント教会

として日本に宣教されたものを漢字にあてはめたもので、主として東京―名古

屋間の東海道沿線に布教されていたもののようです。 

 先生はこの昭和１０年には茅ヶ崎信用組合理事に就任しました。また同じ年

に茅ヶ崎禁酒団健児隊を結成し、その隊長となりました。あのつばの広い帽子

をかぶって。 



 ところで茅ヶ崎最初の女子の開業医であった高橋美也子先生は、昭和１２年

のなくなられました。 

 しばらく男やもめとなった先生は、昭和１５年に恵泉幼稚園として知事認可

がおり（茅ヶ崎最初）、その正式園長となり、同１５年社団法人日本美晋教会社

団理事、１６年には成美学園理事に正式に就任しました。 

 １６年、小名木希以女医と再婚、以来誠一先生、けい子先生と市民に親しま

れました。単に「高橋先生」というのは十間坂の高橋文夫・寿子両先生とまち

がいやすいので、注意して下さい。現に多くの患者が間違って、めんくらいま

した。 

 さて、長くなりましたが、この方の誠一先生は、戦争中、県医師会議員、郡

市学校医会会長、茅ヶ崎第１国民学校校医、白十字会林間学校校医、町内会会

長、等々、さらに昭和１７年には神奈川県医師会高座郡支部長、１８年には茅

ヶ崎町参与となりました。 

 ところで昭和２０年２月高田畊安博士がなくなり、まもなく南湖院は解散さ

れ、先生の南湖院副長という肩書きはなくなりましたが、すでに６０歳をこえ

た先生の活躍はむしろこれからであるのみか、平和運動というものも加わりま

した。かつての戦争協力を反省し、これからは戦争絶対反対だというようにな

りました。 

 ２０年秋に茅ヶ崎厚生女学校の校長、２１年に茅ヶ崎協同組合理事長、２２

年に小和田の林間学校長、平和学園幼稚園長、成美学園理事、のぞみ学園理事、

等々々となったのです。 

 形成幼稚園について申しますと、昭和１１年に第１回の卒業生を送りだして

以来、幼児教育の大事なことを啓蒙しつづけ、さらに家庭教育の重要性に鑑み、

母親学校を開設された。そして中海岸の松林の中に第２恵泉幼稚園を開設され

た。ついで昭和３５年には、この教会内にあった第１幼稚園を今のように、こ

の生泉堂のむこうに移転して、あんなに大きく立派にしました。そして第２幼

稚園には昭和３８年に、高橋記念館・児童教育研究所をたてました。まだあり

ます。４２年には第２幼稚園を、今のような鉄筋園舎に改築したのでした。こ

の完工式は、高橋誠一先生の長寿と偉業をたたえる気持ちもあって、実に盛会

でしたが、これから３ヶ月後の４３年３月２９日に急性心不全で昇天しました。

明治１６年１２月３０日の生まれでしたから、８４歳３ヶ月でした。 

 誠一先生がなくなった後は当然けい子先生が一人院長でがんばりましたが、

やがて老衰のため入院、生泉堂はこのように休業中です。後継者は親類の人に

内定しているともいわれますが。けい子先生は現在（昭和６０年）８３歳ぐら

いです。 

 なお、この生泉堂の建物は、文化財のひとつとして保存したら、という話も



あります。 

 先生は何しろ、先に述べましたとおり、八面六臂でしたから、あるとき、た

しか市議会当選の時、先生は本業は一体何ですかときいてみましたところ、１

番はキリスト教、２番が幼児教育、３番が医者、それから市議会です。とのこ

と。市議会議員なんかほんの片手間のことで、どうでもいいと言わんばかり。

血眼になって選挙運動をして次点で落選したなんていう人に聞かせたら、殺さ

れそうな話でした。現に市議会では、ほとんど発言せず、時たま一人で反対の

挙手をするだけでした。 

 

＜発電所・煉瓦場＞ 

 生泉堂と教会の間から、十間坂下商店街。昔は駅から南湖院へ通ずるので、

病院道ともいいました。この道を９０メートル行った十文字（昭和堂と毎日新

聞販売店の間）、ここが今の共恵と南湖の境界です。販売店のつぎは１０４と書

いてトシとよぶスナックです。トシはママの名前。実はここが大正１０年に高

橋誠一・ミヤ夫妻が生泉堂医院を開設し、しばらくいた所です。 

 この１０４と魚林の間に細い路地がある。これを入って突き当たって右折し

ますと、先ほど通った共恵と南湖の境界になっている道の先に出ます。この左

側にかなり広い屋敷が５、６戸あります。桜井、渡辺、稲川、青木さん等です

が、昔、ここに発電所がありました。 

 樋田豊広先生の年表に「茅ヶ崎電灯火力発電所を南湖上町に設立。８００灯

＝明治４４年」とあるのがこれです。明治期の代表的な照明器具は石油ランプ

でしたが、明治３０年代中ごろから、電灯が都市部を中心に急速に普及しはじ

めたが、茅ヶ崎でも、明治４１年１２月に伊藤賢吉が相州片瀬の山本百太郎か

ら受け取った手紙の中に「電力供給の件は算数（採算）上の問題で、当社（江

ノ電）の見込みでは御地方（南湖・茶屋町・駅付近のこと）では１０燭光（光

度の単位）に換算して７００灯以上の需要があれば、来春早々にも算出いたし

たく（見積りをとってみます）。それまでは、片瀬での電鉄延長・電灯敷設等で

非常に多忙です。漸く本月始めより、鎌倉方面点火です。来春は戸塚及び貴地

方（茅ヶ崎）に出張、実地調査をいたします」ということが書いてありました。 

 この結果でしょう、翌々４３年秋には、伊藤里之助初代町長は中海岸方面の

別荘にまで予約申し込みの募集を始めています。特におもしろいのは花房子爵

への頼みであった。これは別荘は一年に二ヶ月しかいないので、電灯の必要は

ないのだが、県庁に申請のため相当の予約数をそろえる必要があり、それで名

義がけ連名してくれませんか、というのであった。 

 一方、南湖院の高田院長は、同町長に「電灯官許相成候由欣然事に候。キャ



ンベル式サクションガス発生装置に関するパンフレットが高田商会より送って

きておりますから、御覧に供しましょう」という意味の手紙を明治４４年１月

１７日に書いている。 

 このようなことなどののち、明治４４年３月、資本金５万円で創立した茅ヶ

崎電灯株式会社が、非常な盛況で株式募集を終わり、３月１９日午後１時より

茅ヶ崎館で、第１回株主総会を開き、３０名余りが出席、社長に内山敬三郎、

取締役に伊藤里之助、飯森啓蔵、監査役に二見友三郎、菊池小兵衛を選出した

のでありました。当時の横浜貿易新聞（３月２１日付）によると「動力にサク

ションガスを採用することにし決し、大字南湖４８４４番地に発電所をおくこ

ととなり、目下工事中である。既に８００灯以上の申し込みあり、多分６月初

旬に開業の運びになろう」ということになりました。 

 開業５年後の大正４年末には需要家数１１８９戸、取付け灯数２２２７灯で

した。これは町の約半数の家が、一軒に二灯ずつつけたことを意味します。な

お、辻堂からも申し込みがあったが、せめて５燭換算８０灯ぐらいはまとまら

ないと、と断ったようです。 

 この茅ヶ崎電灯は、大正６年に町田電灯を合併して、相武電気と改称、同１

１年愛甲電気、伊勢原電気と合同して、相武電力と改称したが、昭和３年日電

（関西系の大会社・日本電力）に吸収された。その後、電力事業再編成で関東

配電に移管されました。今の東京電力です。その間、ここの発電所は時代おく

れとなって撤去されたわけです。 

 さて、この発電所から鉄道えを越えた、今の十間坂１丁目８から、２丁目１

０の所に、煉瓦場がありました。「朝鮮に煉瓦大工場と大農園を有する実業家・

笠松吉太郎氏は茅ヶ崎に一大煉瓦工場を建設せんとひそかに設計中のところ、

今回、停車場西方に用地一万坪を買い入れたり。これは職工８００～９００名

で、製品は熱海鉄道工事、京浜の一般需要に応ずるはず」と、大正５年９月２

７日の横浜貿易新聞にあります。 

 このころ茅ヶ崎では、三大事業として、相模軽便鉄道、小山製糸工場（純水

館のこと）、それにこの煉瓦場の三つの建設工事があげられ、それに火薬製造工

場の計画がありましたが、「煉瓦工場も工事はかどり、朝鮮人を主なる職工とし

て工場新築機械据付け等を急ぐ模様まれば、遠からず本業に着手し、近く多数

の職工来着すべし」と、大正５年１１月８日の新聞に報道されました。こうし

て「れんがば」ができたのですが、やがて大正９年以来の不景気でつぶれまし

た。 

 



＜電話 一番、二番、三番、五番＞ 

 さて、このころ茅ヶ崎にも電話がかかりましたが、電話一番は郵便局、二番

が南湖院、三番が茅ヶ崎館、五番が横須賀商業銀行茅ヶ崎支店でした。四番は

嫌でなかったようです。なお、町役場はどうだったか証明資料がありません。 

 実は、この道路＝大踏切から南湖院までの病院道に沿って電柱がずーっと立

ちましたが、そのすべてに「南湖院、電話二番」と書いてあるので、患者や見

舞い客は迷わなかったといわれています。 

 

＜南湖異人館＞ 

 別荘がちっとも出て来ないで申しわけありませんが、この魚林の角から西方、

最乗寺踏切の方に行く大きな道の途中左側の内山昭雄さんの家、隣に共産党支

部もあります（南湖３丁目６の５）は、明治初年に長い間茅ヶ崎戸長をつとめ

た内山吉五郎の生家でした。ここで生まれて、近く（今の３丁目２の２６）で

分家独立したのでした。今の内山達美家です。なお、このあたりには内山とい

う姓の旧家がたくさんあります。 

 元にもどって、魚林の角から同じ道を約５０メートルの所から斜め左に少し

行くと、中里さん、高橋さんがあります。これが昔は南湖異人館でした。水越

梅二さんによると「南湖にはフランス人 アルボンスメークルというのが明治

中期から別荘を所有して異人館と呼ばれていた」そうです。また前に言いまし

た内山家の近くの旧道で郷土会常任理事でもある米山実さんは“フランス人が

平塚の方から今の守屋さん（医師）の所の踏切を通って南湖に入ると、人力車

の上から、町の子どもたちにアメや何かを投げてくれた”と思いだして語りま

す。これがこの異人館であったと、私は推定しております。現在までの調べで

は、今の茅ヶ崎市で一番古いには柳島異人館。これはフランス人 エメー・コ

イーが明治２６年以前に開きました。今の柳島海岸１３の３５～３９のところ

にありましたが、その柳島異人館とこの南湖異人館、どちらもフランス人は、

おそらく一緒ごろに出来たのではないかと考えてあります。なお、もうひとつ

の菱沼異人館はイギリス人 ボールデンで、これは明治３７年に土地を買いま

した。 

 今も高橋与志江さんの家（３丁目１０の２８）は思いなしか、昔の洋館の名

残りがあります。ただし、同家は外人とは何の関係もなく、たしか静岡県の造

酒家であったということです。 

 高橋さんの手前の三角形の屋敷、中里武さんの所は、昔は中里積三郎医院で

した。大正１３年に茅ヶ崎町の開業医８人が医談会という研究グループをつく



りました。鉄道以南は高橋誠一、中里積三郎、川名高寿、酒井伝次郎の４人、

以北は守屋俊造、橘立敬、加藤寿雄、蓼川求馬の４人でした（うち南湖が５人。

高橋も南湖に近い）。 

 中里さんは栃木県芳賀郡中村柳林の出身で愛知医専を卒業、明治３５年３月

１３日付けで免状１５．４８７をもらい、日露戦争に召集され、陸軍３等軍医

となり、のち北海道後志郡東瀬棚村真狗内で開業、大正５年南湖に来て、まず

今の２丁目１の１０（今の中山さんの所）で開業、のちここ（３丁目１０の１ 

異人館跡の角地）に移った。在郷軍人会茅ヶ崎分会長でした。大正１０年茅ヶ

崎小学校校医を嘱託すという記録もあります。 

 ところで、今の中里武さんは積三郎さんの子か孫かと思っていたところ、こ

れも何のつながりもない、中里姓は偶然だとのことです。なお近く（３丁目６

の１７）に川名医院がありました（のち新栄町へ移転）。 

 

＜六道の辻＞ 

 魚林の角から病院道を西南へ２５０メートルで、六道の辻にでます。これは

昔から茅ヶ崎村南西部の交通のカナメでした。ごらんのとおり六つの道が放射

線になっています。私は初めは、お地蔵さんが六つあるんだろうと思っており

ましたが字が違います。こんなに６本の道が放射している所は、他にありませ

ん、大和田にひとつありますが、これは近年新道を開通するとき、設計のつご

うでそうなっただけのことです。この６道は昔から重要な生活線です。まず（１）

今まで歩いて来たのが停車場へ、（２）その左手(東)が有名な鉄砲道、（３）斜

め左が大謀通り（漁業用）、（４）斜め右が病院道、（５）西へ八雲神社横を過ぎ

て南湖の町の中心地へ、（６）は斜め北上して上町へ通じます。 

 

＜速見御船＞ 

 この大謀通りをずっと海の方へ下って、かれこれ４００メートルの右側に吉

川という漁業家がいました。小田原の人ですが、この沖で大謀綱を繰り広げた。

それで、この名がついたということです。 

 茅ヶ崎漁業組合に大正５年大謀綱敷設が許可されております。なお、吉川さ

んは戦争中の新聞『明朗の茅ヶ崎』の同人でもありました。 

 その近くに速見御舟のアトリエがありました。今も未亡人の速見弥さん、婿

の吉田耕三さんなどが住んでいます。４丁目２２の３２ないし３５です。その

先の右手が白バイ分駐所、左手がシーサイドパレスで、国道１３４号を越える

とフィッシュセンターです。 



[注] はやみ・ぎょしゅう＝日本画家。東京生まれ。旧姓蒔田、名は栄一 

  赤耀会を創立、日本美術院同人。洋画風をとりいれた。代表作は『舞妓』 

  などでした。明治２７年生まれでしたから、萬鉄五郎よりは九つ先輩で

した。御舟は萬よりも８年後の昭和１０年、５９歳でなくなっています。 

＜八雲神社＞ 

 今日は六道の辻から八雲神社の裏口を登ります。[社殿横での説明] 

 昔は小和田の砂丘が長い砂州となって、この八雲神社の山まで断続しており

ました。ここから西の方に浜見平が見えますが、このあたりは昔は湖（みずう

み）のような入り江でした。南の湖、それで南湖（なんこ）という名が生まれ、

その河岸に発達した半農半漁の集落が南湖（なんご）上町（かみちょう）、中町、

下町、鳥井戸です。 

 この入り江（今の浜見平団地）は近年まで帆掛け舟が出入りしました。それ

がこの山からよく見えた。船が魚をとって帰ってきたのを見ると、見張り番が、

帰ってきたぞと、このすぐ下の村や町に知らせる。板木を叩くとか、ほら貝を

吹くような呼び名があったとのことです。 

 この山は別に「天王山」ともいわれていて、このあたりには、屋号に天王と

いう字がついている家が多かったのです。 

 南湖の集落は湖の河岸が発達したものえお前に言いましたが、今の南湖１丁

目、十間坂２丁目、３丁目の中の国道１号線両側が、どうして茶屋町＝藤沢・

平塚両宿場の中間の「間の宿（あいのしゅく）」として栄えたかといいますと、

昔は貨物を積み込んだ船が、この南湖から、千の川をさかのぼって、今の富士

見橋の所で荷揚げした。そこで、国道の、今のバス停「茶屋町」あたりに、海

老家、松屋の両本陣、江戸屋などの両脇本陣をはじめ、たくさんの店が並んだ

のです。 

 昔、大山千軒、須賀千軒、南湖三百六十といわれました。大山は伊勢原のこ

と、須賀は平塚市南部のことですが、この三つが当時相模の国中央部の三大都

会だったわけです。 

 国鉄が茅ヶ崎駅をつくる時、場所は今の最乗寺踏切のあたりで、駅名は南湖

停車場との案が有力でしたが、すでに人家がたてこんでおり、カーブが大きく

なるうえに、踏切を五つも六つもつくらなければならないことになるので、結

局今の所に決まったということです。 

 ちなみに戦争中私たち、今の南湖、共恵、中海岸、東海岸の者は毎月８の日

＝大詔奉戴日には、みんなこの本殿前に行列したのでした。 

 



＜酒井伝次郎＞ 

 拝殿正面の石段を西へまっすぐ降りて、バス停「八雲神社前」で左折、１２

０メートルで左側の美容室と消防署の間を左折、すぐ左側が酒井伝次郎跡です。

南湖院に勤務しつつ苦学力行、医院免状をとって、ここで開業したのでした。 

 明治～大正～昭和にかけて、茅ヶ崎の開業医の半分は、この南湖に集中して

おりました。まかでも守屋、橘、中里、酒井がよくはやりました。そこでつぎ

の童歌（わらべうた）ができました。添田高明県議から聞いたものです。 

 <もうなおる、もうなおるの守屋さん。たちまちなおる橘さん。なかなかなお

らぬ中里さん。生きるか死ぬかの酒井さん。> 

 酒井さんは２０年ぐらい前に９１歳かでなくなりました。長男の敏夫さんは

慈恵の教授です。筋肉神経科。酒井先生夫妻はよく近くにいた萬鉄五郎のこと

を話しておりました。 

 

＜萬鉄五郎のアトリエ跡＞ 

 よろずは岩手県出身、東京美術学校卒。フューザン会および春陽会の創立に

参加。独自のフォービズム、キュービズム風の作品を描いた。代表作は『日傘

の裸婦』『もたれてたつ人』。明治１８年生で、昭和２年に没した。 

 南湖消防署と酒井医院跡の広い道を東へ１３０メートル、右側に倉本政雄さ

んの屋敷がある。昔は今の三角形（４丁目５号の全部）の全部が倉本家屋敷だ

ったらしい。今は周辺の一部に樋口、浅川氏等（北東側）、新築の歯科医院や加

藤氏等（南側の高い所、伴田別荘と向かいあい）の家が並んでいる。これを六

道の辻から言えば、病院道の魚市場の南側だ。 

 三橋五郎さんの案内で、倉本さんの庭に一行は入った。私は前に浅川家と聞

いていたので、すこし迷ったが、庭に入って見ると、結局同じ屋敷だ。 

 [以下は倉本政雄さんの話] 

 私の家内が５、６歳の頃、私の家の庭の前のひらやに、萬さんが住んでおら

れました。今は家が新しく建てられ、持っている人も変わっておりますが、萬

さんも同じ年頃の子どもがおりましたので、遊び友達として、垣根越しに行っ

たり来たりしていたようです。昔はこのあたりは、麦畑や、桃の木がありまし

た。萬さんは、海岸地帯とか、大謀綱の漁をしているところなど随分描かれ、

私の家にある藤の木とか、井戸など、この付近もかなり描かれました。当時は

どこの家も食うや食わずの生活でしたので、絵など、とても考えも及ばなかっ

た時代でした。萬さんは昭和２年に、この地でお亡くなりになられました。 

 最近になって、みなさん豊かな生活になられたので、萬さんの絵が見直され



てきたという話です。大正８年から昭和２年頃まで、体がお弱かったので、茅

ヶ崎へ療養に来ておられたようです。アトリエは、あそこ（一段高い所で歯科

医院を新築中）でした。あそこから降りてこられたのです。近年はよく岩手県

の人々、美術館、博物館などの関係者、新聞、雑誌、放送の記者さんたちが探

訪にこられます。 

[注] かつて萬は、伴田別荘の横の木村さんだったと聞かされて、捜したが分

からなかった。それが、こんど歯科医院が新築された所のことだったのかも知

れない。なお、別に、中海岸１丁目４の２９の今は松林さんの家にもいたとい

うことで、現に襖の下張りなどに筆跡等があったともいわれる。萬鉄五郎には

内務省の地方事務官などであった実兄がおり、この人も今の福祉会館の近く（２

丁目６の２４、清浦家の東隣の空地）に住んでいた。その長男が萬修氏＝京都

新聞東京支社長＝であるが、この屋敷の時代、どういうものか、交通事故など

異変があまりに多いので、うす気味悪くなって、今のところ、東海岸４丁目１

１の９に引っ越した。跡地は今も空地です。なお萬については近くに住む三橋

兄弟治画伯がくわしい（南湖５丁目２の３６、新しい道路にすこしひっかかっ

た）。萬は１８８５年生、１９２７年没ですから、４２歳でした。なお昭和１４

年８月１５日に茅ヶ崎美術展がひらかれたが、萬と小山敬三の作品が特別出品

された。 

 

＜伴田別荘（友田恭助）＞ 

 六道の辻から真南１００メートル先の高台が伴田別荘跡です。米山一夫さん

の屋敷となっているのが伴田家の本家でした。 

 明治３３年頃、日本橋の実業家で株屋さんの伴田六之助が、この山（西運寺

山といっていた）とその周辺を買った。山の東斜面に、親類の大沢寿次郎（幸

次郎、寺次郎となっている資料もある）、それに山縣氏が、それぞれ両家の別荘

をつくった。大沢別荘、山縣別荘であるが、土地の人は総括して伴田別荘、伴

田の山、伴田の坂などと呼んだ。その総面積は今の南湖４丁目のうち、８号、

９号、１０号、１３号の大部分に及んだようです。かれこれ４万平方メートル

（１万２千坪）です。 

 大正２年８月８日付けの横浜貿易新聞につぎの意味の記事がのってあります。

「茅ヶ崎海水浴、昨今漸く賑わい来たる。[中略]重なる来遊者は、土方久元伯、

菊池大麓前首相、美濃部達吉大学教授、池辺棟三郎侍医、木越安綱前陸相、芝

野義広陸軍中将、佐竹義通子爵、実業家大沢幸次郎、伴田六之助等[以下略]」 

 このように伴田、大沢両家は、茅ヶ崎の代表的別荘族だったわけです。 

 伴田別荘については、その他話題が多いのですが、有名な友田恭助は六之助



の五男で、実名は五郎でした。 

 有名な土方別荘の孫久敬と五郎は偶然同じ１８９８年＝明治３１年の生まれ

でしたが、おたがいに中学生のころ、海水浴で知り合い、君も芝居が好きか、

そうか一緒にやろうということで、久敬の弟（のち土方玄昧）も加えて、土方

別荘と伴田別荘の広間で稽古を始めた。そしてそれぞれの屋敷の斜面を舞台と

して芝居をし、南湖のおばさんたちが見に来た。それを両方とも「南湖座」と

愛称した。このうち伴田の方の舞台は今の南湖郵便局（４丁目９号６番）のあ

るあたりだったそうです。 

 久敬がのちの土方与志、五郎が友田恭助です。 

 [注] 土方与志＝演出家、名は久敬。欧州留学後、大正１３年私財を投じて

築地小劇場を建設。小山内薫らとともに新劇確立の基礎をつくった。伯爵だ

ったがアカだということで華族をとりあげられた。１９５９年（昭和３４年）

に没。 

 [注] 友田恭助＝新劇俳優。本名 伴田五郎。小山内薫、土方与志らと築地

小劇場を創設。日中戦争で１９３７年（昭和１２年）戦死。 

 恭助は上海のウースン・クリークで戦死したのです。まだ２１～２２歳だっ

たわけで、実に惜しまれたのでした。 

 恭助の妻でやはり新劇俳優だった田村秋子は、もちろん長くこの別荘に住ん

でおりました。この近所で、今８０歳くらいで、若い頃この別荘に行儀見習い

や女中さんに来たことのあるという人々がかなりありました。その人たちは秋

子さんと会った話をよくしておりました。 

 戦後、分譲され、かれこれ７０軒の住宅でうまりました。その中で別荘の本

屋部は宮前猛さんが買いとり、松山荘とかいう旅館などを経営しました。宮前

さんの死去後、今の米山一夫さんとなったのです。米山さんは旧建物をなるべ

く残すように工夫され、茶室（陶楽庵）をつくり、別に陶器のコレクション室、

温室など、四季を通じて趣向をこらしておられます。 

 伴田別荘の西側の道を伴田坂といいました。南湖院に行く人力車は、六道の

辻から、伴田別荘に突き当たって右折、別荘と萬鉄五郎のアトリエの間を１０

０メートル、そこで今の林さん、鈴木武夫さんの間から、伴田坂（約２５０メ

ートル）にかかり、坂を下り切って「角店（かどみせ）」の角に出た。今のバス

停「下町」の所です。ここが伴田坂（病院道）と南湖下町大通りの交差点だか

ら「角店」と名付けたのだそうです。 

 

＜小山敬三（文化勲章）＞ 

 角店から下町の大通りを、西浜小学校の方に向かって８０メートルの左側の



大きな屋敷（４丁目１６の４０）が小山敬三さんです。約千坪あります。ほと

んど赤松の林です。 

 この人のことは『文化の姿』にくわしく書きましたし、改めて説明はいたし

ません。今はもっぱら郷里小諸に住み、ここには住んでおりません。小諸に自

分の絵で美術館をつくりました。島崎藤村が小諸の先生をしている時、小山一

家と親しくなりました。敬三はフランスに絵の勉強に行きたいがどうでしょう

か、と相談したところ、藤村は大いに賛成して、父母に話してくれたというこ

とです。 

 文化人クラブの会員であったことは無論で、名誉会長に推しましたところ、

まもなく文化勲章をもらわれたのでした。その後名誉市民にも推されました。 

 奥さんはフランス人で、家庭内の娘さんも会話はすべてフランス語なので、

私たち訪問者はめんくらいました。奥さんは西浜小学校ができてから“うるさ

くなった”とぼやいていました。 

 小山邦太郎という、翼賛選挙の時も非推薦で当惑した政治家がおりましたが、

これはお兄さんです。 

 萬、速見、小山と有名画家が、３人とも南湖４丁目に住んでいたとは、めず

らしいことです。萬は１８８５年、速見は１８９４年、小山は１８９７年生ま

れです。 

 [注] 小山敬三＝明治３０年８月１１日、長野県の生まれ。慶大中退。洋画、

芸術院会員、一水創立委員、日展顧問、文化勲章受賞。昔の名刺は「西海岸」

となっていました。 

 

＜留岡幸助の家庭学校＞ 

 小山さんの南西にバス停「西浜小学校前」の標柱が立っております。ここか

ら先、大通りの左側、国道１３４号までが、市立西浜小学校です。この校庭の

北部に、昔、留岡幸助の家庭学校がありました。 

私は前々から茅ヶ崎の４大社会福祉事業として、高田畊安の南湖院、林止の林

間学校、上田庄三郎の雲雀が丘自由学校、そしてこの家庭学校の４つを挙げて

います。 

 留岡幸助については、すでに多くの読み物があり、とくに２、３年前、毎日

新聞がくわしく、長い連載をいたしましたから、それをぜひ読んでいただきた

いと存じますが、留岡は、明治中期から大正にかけてのクリスチャンで、今で

いえば非行少年（当時は不良少年といいました）で、感化院、少年刑務所など

を出てきた青少年を引き取って再教育しようというボランティアを始めました。

そして内務省高官、今でいえば厚生省の嘱託のような地位にもありました。 



 明治３２年、東京の今の日本一高いビル、サンシャインビルの近くにそのよ

うな施設を設置することにした。岩波の総年表には「１８９９年１１月、留岡

幸助、巣鴨に設立中の少年感化院「家庭学校」の趣意書、校則を配布」とあり

ます。南湖院が開院した翌月のことです。だからすぐ茅ヶ崎との連絡がついた

というつもりはありませんが、かなり早く、明治３０年代には交渉が始まった

ようです。 

 というのは、明治４１年１０月１日に、茅ヶ崎、鶴嶺、松林３村合併（茅ヶ

崎町制施行）が強行された直後のこと、第１回町議会で「この合併は反対だ。

元の３村にもどせ」という決議が多数で議決された。町長事務取扱 伊藤里之

助は全く困惑して、内務省に出掛け、留岡に相談しています。これに対し留岡

は明治４１年１２月１２日、つぎの意味の返書を出しております。 

 「先般御上京の節は取り込み中で失礼しました。合併の件、ただちに分離致

すことは到底難しく、かかる例は他になきように承知致し居り候。故に一応式

（正式の合併手続き）の如く結了致され、後で改めて機会をみて分離こと取り

計らわれては、いかがなものに候。小生こと、慈善演劇界のことにて昼夜兼業

の姿にて相働き、かてて加えて、１４日には内務省の用務にて、本年中位は出

張致さねばならぬこととなりましたので、とても貴所（金剛院の町役場）へ推

参のことむつかしく候。申すまでもないことですが、余り大袈裟に相成らぬよ

う御勘慮ください。なお、当局者（この時の内務省地方局長 床次（とこなみ）

竹二郎）の意見をも聞きただしますけれども、係官の話では、従来の例には、

合併して直ちに分離などという先例は１つもない、前代未聞のことです。まず

は御返事まで。１２月１２日、東京巣鴨家庭学校 留岡幸助、伊藤尊台机下」 

 さて、この３村合併の軋轢は、大正３年に茅ヶ崎海岸が神奈川県避暑１２勝

の当選したのを機会に結局おさまったのですが、上記の手紙を見て考えられる

ことは、留岡は町村合併などに全く関係がないのに、町長はどうしてこの人に

相談したかということです。これは、留岡と伊藤の間には、これよりかなり前

から、家庭学校のすくなくとも敷地などの構想をめぐって、親密な交渉があっ

たにちがいない、ということです。 

 それは事実らしい。樋田先生の年表によると「明治４３年、家庭学校が西浜

に２万坪払い下げられる」とあります。 

 そして、同じ南湖下町に、肺病の病院だ、不良少年の溜り場だもないもんだ

べ、と地元の人々は眉をしかめたとも伝えられています。しかし一方、家庭学

校の少年たちが、この一帯に、たくさんの松の木を植えたのでした。この付近

では、南湖院もそうですが、たとえばある軍人が別荘をつくる時も、町では敷

地を斡旋する際、近くに松を植林することを条件にしました。こうして南湖海

岸の松林は出来たのでした。 



 一方、幸助は大正３年、北海道の社名淵というところにも家庭学校分校とし

て私立教護院を創立し、やはり教育農場をつくり、８月２４日に開校しました。

留岡の有名な家庭学校は結局、巣鴨、茅ヶ崎、社名淵の３つということになっ

たのです。[実は社名淵はどこだか知らないのですが、どなたか教えてくれませ

んか＝川添] 

 大正４年秋には南湖に大津波がきて、多くの人が舟で逃げました。大正５年

７月には、大謀通りの突き当たりの八大竜王碑ができました。 

 なお、『茅ヶ崎小学校経営』という本の末尾の年表には「大正１２年１月１０

日、家庭学校茅ヶ崎分校創立される。昭和８年３月３１日まで」と表記してあ

ります。しかしこれは誤記か何かの誤りか、あるいは何か手続きの上のことに

すぎないかでしょう。土地払い下げや、松の植林の時期とあまり離れておりま

す。しかし、なおよく調べてください。 

 大正１２年４月、魚市場が現在（先ほど見ました六道の辻と伴田別荘の間）

に移転して来ました。同年７月２日に駅南口ができたわけです。なお、駅南口

より南湖院への道路（幅３間、魚市場、消防署の前２５２間＝４８０メートル）

が開通したのは大正１４年３月であったといいます。もはや伴田坂は越えない

でよいわけです。 

 このころ南湖の三橋角太郎さん（旧伴田別荘の南端に近い）は、ハタチぐら

いで、この家庭学校の用務員をつとめておりました。そのうち昭和７年６月２

５日に、これは東洋経済大年表に「茅ヶ崎に大旋風起こる」と表記してありま

すが、今の西浜中学校の沖あたりに大きな竜巻がおこり、これが西海岸より松

林地区へ、吹き荒れました。家庭学校の屋根もねじ切られ、吹き飛ばされて、

どこへとんで行ったものかわからなくなりました。その翌日か、３、４日して

から、お父さんと前の田を見回りに行きました。相模線の向こうで、今も「前

の田」というバス停があります。そこに三橋家の田園があったのです。ところ

が、その近くに黒い大きな物があるからよく見ると、家庭学校の屋根のトタン

だったのには、おどろきましたねと、近年まで目を丸くして私に聞かせてくれ

たのでした。三橋さんはもちろん不良少年ではない。茅ヶ崎小学校高等科を主

席で卒業し、茅ヶ崎俳句協会会長、文団連会長を２、３年前に死亡するまでつ

とめました。 

 家庭学校のその後は、戦時下となり、前記のとおり、昭和８年３月３１日限

り廃止された。かわって４月１日付けで、この跡地を東京都誠明学園というの

が利用することになった（この始末は不詳。だれか調べてください）。のち青年

訓練所、実業補修学校は廃止。 

 終戦の年、家庭学校跡、元市立青年学校分校かの跡地に、たしか創世学園中

学校というのが設置認可され（２１年４月２０日）、これが２３年３月２０日の



新制高等学校設置許可を受けて、茅ヶ崎市立高等学校となり、本村１２２２番

地に移転、２４年赤松町に移転。当時の校長の名は度忘れしましたが、よく会

いました。ついで２６年４月１日、県立となり、今の本村６７５０番地に移転

したのでした。当時の校長にもＰＴＡで、一緒に旅行したりしてよく会いまし

た。一方、茅ヶ崎小学校は連年児童数日本一というマンモス状態が長くつづい

た中で、茅ヶ崎第４番目の小学校として、この小学校が新設されたのでした。

昭和２７年９月１日開校、学区は南湖、茶屋町、鳥井戸でした。 

 

＜住吉神社で 南湖院門前町＞ 

 西浜小学校から、土地の地形にくわしい三橋五郎さんの案内で、南湖５丁目

の４号、９号、３号、１０号各町内の町筋を、約３００メートル屈折して、住

吉神社正面鳥居下に出ました。 

 まず、ここの歴史のあらましを述べます。広田精一の大正４年１１月２４日

の地図に、中海岸以西では南湖院、風致区、伴田、佐竹、美濃部、茅ヶ崎館、

加藤（加治別荘のこと）、高砂（今の中海岸１丁目）、中村楼の９点のみが表記

されておりますが、このうち風致区というのが、このあたりです。今はこのと

おりたいして風致ではありませんが、まだ人家は少なく、樹木が繁茂していた

のでしょう。 

 この神社は、広さは他の南湖の神社より、５０倍も広いのですが、その創設

は一番あとからでした。鳥井戸には御霊神社（２丁目９の１０）、上町には金比

羅神社（３丁目５）、中町には八雲神社があるが、下町にはないというので、こ

こに、広大な地面（かれこれ５千坪）を確保して、海の神様をまつることにし

たわけです。本殿のほか、火の見の塔、下町（しもちょう）自治会館、児童公

園、八大竜宮社もあります。 

 この神社の名が、歴史に初めて出てくるのは「南湖下町住吉神社の幟奉納（の

ぼりほうのう）される」です。南湖院開設の前年です。茅ヶ崎村で二つ目の南

湖巡査駐在所（４丁目１１号地の角）が出来たのは３４年７月でした。４０年

８月下旬には相模川大洪水で、茶屋町、上、中、下の各町の家屋２５０余戸が

浸水したが、ここは高台なので無事でした。同年１１月には住吉神社御林払下

寄付帳を回しました（徳川時代は幕府の直轄地、今の宮内省の国有林を払い下

げてもらいたい、ということなのでしょう）。 

 明治４１年４月２日は中町で、相田家の失火で、大火事で１７戸が焼失しま

した。 

 ４３年、家庭学校に２万坪払い下げ（前記）。 

 ４４年２月１９日、鳥井戸 鈴木方より出火、１５戸焼失。３月、上町の発



電所（会社）が創立。１０月１日開業。同２５日、西運寺上棟式。 

 そして大正３年７月、住吉神社の御神輿が新調された。 

 翌４年１１月、広田精一は道路整理意見書の中で、この一帯を風致区として

おくことを提唱した。 

 １２年９月１日、大震災。 

 １４年３月、駅南口より南湖院への道路（幅３間）が開通した。この神社の

前の道です。 

 昭和２年１１月には、住吉神社新築請負契約証が作られた。そして、拝殿、

本殿、幣殿、鳥居の改築工事が実行された。２年後の４年１１月１３日にその

収支決算書が作成されています。 

 ７年６月２５日、海岸に大竜巻が起こった。 

 １５年には、大連の三橋氏が狛犬をこの住吉神社に奉納した。 

 １６年１２月８日以降は、毎月８の日は大詔奉戴日として、南湖下町の人々

が戦勝祈願で参拝したこと、八雲神社等の場合と同じでした。 

 ２７年３月には、この児童公園が市立として開園しました、同年９月１日は、

西浜小学校開校でした。同校は茅ヶ崎日教組の中心ともなりました。そして西

浜中学校の開校は、２９年でした。 

 

＜南湖院門前町＞ 

 さて、この前の道は、いわば南湖院門前町でした。この両側に魚屋（魚民本

店等）、八百屋、酒屋、菓子、小間物、履物などの店が並んでいたそうです。そ

して客が客でした。大地主の娘さんたちが多かったので、並べる品も上等であ

ったそうです。たとえば、市役所に神部一という部長さんがいましたが、その

はなしでは、女房が嫁にくる時、なかなか良いもの、われわれの家柄に合わな

い上品な棚などを持ってきました。実家や姉妹のところにもある。だんだん聞

いてみると、両親が新潟県から出てきて、この神社前の南湖院道で小間物屋を

開店した。ところが、お客は大金持ちの奥さんや娘さんばかり。そこで極く上

等の品ばかりを立派な棚に陳列した。これらは、みなその名残りだということ

でした。 

 つまりこのあたりは、湘南地方でも、特殊な高級街区だったわけです。おも

しろい現象だと思います。 

 それから、左斜め前の角の明治牛乳・増田牛乳店（５丁目３の２４）は、当

時２階に休憩所のある、風呂屋でした。平塚雷鳥・奥村博が初めて所帯を持っ

た所でもあります。 

 その２軒こっち、神社の真正面の今 三橋栄一さん、小林さんの奥は、奥村



博が独身で下宿していた所。 

 その右手（今パーキング）の隅に終戦のころ、白いタイヤの１メートル立方

ぐらいの物が残っていましたが、それは豆腐屋の残りだとのことでした。 

 ここから２、３の屋根向こうに加藤林造さんがあります（５丁目１１の５）。

これは雷鳥が独身時代に下宿していたところです。 

 神社から南湖院道を１００メートル位行った左手に魚民本店（１１の３１）

があります。当時最も栄えた店です。魚民から海の方へ５０メートル位の所に

魚民館というのがありました。やはり魚民の経営で、いわば南湖院関係者御下

宿兼旅館でした。 

 それから、国木田「別荘」もこのあたりでした。「別荘」は愛称で、独歩夫人

が借りていた家のことで、独歩がなくなると遺体をここに移し、ここから出棺

したのでした。場所は、だれに聞いてもわかりません。魚民館の奥という説、

三橋栄一さんの横（東側）をはいった所という説、元森医院（１０号の５ない

し９）の前を行ったところという説、加藤アパートのあたりだったという説な

どまちまちです。中島という農家だったという説（斉藤昌三）もありました。

このあたりではなんぼ聞いてみても、明治時代のこのへんは、中島の何も、人

家は一つもない、ずーっと草っ原だよ、ということで、結局はくわしくはサッ

パリです。皆さん、これから、よく調べてください。住吉神社南方だったこと

はたしかです。 

 

＜『若い燕』の語源＞ 

 これは、このあたりを歩くたびに、何度もしゃべるので、いささかテレクサ

イのですが、あらましを述べましょう。 

 [雷鳥は、今年（１９８６年）ちょうど生誕１００年でもあり、先日お茶の水

の日仏会館での記念大会にも参加しました。なお、山田耕筰（東海岸）の今

年が生誕１００年でした（川添）] 

 平塚明子（雷鳥の実名）は明治１９年高級官吏の子に生まれ、３６年目白の

日本女子大学に入学したのですが、ほかでもない高田畊安が当時この学校の校

医をしていました。姉 孝子が結核のため学校を中退し南湖院に入院すること

になって、明子も南湖院のことを知ったといいます。 

 雷鳥は、４４年９月『青踏』を創刊し、「元始、女性は太陽であった」と女性

解放史に警鐘を乱打した。『青踏』は明治４４年に組織した雷鳥を中心とする女

性文学者の一派（７人）で、同名の機関紙を発行。これに評論、文芸作品を発

表、婦人の解放を叫び、新思想を紹介、鼓吹したのですが、これから２年目の

４５年（大正元年）、雷鳥、尾竹紅吉、保持研子が、南湖院近くに集まったため、



『青踏』編集部が南湖に移った観がありました。そのころ藤沢駅で列車を待っ

ていた画学生 奥村博が東雲堂の若主人 西村陽吉に誘われて、南湖院を訪れ

た。南湖院本館の待合室で初対面、互いに一目惚れで心を引かれたといいます。

ある日、夕方から、仲間数人で、おそらく加藤林造氏宅でしょう、女性解放に

ついてや、『青踏』の編集のことなどを熱心に語りあっていた時、激しい雷をと

もなった豪雨になった。他の仲間はそれぞれ近くだからよいが、奥村博は藤沢

までは帰れない。“とまっていきなさい”ということになり、同じ蚊帳の中に入

った。はげしい雷鳴の一夜、ふたりは初めて、同じ民家でその夜を明かしたわ

けです。 

 ところが、しばらくして、奥村君は勤め先、毎日新聞の上役から“なんだ、

若いくせに、年上の女に夢中になって。そんな暇があったら、もうすこし勉強

せい”と叱られ、泣く泣く絶交状を書いた。年上の女性は、“わかりました。で

も、燕は季節になるとまた帰るものです”と返事を書いた。それから何か月か

して、若い青年は燕のように帰ってきた。「父帰る」ではない「若い恋人が帰っ

た」というわけで、年下の男の愛人のことを若い燕というようになった。「つま

り、南湖院は若い燕という言葉の源泉地となった」（川原利也）というしだいで

す。雷鳥２６歳、博２１歳の時です。 

 南湖院とその周辺では、かなりたくさんの熱愛カップルがうまれました。そ

の一例、高橋碩一（歴史学者）は両親が結婚したいきさつをなんぼ聞いてもな

ぐらかされてきたが、いよいよ母が晩年、私は南湖院に入院していて、河野桃

乃という女医さん、平塚雷鳥さんたちと仲良くして、よく座談会などをやった

が、実はお父さんもその仲間でした。そこでお前が生まれたんだよ、と語った

という。碩一氏は大正２年３月２８日生まれです。 

 私だけでも、このような南湖の愛の結晶を、ほかにも２，３例を知っており

ますから、相当たくさん生まれたのではないかと思います。何しろ集団見合い

みたいなあんばいだったでしょうから。 

 雷鳥の『私の履歴書』の中に、大杉栄、伊藤野枝が二人で訪れたことも出て

います。帰りに海岸まで送って行きましたが、砂浜を二人で歩いている、野枝

さんの背中に何となく不安を感じた。２、３日して（今ならテレビでその日だ

ったでしょうが）ちょうど二人が着いた時刻にあの日蔭茶屋事件がおこったこ

とを聞いた、とも言われています。 

 なお、中海岸の私の近くに高橋さんというあばあさんがいましたが、かねが

ね私につぎのように語っておりました。「私しゃ、加藤林造さんの３軒先で、魚

民の４軒手前の角の飯田の生まれですが、子どものころ、加藤さんのところの

雷鳥さんのところに、しょっちゅう巡査が来るので、おかしいと思った。あの

仲間は女のくせに、平塚あたりの女郎屋にあがりこんで酒を飲むそうだという



評判もあった。ある日、大勢の巡査がとりまいている。私のうちの角にも立っ

ている。どういうことだろうと思ったが、あとで、仲間が逗子か葉山でニンジ

ョー沙汰をおこしたんだ、と聞いた。それにしても、あのおだやかなオバサン

が、と子ども心に思ったんでしたよ。すぐ近くだから、たびたび会いましたよ」。 

 なお、時期は前後しますが、神近市子さんは、青森県の女学校の先生の時、

校長室に呼ばれ、１枚の写真を見せられた。見ると南湖の海岸で仲間１０人位

が並んでうつっている。“君はこの中にいるだろう”“いいえ私はおりません”

と本当のことを答えたが、“ここにはいないにしても、君はこの連中の仲間、青

踏社だネ”ということでクビになったのでした。 

 なお、私の知人に旧姓鷲沼、今は小林登美子という女流評論家がいます。こ

の人は元毎日新聞記者で雷鳥の秘書だった。この小林さんが、６．７年前のこ

とひょっこり茅ヶ崎に来て、私が茅ヶ崎に住んでいるのでビックリして、これ

は何より心強いとたずねて来て言うには、“先生は生前、もし記念碑でも建てる

ようなことになったら、どこがいいでしょう。といいますと、そうですね、そ

れは茅ヶ崎でしょう。と言われた。それで実行委員会をつくる一方、こうして

実地を見に来たのですよ”。 

私はそこで、このあたりを案内して回り、土地の物色を引き受けました。以来、

川原（利也）君など２、３人の人々と、ひそかに１坪ぐらい確保の話をすすめ

ましたが、東京での実行委員会（募金）がなかなかまとまらないで、いくら問

い合わせても、返事はナシのツブテなので、いささかハラを立てているところ

です。 

 

＜南湖院跡＞ 

 住吉神社前を出発。西南へ約４０メートル左手に前に述べた飯田家がありま

すが、今日は鳥居の真ん前の三橋栄一さんの横（東側）を通り、３軒目で右折、

３軒目が加藤林造さんです。今日はお留守ですが、右手の住まいは、若干改造

はされましたが、ごらんのとおり明治の住宅様式で、当時の面影を残している

とのことです。左手に鳥小屋があって、雷鳥は紺がすりで、この前にしゃがん

で、エサをやっていたそうです。 

 ここから４軒目、飯田さんで左折、左手３軒目が魚民本店。ここで右折、１

０メートル先からが高田小児科医院、院長は畊安の孫。反対側に、今日特別案

内していただいた三橋五郎さんがあります（６丁目１３の１）。 

 この先の、南湖７丁目の全域＝南北３００メートル、東西３００メートルが

南湖院跡地です。北半分がほぼ当時のおもかげを残しております。最も古い建

物は「南湖荘」と今はいわれます。その南方全体が白亜の大きなビル２棟「老



人ホーム・太陽の郷」「太陽の郷診療所」などで、以上いずれも、今も高田準三

氏所有経営です。この向こうの学校が西浜高校です。旧敷地の西南角で、約５

万平方米に当たります。国木田独歩が入っていた第３病棟は、老人ホームと校

舎の間です。 

 戦後、進駐軍のうち戦車第１中隊が駐屯しました。朝鮮戦争が始まり、一番

先に仁川に上陸して全滅しました。西浜高校の敷地になっている海寄りの高台

に大きな水道塔が残っていましたが、その壁には、米兵が英語でペンキで、そ

れぞれ別れに際しての言葉を書いたものが残っていて、痛々しく思ったもので

す。なお、この中隊長が松籟荘、小隊長が沢野別荘を占拠していたのでした。 

 今、南湖荘の部分に残っている建物は、本館（院長室）、第１病棟（竹子室）、

医王堂（大会堂）です。昔の正門は最北部の鉄砲道沿いで、今も「東洋内科医

院」「南湖院」という御影石の大きなはしらが一対残っています。 

 その手前にイザヤ予言碑というのがあります。それにキリストと神武天皇の

両方を同様に信仰するという意味の宣言が刻んであります。裏には、妻輝子は

勝海舟の娘であるとも書いてあります。これは、戦争中の厄除けではなかった

かと考えられます。当時キリスト教は戦争に非協力だと、治安維持法で共産党

同様多数投獄された。畊安も藤沢署に呼び出されて、出頭しております。「警察

から帰って来て自殺したのだ」と伝える南湖院関係者もあったぐらいです。 

 この本館の前に藤棚がありました。この下でクリスマスをしている写真など

も残っています。徳富蘇峰も子どもが入院しておりました。本館玄関横にある

２本の月桂樹はその蘇峰が植えたものです。 

 南湖院は病棟、炊事場、洗濯所などを２年間にひとつ位ずつ建てて、明治３

２年から昭和７年９月までの３３年間に、のべ２１の建物、うち病舎は１４棟

を建設しました。５万坪の土地に、建坪４，５００坪あったといいます。 

 南方の広い場所は日光浴場で、患者たちがたくさん白いガウンを着て、長椅

子に寝ている姿を、私たちは湘南道路を歩きながら、よく見かけました。 

 なお、川原利也さんの『南湖院と高田畊安』は名著で、なんでも分かります

から、まだでしたら、ぜひ読んでください。 

 

＜南湖公民館＞ 

 太陽の郷から広い道を越えて東の方が西浜中学校です。西浜中学校は昭和２

９年４月１日に西浜小学校内でいったん開校（校長は矢畑の熊沢忠夫さん）し

たのち、７月１４日に、ここで第１校舎が竣工し、９月１日竣工式と開校式を

挙行したのでした（私も参加しました）。 

 ３０年１月に給食場が完成し、２月１日給食が開始されました。同年９月 PTA



の勤労奉仕で足洗い場も出来ました。１０月１日の国政調査で茅ヶ崎の人口は

５６．８９６人でした。 

 ３１年１０月には家庭科特別教室ができました。 

 ３２年２月には黒松３００本を校庭に植えました。９月３０日に本館が竣工、

１１月１８日に校舎完成祝賀会がおこなわれたのでした。 

 ３３年５月１２日に特殊学級が設置された。 

 なお、ソフトボールが強く、３４年８月２９日に県大会で優勝したという記

録もあります。３９年５月には国旗掲揚塔が完成しました。体育館が落成した

のは４１年３月とも、翌４２年２月末ともいいます。 

 中庭築山は４３年３、４月に生徒・PTA・職員の手で築いたのでした。その美

術作業、池、水槽が完成したのは４４年７月だったようです。のち県から表彰

されました。 

 そして鉄筋４階８教室をつくり、これが４７年７月付けで完成したことにな

っています。 

 これから先は皆さんの方がくわしいのですが、この公民館が解説されたわけ

です。 

 

 

＜補足＞ 

 [以下、公民館での話し合いから] 

 南湖は茅ヶ崎町の、そして茅ヶ崎の原点でありました。それで、いろいろの

史跡も多く話題も豊富です。今日歩いたのは、ほとんど南湖下町で、上町、中

町、鳥井戸、茶屋町はほとんど見学しなかったのですが、何しろ茅ヶ崎の近代

社会の発祥地なのですから、皆さん、十分調べていただきたいと存じます。 

 なお、「茅ヶ崎の別荘歩き」は、これ（第５回）で最後となりましたが、これ

で終わり、すべて分かったということではなく、これを出発点として、われわ

れ年寄りの思い違いや見落としなどを、どんどん修正してください。そして子

や孫たちのため、いろいろのことを掘り起こしてください。そうするとますま

す興味がわいて、趣味と勉強が一致することにもなります。 

 なお、この際いささか PR させていただきます。私が別荘などについて書いた

ものとして、文化人クラブの機関紙『文化の姿』『茅ヶ崎ゆかりの人々』、市民

新聞に数年間連載した『茅ヶ崎散歩』があり、『広報ちがさき』『郷土ちがさき』

『資料館だより』に連載中のものがあります。ご一覧くだされば幸甚です。し

かし、実はこうしてしゃべっている間にも、由緒ある別荘が５、６ヶ所、伐採、

整地、分割されています。それらの追跡調査を本当ならばぜひやりたいのです



が、いかんせん、もはや８０の半ボケでは、なかなかおっくうです。そこでお

願い。皆さん、ぜひ跡継ぎ（後継者）となって、旧来の誤伝は正し、足りない

ところは補い、未調査の部分を埋めていただきたい、ということです。 

 以上を心からお願いして、前後５回にわたる別荘談義の一応の終わりといた

します。 

 

 

 

   別荘リスト      代５回・終（記録用）  85/11/22  

                                    

 氏  名   

1 
八 木 重 吉  

共恵 

一丁目 

   詩人 

 

2 
吉 沢 作 造  

共恵 

二丁目 

   海軍少将 

 

3 
高 橋 誠 一  

共恵 

一丁目 

   南湖院   生泉堂（居宅） 

   前婦人（土岐ミヤ 南湖三丁目）

4 
異 人 館 

南湖 

三丁目 

   （フランス人） 

   アルボンヌメークル？ 

5 
松 岡 四 郎  

南湖 

三丁目 

   内務官 

 

6 
萬

よろず

 鉄 五 郎  
南湖 

四丁目 

   画家 

 

7 
伴 田 六 之 助 

南湖 

四丁目 

   実業家 

   子息 友田恭助 

8 
大 沢 寺 次 郎 

南湖 

四丁目 

   実業家 

 

9 
酒 井 伝 次 郎 

南湖 

四丁目 

   医院 

 

10 
小 山 敬 三  

南湖 

四丁目 

   画家 

 

11 
速
はや

 水
み

 御
ぎょ

 舟
しゅう

  
南湖 

四丁目 

   日本画   アトリエ 

   娘婿 吉田耕三 



12 
国
くに

 木
き

 田
だ

 独
どっ

 歩
ぽ

 
南湖 

六丁目 

 

 

13 
平 塚 雷 鳥  

南湖 

六丁目 

   女性解放運動 

   “若い燕”奥村博 

14 
高
たか

 田
た

 畊
こう

 安
あん

  
南湖 

六丁目 

   南湖院 

15 
エミーコイ 

柳島海岸 

 

   フランス人 

16 
 

 

 

 

 

17 
 

 

 

 

 

 




